
        
            
                
            
        

    











































































きれいなお姉さんに養われたくない男の子なんているの？
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「実はね……お姉さん、ずっと瑛太えいたくんのことが気になってたの……」

「え……？」

　き、気になっていた……？

「いつも頑張っている姿を見て、偉いなぁ……可愛かわいいなぁって思っていてね。こんな子と一緒にいられたら幸せだなぁって思っているうちに、気が付いたら惹ひかれてたの……」

「それってつまり……」

　まさか告白──!?

　こんな綺麗きれいなお姉さんが僕に!?

「だから……ね」

　お姉さんの唇がわずかに震える。

　真まっ直すぐに見つめる瞳ひとみが僕を捉えて離さない。

　明らかに変わる空気に、思わず緊張した時だった。

「私の専業主夫になってください──！」

　まさかの言葉が飛び出した。

「え……専業主夫？」

　予想の斜め上を行く言葉に、思わず思考が停まりかける。

「えっと……付き合ってくださいとかじゃなくて、ですか？」

「つ、付き合うなんてそんな!?　ただ私は、キミを養やしなってあげたくて……」

　……養う？

「キミの存在すべてが愛いとしすぎて大好きすぎて……元気でいてくれるだけで幸せなの。キミが幸せでいることがお姉さんの幸せというか、キミを養ってあげることがお姉さんの生まれた意味というか……ああもう！　神様……出会わせてくれてありがとうございます！」

　お姉さんは感極かんきわまったのか、天を仰あおぎながら咽むせび泣く。

「こう見えてお姉さん、お金はたくさんあるから大丈夫！　でもね……お姉さん、家事が苦手なの……だから養ってあげる代わりに家事をしてもらえたら嬉うれしいなって……役割分担？」

　えっと、とりあえず……このお姉さん、大丈夫かな？

「これから一緒に頑張って行こうね……えへへっ」

　そんなこんなでどうしてか？

　僕は高校二年生になってすぐ、名前も知らないお姉さんから養われることになったんだけど……あまりにも非現実的な状況に、僕は頭を抱えながら今に至った経緯を思い返す。
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「ありがとうございましたー」

　その日の夜──。

　僕はいつものように、バイト先のコンビニでレジ打ちをしていた。

　お客さんが引いて時計に目をやると、時間は二十二時ちょっと前。

「そろそろ来る時間か……」

　そう思った直後だった。

　入口の自動ドアが開き、来店を知らせるチャイムが鳴り響く。

「いらっしゃいませ──」

　視線を向けると、そこには一人の女性の姿があった。

　春らしい薄いベージュのニットに紺色のスカートのコーディネート。

　年齢はたぶん、二十代前半だと思う。身長は百五十センチ後半くらいで、長い髪と細身のスタイル。穏やかな表情を浮かべ、どことなくほんわかとした空気を身に纏まとっている。

　そう──このお姉さんが僕の待っていた人。

　僕が密ひそかに憧あこがれている、綺麗きれいなお姉さんだった。

「やっぱり綺麗な人だよな……」

　高校入学を機に、このコンビニでアルバイトを始めて一年。

　僕が仕事の日は必ずと言っていい頻度ひんどで足を運んでくれている。

　あまりにも毎日来てくれるから、てっきり僕がいない日も来ているんだろうと思っていたんだけど、他のスタッフが言うには僕が休みの日はまず来ないらしい。

　そんな話を聞くと、少しだけ期待してしまう。

　もしかして、僕に会いに来ているんじゃないか──なんて。

「ないない……なにを期待しているんだ僕は……」

　我ながらずいぶん自惚うぬぼれているなと溜ため息いきを吐ついた時だった。

　お姉さんがいつも買うプリンを手にしてレジにやってきた。

「ありがとうございます」

　僕は商品を受け取り、お会計を進める。

「このプリン、好きなんですか？」

「……!?」

「毎日買っていただいていますし……実は僕も好きなんです」

　勇気を振り絞って声をかけてみる。

　だけど、お姉さんは黙って俯うつむいてしまった。

「えっと……」

　そりゃ、いきなり声をかけたら驚くか……。

　毎日顔を合わせているし、少しでも仲良くなれたら……なんて、期待していた自分が恥ずかしい。少しだけショックを受けながら、お釣りを渡そうとした時だった。


「あ…………!?」



　僕の手が少し触れると、お姉さんが小さく声を上げる。

　その直後──お姉さんがその場に崩れ落ちた。

「お、お客様──!?」

　小銭が音を立てて床に散乱する中、僕は慌ててお姉さんに駆け寄る。

「お客様！　大丈夫ですか!?」

　倒れているお姉さんを抱きかかえ必死に声をかける。

　すると、お姉さんはすぐに目を開けたんだけど。

「ん……」

「よかった！　気が付いた──!?」

「……無理ぃ」

　どうしてか？　僕の顔を見るなり顔を真まっ赤かにして気を失った。

「お客様！　しっかりしてください！」

　なにが起きたかわからず、もう一度お姉さんを起こそうとする。

　すると、またすぐに目を覚ましたんだけど。

「んん……」

「大丈夫ですか？　救急車を呼び──!?」

「……幸せすぎて……無理ぃ」

　起きたのになんで!?　幸せすぎて無理ってどういうこと!?

「お客様！　お客様あああぁ──!!」

　焦あせっていた僕は、これは完全にやばいと思って起こし続ける。

　他に誰だれもいない店内に、僕の悲痛な声が何度か響いた後。

「んんん……」

「気を確かに持ってください！　すぐに助けを──!?」

「もう……死んでもいぃ」

　死なないで！　僕の腕の中で死なれても困る！

　後からみれば、どこからどう見てもコメディとしてか思えないやり取りなんだけど……この時の僕は、異常な気絶を繰り返すお姉さんを介抱しようと必死だった。

　するとそこへ、バックヤードにいた店長が慌てて僕らの下へ走ってくる。
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「一ノ瀬君どうしたの!?」

「このお姉さんが急に倒れて……」

「すぐに救急車を呼ぶから、そのまま抱きかかえていて！」

「わかりました！」

　僕はそう答えてお姉さんに視線を戻す。

「……あれ？」

　すると、露あらわになっている首元に下げられたネックレスが目に留まった。

「これ……どこかで見たことがあるような……？」

　そんなことを考えながら、救急車を待つこと十五分。

　その間、お姉さんは目を覚ましては『夢がかなった……』とか『もっと強く……』とか『もうどうにでもして……』とか、訳のわからないことを口にしては気絶を繰り返し続ける。

　その数なんと十回……すごく疲れた十五分間だった。
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　お姉さんが救急車で運ばれるのを見送った後。

　すでにバイトの終わり時間だった僕は、更衣室で着替えていた。

「お姉さん……大丈夫かな」

　お釣りを渡した直後、突然気を失って倒れたお姉さん。

　特になにかをしたわけでもなく、なにかあったわけでもない。

　なんだかよくわからないことを口走っていて、すごく取り乱した様子だったけど……ちょっと心配だな。次に来てくれる時は元気になっているといいけど。

　そんなことを考えながら更衣室を出て、休憩室に足を運んだ時だった。

「一ノ瀬君！　大変だよ！」

　休憩室でテレビを見ていた店長が、血相を変えて僕に声をかけてきた。

「ど、どうしたんですか？」

　今度はなんだ──？　そう思うと同時、店長はテレビを指さす。

「これこれ、これを見て！」

「え……？」

　テレビに流れていたのは、とあるニュース番組だった。

　海外の紛争地帯で一人の日本人男性が行方ゆくえ不明になっているらしい。

　男女二人のアナウンサーが淡々とした口調でニュースを読み上げていた。

『本日、日本時間の二十時頃ごろ、紛争地帯にて日本人男性が行方不明になっていると海外のニュースサイトが報じました。行方不明になっているのは戦場ジャーナリストの一ノ瀬加純かすみさん、四十歳。三日前、同じ戦場ジャーナリストの仲間に電話したのを最後に連絡が取れなくなっていたらしく『ちょっと今回は長くなるかも～♪』と上機嫌で語っていたとのことです』

　すると隣にいた女性ニュースキャスターが不思議そうに声を上げる。

『今回は長くなるかも～♪　という一言が気になりますね……』

『ジャーナリスト仲間の方は『放っておいても大丈夫だから！』と心配した様子もなかったそうですが、どういう意味かはともかく……気になりますね。続報が入り次第お伝えします』

　そのニュースを見て、思わず溜め息を吐いてしまった。

「この人、一ノ瀬君のお父さんだよね？」

「はい……まぎれもなく僕の父さんです」

　そう──この行方不明になっている戦場ジャーナリストの一ノ瀬加純は、僕の父親。

　そりゃ父親が戦地で行方不明なんて聞けば、普通は心配の一つもするだろう。

　だけど、僕の気持ちは戦場ジャーナリスト仲間の方と同じ。

　全く心配するつもりにはなれなかった。

　むしろ『またか……』と思わざるを得ない。

　というのも、父さんが行方不明になるのは、これが初めてじゃない。

　こうしてニュースに取り上げられることが初めてなだけで、人知れず行方不明になったり捕虜になったりした数は両手じゃ足りず、そのうちケロっと帰ってくる。

　もはや捕まるのが趣味なのかと疑うレベル。

　例えば紛争地帯に単身乗り込み、わざわざ捕虜になって過激派組織と親睦しんぼくを深めて更生させたとか、部族間の争いに首を突っ込んで和解させたとか、そんな話がゴロゴロある。

　小学生の頃、父さんの仲間が家に来る度たびに、そんな話を聞かされていた自分としては、全くもって心配する必要はないし、むしろいい加減にしてくれとしか思わない。

　改めて考えてみると、本当に溜め息しか出ない……。

「なんかすみません……ご心配をおかけして」

　僕がこのコンビニでバイトを始める時、店長は身元確認のため父さんに会っている。

　だから、てっきり父さんのことを心配してくれているんだろうと思ったんだけど。

「確か一ノ瀬君の家は父子ふし家庭だよね？」

「はい。両親は離婚していて……」

　どうしてか？　店長はやたら申し訳なさそうに声をかけてくる。

「悪いんだけど……今日でお仕事、辞めてもらえるかな？」

「え……？」

　……辞める？

　え、ちょっと待って。

「それってクビってことですか……？」

　店長は小さく頷うなずく。

「さすがに親権者がいない高校生を雇やとうわけにもいかないでしょ？」

「ま、待ってください！　親権者がいないわけじゃなくて、行方不明なだけです！　今までも何度もこんなことありましたし、そのうちしれっと帰ってきますから！」

「じゃあ今までも親権者不在で働いていたの？」

「そ、それは……」

　店長は困ったように口にする。

「一ノ瀬君は頑張ってくれたから、できるなら続けて欲しいんだよ？　でも私もね、知っちゃったからには『はい、そうですか』ってわけにもいかないんだよ。最近は本部のコンプライアンスが厳しいからさ……」

　コンプライアンス……それを言われると言い返せない。

　僕がここでお世話になることが、お店の迷惑になるってことだ。

「仕事以外のことでなにかあれば、力になるからさ……」

　もう、なにを言ってもダメだろうなと思った。

「わかりました……今までお世話になりました」

「うん。お父さん、無事帰ってくるといいね」

　そんな労ねぎらいの声をかけられながら更衣室に戻り、私物の整理を始める。

　こうして高校二年になった五月のある日、僕はアルバイトをクビになった。
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　帰宅する足取りは極きわめて重かった。

「父さんのせいだ……」

　思わずそう口にせずにはいられない。

　父さんが普段からいないことに、特に不便を感じてはいなかった。

　生活費は定期的に海外から振り込まれるし、家事はやっているうちに覚えたし。

　まぁ……生活費はここ二年くらい、あまりにも振り込みが不定期すぎるから、なにかあった時のためにアルバイトを始めたわけだけど、こんな形でクビになってしまうなんて……。

「残りの生活費は……」

　スマホのネットバンキングで残高を確認すると、十五万円ちょっと。

「いつまで父さんが行方不明かわからないけど、ちょっとまずいな……」

　いつも平気で数ヶ月は行方不明になっているから、かなりぎりぎりな気がする。

「ていうか、なんだよ戦場ジャーナリストって……」

　常に世界中の紛争地域を飛び回り、家に帰ってくるのは年に一度か二度くらい。

　どんな人生を歩むかは本人の自由だけど、せめて家族に迷惑はかけないで欲しい。

　僕は絶対にああはならない──父さんを反面教師として、堅実な人生を歩むんだ。

　普通に進学し、普通に就職し、いつか誰かと結婚し、自分が得られなかった幸せな家庭を築きたい──そんな当たり前とも思える些細ささいなものが、僕の求めている幸せだったりする。

　そのためには、新しいアルバイト先も探さないと。

　悲観してばかりいても始まらないし、こんな時だからこそ前向きに行こう！

　父さんへの愚痴半分、未来への希望半分──そんなことを考えながら帰宅すると。

「……あれ？」

　こんな夜中なのに、借りているマンションの前に大きなトラックが停まっていた。

「こんな時間になんだ……？」

　そう思いながら階段を昇り、部屋の前まできて自分の目を疑った。

「え……？」

　そこには、僕の部屋から荷物を運び出す作業員の姿があった。

「ちょ、ちょっと！　なにをして──」

「あぁ、瑛太君。少しいいかい？」

　声をかけてきたのはマンションの大家さんだった。

　隣には管理会社の社員らしき人がスーツ姿で立っている。

　ものすごく嫌な予感がした……。

「お父さんが家賃を滞納していてね……差し押さえることになったから」

「家賃を滞納!?　え？　いつからですか？」

「もう四カ月分ね……」

「四カ月分……」

　知らなかった……生活費は僕の口座に不定期で振り込まれるけれど、家賃や光熱費については父さんの口座から自動引き落とし。まさかそんなことになっているなんて。

「でも、事前に通知とかしてもらわないと、そんな急に言われても──」

「お父さんには何度も電話をしたんだけど、連絡がつかなくてねぇ」

「そんな……」

「私としてはもう少し待とうと思ったんだけど、間に入ってもらっている管理会社さんもいるし、他の入居者さんたちの手前もあるから……本当に申し訳ないんだけど」

「と、とりあえず一ヶ月分ならすぐにお支払しますので、なんとかなりませんか？」

「ごめんね……もう決まったことだから……」

　大家さんは穏やかに言いながらも、聞く耳は持たないといった様子だった。

「必要なものは今のうちに持ち出しておいてもらえると助かるな」

　だめだ……僕みたいな高校生がなにを言っても取り合ってもらえないだろうな。

「わかりました……ご迷惑をおかけしてすみません」

　僕は大家さんに謝り、断ってから部屋に上がる。

　次々に運び出されていく家具や家電を横目に見ながら、学校で使う教科書や着替えなど、必要最低限のものを紙袋に入れていく。

「あ……そうだ」

　もう一つ──あれだけは忘れちゃいけない。

　僕はクローゼットにしまってある古いビデオテープを数本取り出した。

「ビデオデッキは壊れてるんだよな……また探さないと」

　そんなことをしているうちに、あっという間に運び出された荷物たち。

　未いまだ実感が湧わかないままトラックを見送り、この部屋での生活は幕を閉じた。
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　部屋を後にした後、僕は近所の公園に足を運んでいた。

　ベンチに腰を掛け、持ち出した荷物を地面に置いてうなだれる。

「なんて日だ……」

　考えただけで頭が痛くなりそうだけど、状況を整理したい。

　今日はいつもとなに一つ変わらない日常を過ごしていたはずだ。

　学校が終わってからアルバイト先のコンビニで働いて、毎日来てくれる綺麗なお姉さんと仲良くなりたいと思った僕は、少しだけ勇気を出して声をかけてみた。

　そこからだ……この目まぐるしすぎる、おかしな状況の連続は。




①いつも来るお姉さんが倒れて救急車を呼んだ。

②紛争地帯で行方不明になる父さんの趣味が炸裂さくれつ。

③それを知った店長が親権者不在を理由に僕をクビにする。

④家賃滞納で部屋を強制退去させられる。




「……ほとんど父さんのせいじゃないか！」

　思わず深夜の公園で叫ぶ。

　かなり大きな声を出してしまったせいか？　近くで寝ていた猫がびっくりしながら飛び起きて僕を睨にらんだ後、なにか言いたげな瞳ひとみを向けて去っていった。なんかごめん。

「本当に、これからどうしよう……」

　今日は金曜日だから明日は学校が休み。

　この週末の間に、せめて住む場所だけでも確保しないと。

　……状況を整理したらしたで、急に不安が襲ってくる。

「あ、あの……」

　その時だった──不意に声をかけられて顔を上げる。

　目の前の光景に、思わず自分の目を疑った。

「え……？」

　そこには、先ほど救急車で運ばれた綺麗なお姉さんが立っていた。

「瑛太くん……だよね？」

　どうしてお姉さんがここに？

　ていうか、どうして僕の名前を──？

「ぐ、具合は大丈夫なんですか？」

　驚く僕の口から出たのは、そんなありきたりな言葉。

「うん。病院で少し横になったらよくなったから逃げ──帰ってきたの」

「そうですか……よかった」

　元気そうな表情に胸を撫なで下ろす。

「それより……こんな時間にこんな所でどうしたの？」

「えっと……」

　思わず口ごもる。

　するとお姉さんは優しく微笑ほほえんだ後、僕の隣に腰を下ろした。

「なにかあったんでしょう？　お姉さんでよかったら相談に乗るよ？」

　まるで全すべてを受け入れるような眼差まなざしと温あたたかい言葉。

　今まで話をしたことはなくても見知っている相手。いろいろありすぎて弱っていたから、優しく声をかけられて気が緩ゆるんでしまったのもあるんだと思う。

　気が付けば、自分に起きた出来事を口にしていた。

「実は……ついさっき、アルバイトをクビになったんです……」

「え……？」

　お姉さんは落ち込んでいる僕以上に、絶望的な表情を浮かべた。

「ど、どうして……？」

「実は僕の父さんが──えっと、戦場ジャーナリストをしているんですけど、行方不明になったってニュースが流れて……それを見た店長が保護者不在じゃ雇えないって……」

「そ、そんな……それじゃ、お姉さんもう瑛太くんに会えないの……？」

「……まぁ、そうですね」

　この時の僕は、単純にバイト先に行っても会えなくなるんだね。

　くらいの、なんて言うか、社交辞令みたいなものだと思っていた。

「しかも……父さんが家賃を滞納していたらしくて、さっき部屋を追い出されたんです」

「え──!?」

　するとどうしてか？　さっきまで絶望していたお姉さんの表情に生気が戻る。

「じゃぁ、今日から住む場所がなくなっちゃったの？」

「そうなんです……とりあえず必要最低限の荷物しかなくて、それでどうしようかと」

「そ、そうなんだ……それは大変だよね……！」

　なんだろう……お姉さんがちょっと嬉うれしそうに見える。

　自分で話しておいてあれだけど、僕の不幸話を楽しまれてもな……いやでも、他人にしてみたら笑い話みたいなものか。僕も他人事ひとごとだったらギャグとしか思えないし。

　改めてどうしよう……そう思った時だった。

「それならお姉さんの家においでよ！」

　まさかの言葉が耳を貫いた。

「……え？」

　思わずお姉さんの顔を見つめる。

　いや、突然なにを言って──。

「行く当てのない男子高校生を放ってなんかおけない！」

　お姉さんは真剣な表情で口にする。

　あまりにも突拍子のない提案で逆に冷静になってしまった。

「いや、お心遣いはありがたいですけど、さすがにお世話になるのは……」

「大丈夫だよ！　お姉さんの家はすぐ近くだし、お部屋は余ってるから！」

「いやでも……なにかあったら大変ですし」

　軟弱に見えるかもしれないけど僕だって男だ。

　具体的には言えないけれど、思春期男子的にいろいろまずい。

「そ、そうだよね……」

　すると僕の言葉の裏を察したのか？

　お姉さんは納得したかと思ったんだけど。

「でも、お姉さんの家は賃貸じゃないし、ローンもないから立たち退のきとか心配ないよ！」

　いや待って。そうじゃなくて。

　僕が心配しているのは、お姉さんの経済力や部屋が差し押さえられるんじゃないかって話じゃなくて、男子高校生が女性の部屋に泊まる上での生理的な諸事情なわけで……。

　男として意識されていないのか、それとも思いもよらないのか？

　どちらにしても話が嚙み合っていないのは間違いない。

「ね？　だから安心してお姉さんの家においで」

　まるで聖母の生まれ変わりのような笑顔で提案してくれるんだけど。

　なんだろう……お姉さんの発言が、男が女性を部屋に連れ込もうとする時の口実みたいに聞こえる。『大丈夫大丈夫！　なにもしないから家においでよ！』みたいな。

　部屋に上がる前は紳士なんだけど、上がった途端に豹変ひょうへんして狼おおかみになる感じ。

「えっと……」

　まぁ、さすがにお姉さんは女性だから、そんなことはないと思うけど。

「もうこんな時間だし、この辺りじゃ朝までやってるお店もないし、このまま野宿ってわけにもいかないでしょ？　これからどうするかも踏まえて、お姉さんのお部屋で考えよ？」

　確かに……だいぶ暖かくなってきたとはいえ、朝まで野宿はさすがにきつい。

「本当にいいんですか……？」

「うん！」


「じゃぁ……一晩だけ、お世話になってもいいですか？」



「もちろん！」

　溺おぼれる者は藁わらをも摑むって言うけれど……この時の僕は、あまりにもショッキングな出来事の連続で、冷静であろうとしながらも冷静な判断ができていなかったんだと思う。

　この一言が、まさか自分のこれからを左右するなんて。

「早速お姉さんの家に行こう」

　お姉さんは立ち上がり、そっと僕に手を伸ばす。

　僕が差し出されるままに手を取った時だった。

「あっ……」

　小さく声を漏もらした次の瞬間──お姉さんが不意に意識を失い崩れ落ちる。

「お、お姉さん!?」

　とっさに抱き留めた僕は、お姉さんをベンチに座らせて肩を揺らす。

　やっぱりおかしい。一日に何度も気を失うなんてどう考えても普通じゃない。

「んん……」

「大丈夫ですか!?」

　目を覚ましたお姉さんは、ぽーっとした表情で僕を見つめる。

「ごめんね。お姉さん、また気を失っちゃったみたい」

　舌をペロって出しながら笑顔でごまかす。

「本当に大丈夫ですか……？」

「うん。驚かせてごめんね」

　お姉さんは『なんでだろう……』って小さく呟つぶやいていたんだけど、僕が聞きたい。

「じゃぁ、行こっか♪」

　こうして激動の一日の終わり──。

　僕は一晩だけ、お姉さんのお世話になることになった。
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「…………」



「このマンションの最上階なの」

　マンションに着いた僕は、思わず言葉を失った。

　目の前には、三十階以上はあるだろう高層マンション。

　地元では一番高い建物で、いわゆる富裕層の人たちが住んでいる場所。しかも最上階に住んでいるって……このお姉さん、何者なんだろう……？　見上げすぎて首が痛い。

「瑛太えいたくん。おいで」

「は、はい……」

　名前を呼ばれて思う。

　さっき僕の名前を呼んでいたのは、気のせいじゃなかったらしい。

　どうして僕の名前を知っているんだろう？　バイト先以外で会ったことはないと思うし、つけていた名札は名字だし……。

　そんなことを考えながら入口に近づくと、お姉さんがカードキーでドアを開く。

　中に足を踏み入れるとさらにもう一枚ドアがあり、同じようにロックを解除する。二重ドアでカードキーなんて、セキュリティ面もかなりしっかりしている。

　中に足を踏み入れて、思わず声が漏もれた。

「うわ……」

　そこはまるで、ホテルのロビーのような内装が広がっていた。

　エントランスには高そうなソファーが並び、ドリンクサービスまである。入口にある案内板に目を向けると、シアタールームや展望ラウンジ、ゲストルームなんかもあるらしい。

　受付らしきところに立っているスーツ姿の男性は管理人？

「おかえりなさいませ」

「ただいま～」

　お姉さんは笑顔で手を振りながら挨拶あいさつを返す。

　僕も小さく頭を下げつつ胸元むなもとの名札を覗のぞくと『コンシェルジュ』と書かれていた。

「コ、コンシェルジュ付きのマンションって……」

「ん？　どうかした？」

　お姉さんは不意に僕の顔を覗き込んでくる。

　その距離があまりに近くて、思わずドキッとして目を逸そらした。

「いえ……すごいマンションに住んでいるんだなと思って」

「半年前に引っ越してきたの。前は普通のマンションに住んでいたんだけど、夜道で怖い目にあってね……セキュリティがしっかりしたところの方がいいと思って」

「なるほど……確かにこの辺、すごく治安がいいってわけじゃないですからね」

　事実、僕は一年前──アルバイトの帰りに痴漢に襲われかけた女性を助けたことがある。

　助けたと言っても大声で叫んだら痴漢がびっくりして勝手に逃げ出して、その後に警察に通報しただけだから、特別なにかをしたわけじゃないんだけど。

　治安の良し悪あしもあるけれど、女性の一人暮らしならセキュリティが厳重なのに越したことはない。とはいえ……さすがにこのマンションはすごすぎる気がする。

　こんなところに住めるなんて普通の人じゃありえない。

　ますますお姉さんが何者か気になってしまう。

「こっちよ」

「はい」

　促されるままついて行きエレベーターに乗り込むと、あっという間に最上階に到着した。

「ここがお姉さんのお部屋なの」

　ドアの前でカードキーをかざすと小さな電子音が鳴り開錠を知らせる。

　お姉さんがドアを開けて中に足を踏み入れると、まさかの光景が広がっていた。

「え……？」

　玄関から廊下の先──奥に覗くリビングまで、見える範囲の全すべてが荒らされていた。

　衣服やゴミ袋が散乱して足の踏み場もないくらい。ゴミ袋からは僕がアルバイトをしていたコンビニのお弁当の容器も溢あふれ出していて、とても人が住める環境とは言いがたい。

　そう。まるで強盗に荒らされた直後のような光景だった。

「酷ひどい……」

　思わずそう漏らしてしまうくらいの惨状。

　いくら強盗でも、ここまで荒らす必要があるだろうか？

　いや、冷静に部屋を観察している場合じゃない。

　すぐに警察に連絡を──。


「あああああああああああっ──！」



　そう思った瞬間、お姉さんが頭を抱えて叫んだ。

「瑛太くんごめんなさい！　すぐに片付けるから待っててええぇ！」

「え……？　片付ける？」

「違うの！　普段は週に一度、お手伝いさんが掃除してくれるから綺麗きれいなのおおぉ！」

　お姉さんは僕の前に立ち、部屋を隠すように両手をぶんぶん振りまわす。

「えっと……」

　つまり……荒らしたのは泥棒じゃなくてお姉さん？

「今日も来てくれるはずだったのにどうして……？」

　泣きながら必死にゴミをかき集めるお姉さん。

　ふと玄関の下駄げた箱の上に視線を送ると、そこには一枚の書置きがあった。




『ごめんなさい。仕事とはいえ、この部屋を掃除するのは、もう無理です……』




「……お姉さん、これ」

「え……」

　お手伝いさんの書置きらしきものを差し出すと、お姉さんは絶望的な表情を浮かべる。

「なんで……？　今年に入ってもう三人目だよ……？」

　そう口にしながら力なく崩れ落ちた。

　三人目……察するに、お姉さんは典型的な片付けられない系女子なんだろう。だからお手伝いさんを雇やとっていたんだけど、この部屋が汚すぎるあまり辛つらくなって逃げ出した？

　改めて辺りを見回す……うん、確かにこれじゃぁ逃げ出したくもなる。

「うぬぅ……」

　お姉さんは荒れ果てた部屋を見られたショックか？

　それともお手伝いさんの逃亡により明日以降の生活が不安なのか？

　たぶんその両方だろうけど、頭を抱えてうめいている。

　……仕方がないか。

「お姉さん、僕も手伝うので一緒に片付けましょう」

「え……？」

　半泣きで驚いた表情を浮かべるお姉さん。

「実は僕、こういうの得意なんです」

　そう口にして、僕は早速部屋の片付けを始めた。





ω






　お姉さんの部屋は、なかなか手強てごわかった。

　リビングを埋め尽くしている生活ゴミは、部屋から溢れ出して廊下まで侵食。

　脱ぎ散らかした洋服なんかも散乱しているから、全部まとめて捨てるわけにもいかない。

　最初はお姉さんに必要なものを聞きながら一緒にゴミを仕分けていたんだけど……どうしてか？　お姉さんはゴミを前にすると思考が停止してしまうらしい。

　徐々に目から生気が抜けていき、壊れたブリキのロボットみたいな動きになったかと思うと完全に手を止めてしまった。まるで部屋のオブジェと化してしまったお姉さん。

　正直なところ邪魔なので、お姉さんにはソファーの上に避難してもらい一人で進める。

　ゴミを袋に詰め終わると、今度は床とキッチンまわりの掃除。

　床はだいぶ汚れていたけれど、定期的にお手伝いさんが掃除していたこともあってか蓄積された汚れみたいなのは見当たらず、ほうきで掃はいて綺麗にしていく。

　そんな感じでリビング、キッチン、お風呂ふろの順番に掃除を進めていった。







　一通り掃除が終わったのは一時間半後──。

　お風呂場の掃除が終わる頃には、深夜の一時近くだった。

「とりあえず、こんなところかな……」

　綺麗になった部屋を眺めながら、ほっと一息つく。

　本当は掃除機だってかけたいしベランダや窓も綺麗にしたい。溜たまっている洗濯物もなんとかしたいけど、こんな深夜にそこまでやるのは近所にも迷惑だろう。

　その辺りは明日やればいいと思いつつ、今日はこれで切り上げておく。

　ずっと独りで生活をしていたせいか必然的に家事スキルは身についたけど……まさかこんなところで役に立つ日が来るとは思ってもみなかった。

「お姉さん、終わりましたよ」

「んん……」

　掃除が終わるのを待ち疲れたのか？

　お姉さんはソファーの上で小さく丸まって寝ていた。

「寝顔もすごく綺麗だな……」

　お姉さんの傍そばにしゃがんで顔を覗き込むと、思わず見惚みほれて声が漏れた。

　整った顔の輪郭りんかくとバランスよく配置されたパーツ。下がり目のアイラインと長いまつ毛が印象的。肌は透き通るように白くてきめ細かく、シミ一つ見当たらない。

　こうして近くで見てみると、改めてお姉さんの美しさを実感する。

　しばらくお姉さんを眺めていると。

「……ああぁ！」

　目を覚ますと同時に飛び起き。

「ごめんなさい！　お姉さん、寝ちゃって……え？」

　お姉さんは辺りを見回して目を丸くする。

「綺麗になってる……これ、瑛太くん一人で片付けたの？」

「はい。少し時間はかかっちゃいましたけど」

「瑛太くんすごい！」

　見違えるようになった部屋を眺めながら、お姉さんはテンション高めに声を上げた。

「ちょっと片付けただけですから、すごくなんてないです」

「ううん！　あの部屋を一人でこんなに綺麗にするなんてすごいよおおぉ！」

　お姉さんは目を輝かせて僕を褒めまくる。

　そんなに褒められると、さすがに少しくすぐったい。

「一人暮らしが長いので、家事はけっこう得意なんです。そのせいで仲のいい友達からはいつも『主婦みたいな奴だな』なんて言われたりもしますけど」

「……主婦？」

　するとお姉さんは、なにかひらめいたような瞳ひとみで僕を見る。

　ひらめいたと言うよりも、淡い期待のようなものを感じるのは気のせいだろうか？

「どうかしましたか？」

「う、ううん。なんでもないよ……あ！　そうだ──！」

　すると思い出したように立ち上がり、クローゼットの奥をガサゴソしだした。

　なにをしているんだろう？　そう思っていると、なにかを手にして戻ってきた。

「お部屋を綺麗にしてもらったんだから、お礼をしないとね！」

「いや、お礼なんて──えっ？」

　おもむろに手渡されたものを見て目を疑った。

「はい。少ないけど取っておいて」

「え？　え？　え？」

　僕が手にしているのは帯の付いた福沢ふくざわの諭吉ゆきちだった。

　なにが起きたかわからず、言葉にならない僕。

「えっと……こ、これは？」

　震える手でお金を持ったまま視線を上げる。

　すると、お姉さんは満面の笑みを浮かべながら。

「お手伝いさんの代わりに働いてもらったんだもの、これくらい……ね？」

　なんて、当たり前のように口にするんだけど。

　ね……って言われても。確か帯付きって一つ百万円だよね？

　ついさっきクビになったコンビニのアルバイトが時給千円。

　つまり、時間にして千時間分……一日五時間で二百日分を、わずか一時間半で稼いでしまった計算になる……噓うそでしょ？

「いや、さすがに受け取れません！」

　あまりの金額の重さに耐えきれず、お姉さんに突き返す。

「でも、お仕事をしてもらったらお金を払うのは当然だもの。ましてや瑛太くんが私の部屋を片付けてくれるなんて思ってなかったから……遠慮しないで受け取って！」

「いやいや、さすがに金額がおかしいです！」

「そんなこと言わないで！　ほんの気持ちだから！」

　ほんの気持ちが時給百万円とかおかしいって！

　なんだかんだ、そんな押し問答をひたすら繰り返す僕たち。

「お世話になるんですから掃除くらい当たり前です。だから、お金は受け取れません」

　僕はきっぱりと告げてお金を返す。

　するとお姉さんはお金を抱きしめながら。

「これだけのお仕事をしたのに無償でいいなんて……なんていい子なの……！　どんな生き方をしたらこんないい子に育つわけ!?　なになに!?　なんなの!?　天使なのおおぉ!?」

　深夜なのにバカでかい声で叫んだ。

　さすがに近所迷惑なのでやめて欲しい。

「わかった……でも欲しくなったらいつでも言ってね」

　お姉さんは残念そうにお金をひっこめる。

　少し惜しいような気がしなくもないけど……。

　うん。とりあえずよかったってことにしておこう。







　その後、落ち着きを取り戻した僕らは並んでソファーに腰を掛けていた。

　淹いれたての紅茶を幸せそうに口にするお姉さんに向き直り。

「あの……今日はありがとうございます」

　僕は改めてお礼を口にしながら頭を下げる。

「ううん。遠慮しなくていいんだよ」

　お姉さんは穏やかな表情で口にする。

「向こうに瑛太くんのために用意──じゃなくて、使ってない部屋があるから自由に使って」

　なんか今、幻聴が聞こえた気がする。

　うん……たぶん全力で気のせいだ。

「生活に必要な物もあるだろうし、明日にでも一緒に買いに行こうね」

「いやいや、一晩だけなので、そこまでしてもらうのは……」

「一晩と言わず好きなだけ、それこそ一生いてくれてもいいんだよ？　生活するお金はお姉さんが出してあげるから心配ないし、高校の学費も出してあげるから大丈夫！　進学したいなら大学の費用も出すし、働くのが嫌ならお姉さんが瑛太くんの分まで働くから──」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　思わず突っ込む。

　なんだろう……話せば話すほどお姉さんのイメージと違う気がする。

　優しそうなのはイメージ通りなんだけど、優しさが度を超えている。

「お姉さん……どうして僕にそこまでよくしてくれるんですか？」

　僕らはバイト先の店員とお客さんという関係で、お互いに見知ってはいたものの話をしたのは今日が初めて。どう考えたって、そこまでしてもらう間柄じゃない。

　さすがに度を越しすぎて、なにか裏があるんじゃないかと疑ってしまう。

　僕が尋ねると、お姉さんは顔を赤くしてモジモジしながら口にする。

「実はね……お姉さん、ずっと瑛太くんのことが気になってたの……」

「え……!?」

　き、気になっていた……？

「いつも頑張っている姿を見て、偉いなぁ……可愛かわいいなぁって思っていてね。こんな子と一緒にいられたら幸せだなぁって思っているうちに、気が付いたら惹ひかれていたの……」

「それってつまり……」

　告白──!?

　こんな綺麗なお姉さんが僕に!?

「だから……ね」

　お姉さんの唇がわずかに震える。

　真まっ直すぐに見つめる瞳が僕を捉とらえて離さない。

　明らかに変わる空気に、思わず緊張した時だった。

「私の専業主夫になってください──！」

「……はい？」

　まさかの言葉が飛び出した。

「え……専業主夫？」

　予想の斜め上を行く言葉に、思わず思考が停止しかける。

「えっと……付き合ってくださいとかじゃなくて、ですか？」

「つ、付き合うなんてそんな!?　ただ私は、キミを養やしなってあげたくて……」

　……養う？

　今、養うって言いました？

「キミの存在すべてが愛いとしすぎて大好きすぎて……元気でいてくれるだけで幸せなの。キミが幸せでいることがお姉さんの幸せというか、キミを養ってあげることがお姉さんの生まれた意味というか……ああもう！　神様……出会わせてくれてありがとうございます！」

　お姉さんは感極かんきわまったのか、天を仰あおぎながら咽むせび泣く。

「こう見えてお姉さん、お金はたくさんあるから大丈夫！　でもね……お姉さん、家事が苦手なの……だから養ってあげる代わりに家事をしてもらえたら嬉うれしいなって……役割分担？」

　えっと……このお姉さん、大丈夫かな？

「これから一緒に頑張って行こうね……えへへっ」

　お姉さんの中では決定事項なのか、嬉しそうに口にする。

　とりあえず……お姉さんは放置しておいて状況を整理してみる。

　お姉さんは僕に好意を持ってくれているらしい。だから困っている僕を放っておけず、養ってくれるとのこと。ただ、お姉さんは家事が苦手だから代わりに家事をして欲しい。

　つまり、生活の保障の対価として専業主夫になって欲しいと。

　いやいや……確かに主婦みたいとはよく言われるけれどさ。

「えっと……お断りします」

「え……」

　僕がはっきり断ると、お姉さんは絶望的な表情を浮かべた。

　この世の終わりみたいな顔で僕を見つめる。

「ど、どうして……？」

　そんな意外そうに尋ねられても困ってしまう。

「その……お気持ちは嬉しいんですけど、さすがに専業主夫はちょっと……今日だって一晩だけお世話になるつもりでしたし、それ以上ご迷惑はかけられないです」

「で、でも！　なんなら一生働かなくてもいいんだよ!?　瑛太くんは家事だけしてくれれば後は好きなことしていいし、お金が必要ならいくらでもあげる！　いてくれるだけでいいの！」

　お姉さんは必死に好条件をアピールしてくる。

　確かに好条件だと思わなくもないけれど、でも──。

「そもそも僕、専業主夫とか興味ないんです」

「え……」

　お姉さんは意外を超えて驚愕きょうがくしたかのように声を詰まらせた。


「噓でしょ……？　自分で言うのもなんだけど、綺麗でお金持ちのお姉さんから一生養ってあげるって言われて断る男の子なんているの？」



　本当に自分で言うのもなんですね。

　なんて、そんな突っ込みは置いといて。

「普通に進学して、普通に就職して……いつか普通に家族を持って支えていく。うちは両親が離婚していてお母さんはいないし、父さんはあんな感じだし……普通の家庭みたいなことすらままならなかったので……そんな生活に憧あこがれてるんです」

　思わず自分の些細ささいな夢を口にしてしまい、なんだか少し照れくさい。

　初めて話をしたお姉さん相手に、僕はなにを言ってるんだろうか。

「ま、まぁそんなわけで──!?」

　笑ってごまかそうとした時だった。

「ううう……」

　お姉さんが僕を見つめながら泣いていた。

「なんていい子なのおおぉ！　複雑な家庭に育ったのに、なにをどうしたらこんないい子に育つわけ!?　なになになに!?　やっぱり天使!?　天使なの瑛太くううぅん!?」

「いや、だから天使じゃないです」

　ハンカチ片手に天を仰ぎながら咽び泣くお姉さんに、冷静に突っ込んでしまった。

　なんて言うか、相手が泣いていると妙に冷静になる時ってあるでしょ？

　今まさに、そんな感じ。

「でも瑛太くん……住むお部屋もなくなっちゃったわけでしょう？　お父さんも行方ゆくえ不明で、生活するお金もないじゃない？　これからどうするつもりなの？」

「そうなんですけど……」

　それを言われると確かにその通り……。

　今日を凌しのいだとしても、明日以降は未来が見えない。

　こうして部屋を提供してくれる申し出は、正直ありがたいのも事実。

「あのね、瑛太くん。困ってる時は誰だれかを頼っていいんだよ？」

　僕が悩んでいると、お姉さんは僕を諭さとすように優しい声で語りだす。

「瑛太くんはずっと一人で頑張ってきたじゃない。学校に通いながら、アルバイトも毎日遅くまで頑張って……お姉さん、一年間ずっと見てきたもの。今は状況が状況なんだから、こんな時くらい大人を頼ってもいいんだからね？」
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　そう言って、お姉さんは優しく僕を抱きしめてくれた。

「お姉さん……」

　その言葉は、少しだけ胸にくるものがあった。

　別に自分が頑張っているとは思わないし、一生懸命だとも思っていない。

　生きて行くために独りであれこれやらなければいけなかっただけであって、今までの状況を辛いとか不幸だとか思っていたわけじゃない。

　でも、たとえ他人だとしても、自分を見てくれていた人がいる──。

　それだけで、なんだか少し救われた気がした。

「……じゃあ、こういうのはどうでしょう？」

　お姉さんの優しさに、僕なりの考えを伝えようとした時だった。

「……お姉さん？」

　声をかけてもお姉さんから返事が返ってこない。

　おかしいと思い、お姉さんの身体をそっと離す。

「お姉さん──!?」

　お姉さんがまた気を失っていた。

　なんだかとても幸せそうな表情で白目を剝むいている。

「お姉さん！　大丈夫ですか!?」

　慌ててお姉さんをソファーに寝かせる。

　今日一日でこのやりとり何回目!?

「んん……」

　すると、お姉さんはすぐに目を覚ます。

「そっか……お姉さんわかっちゃった」

「わかった……？　なにがですか？」

「お姉さん、瑛太くんに触ると気絶しちゃうみたい」

「え……？」

　さらりと衝撃的な告白をされた。

「瑛太くんが愛しすぎて、触れるだけでドキドキしちゃって……それで気を失っちゃうのかな？　これからは気を付けないとね。えへへっ……」

　そんな軽い感じで言われても困る。

　つまりコンビニで気を失ったのも、お釣りを渡す時に手が触れたから……？　指先が少し触れただけなのに、あのくらいで気絶するの!?

「瑛太くん、お姉さんが気絶する前になにか言いかけてなかった？」

「あ、はい……えっとですね……」

　お姉さんは気にした様子もないので続ける。

「こういうのはどうでしょう」

「こういうの？」

　お姉さんは頭に疑問符を浮かべて小さく首をかしげる。

「僕の生活の当てが見つかるまで、お世話になりたいと思います。お姉さんの専業主夫にはなれませんが、それまで家事は責任をもってさせてもらいます。どうでしょうか？」

　さすがにお姉さんの要望は受け入れられないけど、お世話になるからには僕にできることはなんだってやってあげたい。でも、僕にできることは家事くらいだ。

　僕が家事をすることで、少しでもお姉さんが助かるのなら頑張りたい。

「……い、いいの？」

　するとお姉さんは、うっすらと涙を浮かべた。

「いいもなにも、そのくらいはさせてください」

「ありがとう！　お姉さんも一生懸命、瑛太くんを養うからね！」

　そんなこんなで高校二年生になった五月のある日。

　僕は綺麗なお姉さんに養われることになりました。










　☆お姉さんの日記☆




　夢みたい……まさか瑛太くんと一緒に暮らせることになるなんて！

　コンビニをクビになっちゃったのは可哀想かわいそうだし、お父さんのことも心配だけど、これからは毎日通わなくても瑛太くんに会える。幸せすぎてどうにかなっちゃいそう！

　こんなこともあるかもって、部屋数の多い部屋を買っておいてよかったな。

　でも、嬉しすぎてドキドキしすぎて、思わずテンション上がりすぎちゃった。瑛太くんの前で三回も気絶しちゃったし……初めてお話した日なのに、やりすぎちゃったかな？

　どうしよう……変なお姉さんだと思われちゃった気がする。

　よし！　明日からは『頼れる大人なお姉さん』をテーマに、瑛太くんと接しよう。

　振る舞いや言葉遣いも気を付けて……なにかの役に入り込むように……うん。大丈夫。行ける気がする！　明日から、しっかりして頼れるお姉さんになるんだぞ。

　そしていつか、瑛太くんに専業主夫になってもらうんだ……えへへっ。

　これから一日でも長く、瑛太くんと一緒にいられますように。
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「んん……」

　翌朝、目を覚ますと見慣れない景色が目に飛び込んできた。

　白を基調とした落ち着いた壁紙に、所々に木材を使ったお洒落しゃれなリビング。ナチュラルカラーのカーテンの隙間すきまから差し込む朝日が床に反射して、わずかに天井てんじょうを照らしている。

「ああ……そうか。そうだった」

　寝ぼけた頭で昨日のことを思い出す。

　いろいろあった僕は、いろいろあった末、アルバイト先だったコンビニに買い物に来ていた綺麗きれいなお姉さんの部屋でお世話になることになったんだ。

　夜遅かったこともあり、お風呂ふろを借りてすぐにソファーで寝たんだっけ。

「はぁ……」

　改めて思い出すと、これからの生活を憂うれいて溜ため息いきも吐つきたくなる。

　テーブルに置いていたスマホを手に取って見てみると、朝の七時半だった。

「とりあえず顔でも洗ってこよう……」

　ソファーから起き上がり、カーテンを開けてから洗面所に向かう。

　ドアを開けた瞬間、目にした光景に眠気が吹き飛んだ。

「え……？」

　驚きのあまり声が漏もれる。

　そこには、下着姿のお姉さんがいた。

「瑛太えいたくん……？」

　今まさにスカートを脱ぎ、下着に両手を添えているお姉さん。

　可愛かわいらしい黄色の下着ながら、施ほどこされた刺繡ししゅうは高級感が漂い、可愛らしさと色っぽさを兼ね備えている。スタイルのいいお姉さんが着ることで、まさにパーフェクトと言っていい。

　思わず見蕩みとれている自分に気づき、慌てて言い訳を口にする。

「ご、ごめんなさい！　顔を洗おうと──わざとじゃないんです！」

　するとお姉さんはどうしてか。

「ううん。いいの。そうよね……瑛太くんも男の子だものね」

　理解を示すような落ち着いた口ぶりに、僕は違和感を覚えた。

　するとお姉さんはその場にへたり込み。

「でも、お姉さんも恥ずかしいから写真は一枚だけにしてくれる？」

　なんて言いながら片手で目を隠すんだけど……その姿がまるで、夜のお店のホームページに載っている、顔出しＮＧのお姉様に見えた。しかもポーズが妙に様になっている。
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　まるでその手の写真を撮られ慣れているかのような仕草だった。

　ていうか、写真……？

　ふと自分の手に視線を落とすと、スマホを持っていることに気が付いた。

　しかも誤操作でカメラアプリがばっちりオンになっている。

「ち、違うんです！　これは決して盗撮をしようとか思ったわけじゃなくて──」

　だめだ！　この状況じゃ、なにを言っても言い訳にしか聞こえない！

「本当にすみませんでした！」

　僕はそう叫び、慌てて洗面所を後にしたのだった。

　お姉さんの下着姿とか刺激が強すぎるでしょ。
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「朝からごめんなさいね」

　どうやらお姉さんはシャワーを浴びようとしていたらしい。

　お風呂から上がったお姉さんを前に、僕はひたすら土下座をしていた。

「いえ、僕の方こそ確認もせずに……ごめんなさい。鍵かぎが掛かってなかったので……」

　その後、顔を洗った時に確認したんだけど、そもそも鍵が付いてなかった。

　まぁ、僕が住んでいた部屋も洗面所のドアに鍵なんてついてなかったけどさ。

「でも、そうよね。一緒に暮らすということは、こういうことが起きたりするわよね」

　なにやら納得した様子のお姉さん。

「次からは、お風呂入る前に声をかけるようにするから、瑛太くんも気にしないでね」

　お姉さんは見られたことなんて気にしていないかのように平然と口にした。

　なんだろう……男として意識されていないというか、年上の女性の余裕を感じるというか、紅茶を飲んでいるお姉さんの雰囲気が、昨日とは明らかに違う気がする。

　あのテンションの高さはどこへ行ったのか？　今はクールで穏やかなお姉様。

　心なしか、口調もちょっと変わっているような気がする。

「それじゃぁ僕……掃除と洗濯をしますので、お姉さんはテレビでも見ていてください」

　お姉さんの様子が気になりつつも、話題を逸そらそうとテレビのスイッチを押す。

　すると朝のニュースがやっていたんだけど。

「え……？」

　流れたニュースを目にして、思わず言葉に詰まった。

『昨晩、行方ゆくえ不明が報じられた戦場ジャーナリストの一ノ瀬いちのせ加純かすみさんですが、今朝けさ未明──現地の過激派集団が一ノ瀬さんの映像を公開しました。こちらをご覧ください』

　キャスターがそう口にすると画面が切り替わる。

『瑛太～♪　元気にしてるか～？』

　画面に映し出されたのは、真まっ赤かなアロハシャツを着ながら手を振っている中年男性。

　残念ながらというか、やっぱりというか、まぎれもなく僕の父さんだった。

『ごめんごめん♪　また捕まっちゃったんだけど、それなりに楽しくやってるから心配しなくて大丈夫だからな。でも今回はちょっと長引きそうかな～たぶん二年から三年くらい？』

　二年から三年!?

『まぁ、なんかあったらお姉さんに相談しろよ。じゃあな～♪』

　映像が切り替わり、再度キャスターが映し出される。

『公開された映像は以上ですが……これは家族向けのコメントでしょうか？』

『はい。調べたところ一ノ瀬さんには息子さんがいるらしく、その方に向けたものと思われます。どうやら高校生らしいのですが、詳細は現在取材中です』

『そうですか。それにしても一ノ瀬さん、すごい格好でしたね。アロハシャツって……』

　隣の女性キャスターが必死に笑いを堪こらえている。

　不謹慎だけど、その気持ちはわからなくない。

『一ノ瀬さんは海外渡航時、常にアロハシャツ一枚で取材をしているらしく、カメラ片手に戦場を翔けまわる姿から一部では『戦場を翔けるアロハ』の愛称で呼ばれているそうです』

『戦場を翔けるアロハ……くっぷぷ……』

　女性キャスターは堪えきれずに笑いだす。

　その声につられ、周りのカメラマンの笑い声までマイクが拾っていた。

『また今回が初めてではないそうで、これまで戦地で捕虜になった数は相当なようです』

『……なんかあんまり心配しなくてもよさそうですね』

　そのコメントには激しく同意なんだけど……。

　それをキャスターが言っちゃダメじゃない？

『では、気を取り直して次のニュースです──』

　気を取り直してってどういうこと？

　ニュースが切り替わると同時、僕はテレビを前にうなだれる。

「二年から三年て……」

　その間、生活費は全く送られてこないことになる。

　いよいよ将来が絶望的になってきたんだけど……。

　しかもお姉さんによろしくって、どういう意味だろう？

　父さんの残した言葉に疑問符を浮かべていると。

「加純さん、元気そうでよかったわね」

　不意にお姉さんがそう口にした。

「え……お姉さん、父さんのこと知ってるんですか？」

「ええ。実は瑛太くんのお父さんとは、ちょっとした知り合いなのよ」

　つまり、さっきのお姉さんによろしくって……そういうこと？

「前にね、もし自分になにかあった時は、瑛太くんのことをよろしく頼むってお願いされていたの。まさかこんな形で瑛太くんと一緒に暮らすなんて思ってもみなかったけれど」

「じゃあ、お姉さんが僕によくしてくれるのは、父さんの頼みだからですか？」

「ううん。お願いされたのは関係なくて、その前から瑛太くんのことは大好きだったし、なにかあったら力になりたいって思っていたのよ。私が瑛太くんと一緒にいたいのもあったしね」

「な……」

　お姉さんは穏やかな笑顔で口にする。

　さすがに面と向かって言われると恥ずかしい。

「あ、ありがとうございます……」

「いいのよ」

　でも、父さんと知り合いなら僕の名前を知っていたのも頷うなずける。

　僕は知らなかったとはいえ、全く見ず知らずってわけでもなかったのか。今度機会があれば父さんと知り合いになった経緯とか、その辺りも詳しく聞いてみたい。

　雰囲気の違うお姉さんが気になりながら、僕は掃除に取りかかったのだった。
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　とはいえ、昨日の夜に掃除をしたこともあって大半は片付いていた。

　まとめてあったゴミ出しと洗濯、あとは各お部屋に掃除機をかけるくらい。

　こうして部屋が綺麗になってみると、改めて部屋の広さと多さが目に留まる。

　カウンターキッチン付きのリビングは十五畳くらいあり、三つある部屋はどれも八畳はある広めの３ＬＤＫマンション。その上、ウッドデッキのベランダまで広い。

　女性一人で住むには広すぎる物件だと思う。

　お姉さんは家賃もローンもないと言っていたから、既に購入済みのマンションらしい。ずいぶんお金持ちなのは察していたけれど……本当に何者なんだろう？

　気になるけれど、女性のプライバシーを詮索せんさくするのも失礼だし……。

　そんなことを考えていると、洗濯機が終了の合図を告げる。

「あとは干したら終わりだな」

　洗濯物を取り出している時だった。

「こ、これは……！」

　なんの気なしにそれを手にして思わず固まる。

　中から出てきたのは、お姉さんの下着だった。

　いや、そりゃ洗濯をしたんだから、お姉さんの下着が出てくるのは当然だと思うかもしれない。でも僕が必要以上に驚いてしまったのは、そのデザインのせいだった。

「ほ、ほぼ紐ひもじゃないか……」

　布面積が少なすぎる、赤色のセクシーなランジェリー。

　まるで夜のお店で働くお姉様方が付けているような下着だった。

「うん……見なかったことにしよう」

　あえて触れずに干してしまおうと、洗濯物を手にベランダに足を運ぶ。

　高層マンションの最上階だけあって見晴らしは最高だった。

　街を分断する大きな川が朝陽を受けてキラキラと輝く。その先には都市開発により誘致ゆうちされた駅直結のショッピングモールと百貨店。川の反対側は小高い丘になっていて、こちらも近年開発が進み、緑が溢あふれる閑静な住宅街が広がっている。

　この街の今を全すべて目にすることができる景色に、ちょっとした感動を覚えた。

　そのおかげで冷静になった僕は、心を無にして下着を干し始める。

「そうだ瑛太くん──!?」

　その時だった。

　最悪なタイミングでお姉さんがやってくる。

　お姉さんの派手な下着を干そうとしている僕と、そんな僕を見て言葉を無くすお姉さん。

　その状況に気付いてか？　お姉さんの顔が一瞬だけ虚無のように真顔になった。

「ごめんなさいね。下着まで洗濯させてしまって」

　だけど次の瞬間、お姉さんは澄ました表情に戻った。

「その下着ね、いつも行くショップの店員さんからすごく勧められて」

「そ、そうなんですね……」

「瑛太くん、こういう下着は嫌いかしら？」

「いや、その……」

　どうしよう……そんな笑顔で聞かれても、なんて答えていいかわからない。

　ていうか、この笑顔はいったいどういう意味だろう？

「嫌い……ではないです」

　返答に困った僕は、好きとも嫌いとも明言を避ける言い方で逃げる。

　本当は大好きですなんて口が裂けても言えない。

「そう。ならよかった」

　お姉さんは着替えを覗のぞいてしまった時と同じように気にした様子もない。

　そんな姿を見てやっぱり思う──昨日のお姉さんの印象とは明らかに違う。

　昨日は急に同居することが決まったから、お姉さんのテンションが上がったことで無邪気な感じだっただけで、これが普段のお姉さんなのかもしれない。
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　落ち着いた大人の女性──だとしたら、同居生活も少しだけ安心できる。

　それはともかく、いつまでも下着トークをしているのもいたたまれない。

「ところでお姉さん、さっきなにか言いそびれていませんでした？」

　僕は話題を変えようと、洗濯物を干すのを再開しながら訪ねてみる。

「ええ、そうなの」

　すると、お姉さんは思い出したかのように胸元むなもとで手を打つ。

「瑛太くんは、今日はなにか予定があったりするかしら？」

「いえ、特には……」

「お洗濯が終わったら、瑛太くんの生活に必要な物を買いに行かない？」

「いやでも……僕、そんなに持ち合わせがなくて」

「大丈夫よ。お姉さんが買ってあげるから」

　当たり前のようにそう言ってくれるんだけど。

「そんな訳にもいかないです。ただでさえ部屋に置いてもらっているんですし」

「遠慮しなくていいのよ」

　どうしよう。気持ちは嬉うれしいんだけど……。

　僕がどうしたものかと悩んでいると。


「じゃぁ……こういうのはどうかしら」



　お姉さんはひらめいたように口にする。

「瑛太くんが家事をしてくれることで、お姉さんはお手伝いさんを雇やとわなくていいわけでしょう？　そのぶんお金が浮くわけだから、瑛太くんにお金を払うっていうのはどう？」

「いや、僕が家事をするのは部屋に置いてもらう代わりであって、お金は──」

　なんて言いかけるんだけど、お姉さんは話も聞かずにクローゼットに向かう。

　中をごそごそして戻ってきたかと思うと。

「はいこれ、今日の分よ」

　昨日と同じように、帯付きの諭吉ゆきちを差し出した。

「いや……そうやってお金で解決するの、やめません？」

「でもお姉さん、お金くらいしかないし……」

　それはそれですごいんだけど……。

「それに、お手伝いさんの費用ってそんなにかからないですよね？」

「そうだけど……瑛太くんに家事をしてもらうなんてプライスレスでしょう？」

　たぶんお金以上の価値って言いたいんだろうけど、本当にプライスレスにして欲しい。

　ていうか、なんでクローゼットにそんな大金が入っているんだろう？　そのうち本当に強盗に入られて一文無しにならないか心配すぎる。

「とにかくお金は受け取れません」

「本当にいいの……？」

「はい」

　僕がはっきりと断ると、お姉さんは困ったような表情を浮かべた。

「でもね、瑛太くん。専業主婦って年収換算すると三百万円くらいの労働力らしいのよ。だから、お手伝いさんの費用をぜんぶ瑛太くんのために使わなくても、せめて必要最低限のものを買うくらいは出させて欲しいの」

　このペースだと年収三百万円どころか日給になりそうなんだけど……。

　時給百万円くれるお姉さんに養われるとか……冷静に考えると軽く恐怖。

　それはともかく、ここでお世話になる上で足りない物が多いのも事実。

　着替えとかも必要最低限しか持ってこなかったし。

　今の手持ちのお金で買えないことはないけれど、いざという時のために残しておきたいっていうのも本音……いずれお姉さんに返すとして、お言葉に甘えた方がいいのかも。

「わかりました。じゃぁ、本当に必要なものだけお願いできますか？　その分、家事はしっかりやらせてもらいますし、他にも僕にできることがあればなんでもしますので」

「な、なんでも……？」

　お姉さんが一瞬だけ表情を崩し、嬉々として目を光らせた。

　なんだか致命的な台詞せりふを言ってしまったような気がする。

「わかったわ。お姉さん、準備して待ってるから」

　ひらりと踵きびすを返し、優雅に部屋に戻るお姉さん。

　その後ろ姿を見送りながら、僕は派手な下着と残りの洗濯物を干し続けた。
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　家事を終えてリビングに戻ると、お姉さんがソファーに座って待っていた。

「お待たせしました」

「お疲れさま。瑛太くん、ありがとうね」

　お姉さんは紅茶を淹れて待ってくれていたらしい。

　僕が隣に座ると、そっと差し出してくれた。

「少し休憩してから行きましょう」

「ありがとうございます」

　お礼を言って紅茶を口にする。

　うん。ひと仕事終えた後の紅茶って、身体に染しみ渡わたる感じがして美味おいしい。

　僕がそんなことを思いながら紅茶を堪能していると。

「あのね、瑛太くん。今日どのくらい買い物するかわからないから、とりあえずこのくらいお金を用意したんだけど、足りるかしら……ちょっと心配なのよね」

「ぶはっ──!?」

　差し出された金額を見て、思わず紅茶を噴きだした。

　そこには束の諭吉が五本積まれていた。

「新車でも買いに行くんですか……？」

「ううん。瑛太くんの生活用品を買いに行くのよ」

　五百万円かかる生活用品てなんですか？

　ていうか、お姉さんの金銭感覚がおかしすぎる。

「あの……一つ聞いてもいいですか？」

「もちろん。なにを聞きたいのかしら」

「お姉さん……ずいぶんお金持ちみたいですけど、お仕事はなにをしてるんですか？」

　札束さつたばが帯どころかブロックで出てくるなんて、普通の仕事じゃありえない。

「それは……」

　するとお姉さんは、困ったように目を泳がせた。

　なんだかとても言いにくそうな雰囲気を感じる。

「一言で言うなら……自分を売るお仕事かしら……」

　じ、自分を売る──!?

　お姉さんの一言に、僕の中で全てが繫つながって行く。

　朝──お姉さんの着替えを覗いてしまった時の妙に様になっていたポーズ。

　洗濯の時に見かけた──ほぼ紐でできている余りにもセクシーすぎる下着。

　なにより今の、自分を売るという言葉──。

　つまり、お姉さんのお仕事は夜のお店!?

　僕は未成年だからよくわからないけれど、あの手のお店は人気次第でものすごくお金を稼げると聞いたことがある。だとすれば、お姉さんが妙にお金持ちなのも頷ける。

　家事が苦手で部屋が荒れ放題なのも、生活が不規則なせいもあるのかもしれない。

　憧あこがれていたお姉さんだけに、正直ショックを隠せない。

「あの……事情を知らない僕が言うのもなんですけど、もっと自分を大切にした方が……」

「え……」

　思わず口から出ていた。

「世の中にはいろんな仕事がありますし、お姉さんなら他にもいい仕事があると思います」

　お姉さんは驚いた様子で僕を見つめる。

「そう……お姉さんのお仕事、わかっちゃったか」

　小さく漏らした声が弱々しく響く。

「瑛太くんが心配してくれるのは嬉しいけど、お姉さん、この仕事しか知らないの」

「でも……そういう仕事って辛つらくないですか？」

「確かに辛いこともあるわ。瑛太くんと出会った頃は、お仕事が上手うまくいかなかった時でね……辞めようとも思っていたの。でも、アルバイトを頑張ってる瑛太くんを見ていたら、お姉さんも頑張らなくちゃって。そうしたら仕事が上手く行き始めてね、気が付けばお金も使いきれないくらい貯まってた。だからお姉さんのお金は、瑛太くんのお金みたいなものなのよ」

「いや、それはさすがに違うと思います」

　自分の知らないところで、誰だれかの力になれていたのは素直に嬉しいと思う。

　でも、最後の逆ジャイアニズム的な主張については受け入れがたい。

「それにね、お姉さん──この仕事にやりがいを感じているの」

　そう語るお姉さんの瞳ひとみには、さっきまでの困惑の色はなかった。

　なにを言ったところで辞めるつもりのない強い意志を感じる。

「そうですか……」

　余計なことを言ってしまった後悔が僕を襲う。

　話をするようになって間もない僕が、お姉さんの生き方に口出しをする権利なんてない。自分の生き方を決めるのは自分であって、他人が口を出していいものじゃない。

　だけど少しだけ、言葉にしがたい気持ちで心がもやもやした。

「ごめんね。気を遣わせてしまって」

　お姉さんは空気を変えようと笑顔を見せてくれる。

「気を取り直してお買い物に行きましょう」

　こうして僕らは、部屋を後にしたのだった。










　◇お姉さんの日記◇




　あああぁ！　もう！　なんてへましちゃったのおおぉ！

　下着姿を見られちゃったし、瑛太くんはどんな下着が好きかなって妄想して思わず買っちゃった派手な下着も見られちゃったし、恥ずかしくて死んじゃいたいいぃ！

　見られるのはいいの！　むしろ見られたいまであるけれど、よりによって運動をさぼり気味の時に見られちゃうなんて……こんなことならジム続けておけばよかった……うぬぅ。

　お腹なかがぷにぷにで、瑛太くんに幻滅されなかったかな？

　頑張ってクールなお姉さんを演じてみたけれど、変な人だと思われなかったかな？

　瑛太くんの前では頼れるお姉さんでいようと思ったのに、いきなり失敗しちゃった感じ……もっと落ち着いて、余裕をもって瑛太くんをリードしてあげなくちゃ。

　瑛太くんに頼りにしてもらえるように頑張るぞ♪
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　僕らが向かったのは地元の百貨店だった。

　数年前──市が掲げる都市開発事業の一環で、駅周辺を中心とした再開発が始まった。

　駅の改修工事や大型マンションの建設だけじゃなく、ショッピングモールと百貨店を誘致ゆうちすることで一大商業施設を築き上げた。ここにくれば大半は事が足りてしまうため、週末には地元の住民だけでなく近隣の街からも人が集まってくる。

　僕が住んでいた部屋からは自転車で十五分の距離だったけど、お姉さんの住むマンションはこの都市開発で建てられたもので、駅までは徒歩で十分ちょっとの距離。

　天気がいいから歩いて向かっているんだけど。

「百貨店に着いたらなにから見ましょうか」

「そうですね……」

「とりあえず、お洋服とかお着替えはいくつか必要よね」


「そうですね…………」



「あとは、瑛太えいたくんのベッドや家具も必要だし」


「そうですね………………」



「そんなところ？　順番に見て回りましょう」

　お姉さんは穏やかに話しかけてくるんだけど、僕は話半分で聞き流す。

　なぜなら、さっきから一つだけ気になっていることがある。

「ところでお姉さん……どうしてそんな格好をしているんですか？」

　というのも、お姉さんは帽子をかぶりマスクにサングラスという格好をしていた。

　誰だれがどう見ても不審者にしか見えない。

「お出かけの時は、いつもその格好なんですか？」

「夜はしないけど昼間はね……ばれちゃうでしょう？」

　帽子とマスクの隙間すきまから、サングラスを僅わずかに下げて同意を求めてくる。

　街中を歩いているだけでばれるリスクがあるなんて、その手のお店ではすごく有名な人なんだろうか？　確かにお客さんに見つかったら面倒そうだけど……余計に目立つ気もする。

　事実、道行く人たちが僕らの方をチラチラ見ながら去っていく。

　だけどお姉さんは全く気にした様子はない。

「着いたわね」

　しばらくして百貨店に着くと、お姉さんは颯爽さっそうと中へ入って行く。

　店員さんに不審がられないか心配しながら、僕はお姉さんの後に続いた。
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　最初の目的地、洋服のフロアへ着いた僕らは、とあるメンズショップに足を運んだ。

　店内は木材を使ったインテリアで統一されていて、全体的に落ち着いた雰囲気。天井てんじょうから吊つるされたライトも暖色のものが使われていて、心地いいオシャレな空間を演出している。

　土曜日ということもあってか、店内には若い男性客やカップルが数組いた。

　洋服を見て回るお姉さんの後ろに続きながら、目についたものを手に取ってみる。

「これ、いいな……」

　春らしい薄手の青いシャツ。

　この手のシャツを持っていると夏場でも少し肌寒い日に羽織れるし、そのまま秋まで着続けられる。一枚欲しいなと思って値札を確認して手がとまった。

「……四万円？」

　シャツ一枚が!?　さすがに高すぎるでしょ！

　他にもいくつか値札を確認してみると、どれも似たような値段だった。

　……もしかして、ここはいわゆるブランドショップというところでは？

　お店の名前を確認してみるけれど、元々ブランドに疎うとい僕にはさっぱりわからない。

　だけどよくよく見渡してみれば、オシャレなだけじゃなくて高級感もあるし、洋服は一着ずつ綺麗きれいに陳列されているし、僕がいつも利用しているお店とは明らかな違いがある。

「ど、どうしよう……」

　とんでもないところに連れてこられてしまった予感。

「瑛太くん、気に入ったのはあった？」

「い、いえ。まだちょっと……」

「手に持っているシャツ、いいんじゃない？　似合いそうよ」

　慌ててシャツを元に戻す。

「いえ、他のにします」

「そう？　たくさんあるし、いろいろ見てみましょう」

　そんな感じでいろいろ服（値段）を見てみるんだけど……やっぱりどれも高い。

　Ｔシャツですら一万円以下がないとか、このお店どうなってるの？

「いいお店でしょう？　お姉さんがよくお買い物するお店のメンズショップなの」

「そうなんですね……」

「せっかくだし、とりあえず試着してみましょう」

　お姉さんはそう言うと、慣れた様子で店員さんを呼び。

「すみません。ここからここまで試着させてもらえますか？」

　ワンコーナーの端から端まで指を差した。

「いやいやいや！　ちょっと待ってください！」

「お洋服は着てみないとわからないから」

　店員さんに連行されて、半ば強引ごういんに試着室に放り込まれる僕。

　すると店員さんが三人がかりで大量の洋服を試着室へと放り込んでくる。

「瑛太くん、着替えたら一着ずつ見せてね」

　お姉さんは笑顔でそう言うと更衣室のカーテンを閉めた。

「……どうしよう」

　試着室内に持ち込まれた大量の洋服を前に困惑しかない。

　さすがにこんな高いものを何着も買ってもらうわけにもいかない。

　とはいえ、お姉さんの好意を無下むげにするのも気が引ける。お姉さんのことだから、いらないと言っても札束さつたば片手に引き下がらず、なんだかんだ僕が選ぶまで待ち続けるだろう。

「一着だけ……気に入ったものを買ってもらおう」

　そう決めて、積まれた洋服の一番上から試着を始める。

　着替えて試着室を出ると、目の前でお姉さんがそわそわしながら待っていた。

「ど、どうですか……？」

　尋ねると、お姉さんは口元を押さえて僕を眺める。

　気のせいか？　サングラスから覗のぞく瞳ひとみが輝いて見えた。

「いい……すごく似合ってると思う」

「本当ですか？」

「うん。似合いすぎて、お姉さんちょっと鼻血が出ちゃい……ううん。なんでもない」

　幻聴だろうか？

　なんか今、おかしな単語が聞こえた気がする。

「次のお洋服も着てみよっか」

「はい。少し待っててください」

　別のものに着替えて試着室を出る。

「どうでしょう……？」

　すると、お姉さんは僕に親指を立てて向けてきた。

　心なしか、肩を震わせながら必死に堪こらえているように見える。

「すごくいい……似合いすぎてキュン死しちゃいそう」

「キュン死……？」

「うん。お姉さんかるく心臓とまっちゃ……ううん。気にしないで」

　やっぱりリアクションが気になるけど……気のせいってことにしておこう。

　そんなこんなで、お姉さん主催のファッションショーが終わったのは二時間後。途中、一人盛り上がったお姉さんが試着をワンコーナー分追加した時は気が遠くなったけど。
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　疲れ果てた僕は、それでも試着した中から一着だけ手に取り。

「じゃぁお姉さん……これを──」

「店員さん、全部もらうわ」

　お姉さんが満足そうな笑顔で言いきった。

「待って！　本当に待って！」

　さらりと全買いしようとするお姉さんを必死にとめる。

　そんな僕をよそに歓喜に沸き上がる店員さんたち。他のお客さんをほっぽり出して全員総出で洋服をレジへと運んで行く。その雰囲気はさながらお祭り気分。

「お姉さんが買ってあげるから心配しなくていいのよ」

「いや、だからって、さすがに全部は──」

「だって……本当に全部似合っていて、どれがいいかなんて選べないもの」

　お姉さんは顎あごに指を当て、『うぬぅ……』って唸うなりながら困った様子。

　選べないから全部買えばいいとか、考え方がセレブすぎるでしょ。

「でも、このお店すごく高いですし……」

「大丈夫よ。お姉さんはいつも、この倍くらいは平気で買うから」

　……倍？


　…………噓うそでしょ？



「お姉さん、お会計を済ませてくるから待っていて」

　笑顔でレジへ向かうお姉さんの背中を無言で見送る。

　いやいや、これ軽く四十着はあるんだけど……これの倍？

　しばらく困惑していると、お姉さんが笑顔で戻ってきた。

「持って帰れないって言ったら配送してくれるそうよ」

「そうですか。よかったですね……」

「ええ。じゃぁ、次行きましょうか」

　こうして僕は、黙ってお姉さんの後に続くのだった。

　いくらかかったかなんて、怖くて聞けなかったよ……。







　その後もお姉さんの爆買いは続く。

　洋服の次は家具売り場へ足を運び、僕の部屋に置くタンスや机、ベッドなどなど。

　その全すべてが最初から一番高い物を買おうとするもんだから、必死にお姉さんを説得してグレードを落としてく。さすがにベッドで四十万円と言われた時は泡を吹きそうになった。

　それと、お姉さんのお家に全くなかったキッチン用品。

　お部屋を掃除していた時、フライパンも鍋も全くなかったことに気付いていた。

　お姉さんに聞くと、キッチン用品は一度も買ったことがないらしい。

　なんとなくそんな気はしていたけれど、お姉さんは料理も苦手みたいで、生まれてこのかた包丁を手にしたことがないと言われた時はさすがに耳を疑った。

　そんなわけで、料理に使うキッチン用品や食器なんかも合わせて購入。

　気が付けばもういい時間で、百貨店を出たのは午後だった。
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「お姉さんはスープパスタにするわ」

「じゃぁ僕は、オムライスにします」

　百貨店を出た僕らは少し疲れたこともあり、近くの喫茶店きっさてんで休憩をしていた。

　買い物に夢中でお昼も食べてなかったから、少し遅い昼食も兼ねて。

　このお店は地元で若いカップルに人気のある喫茶店。

　料理の味の良さはもちろん、季節によってメニューが変わることから、定期的に足を運ぶカップルが多いらしい。その証拠に今も店内はカップルが多く、なんだか落ち着かない。

　僕らもカップルだと思われているのかな？　なんて……さすがにないか。

「すみませーん」

　メニューが決まると、お姉さんが店員を呼んで注文を済ませる。

　先に運ばれてきた飲み物を口にして、ようやく僕らは一息つくことができた。

　ちなみにお姉さんはお店の中なので、さすがにマスクは外している。

「なんだかんだ、たくさん買っちゃったわね」

「本当に、ありがとうございました」

　結局、必要最低限どころか必要以上に買ってもらってしまった。

「いいのよ。久しぶりに思いっきり買い物できて楽しかったから」

　アイスティーを口にしながら穏やかな笑みを浮かべるお姉さん。

　そう言ってくれると、少しだけほっとする。

「お礼に家事を頑張ります」

「ありがとう。でも無理はしないでね。たまにはサボってもいいのよ」

　そう言ってくれるのはありがたいけれど、サボるなんてとんでもない。

　ここまでしてもらったからには全力でお姉さんのお世話をしよう。

　なんて、心の中で決意を新たにする。

「そうだ。今日の晩ご飯から僕が作りま──」

「い、いいの!?　本当に!?」

　お姉さんが表情を変えて食い気味に口にした。

　クールで穏やかなお姉さんから、まるでお母さんにお子様ランチを頼んでいいと言われた瞬間の子供みたいに無邪気な笑顔を浮かべる。が──すぐに元に戻り、軽く咳払せきばらいをした。

「えっと……なにか好きな食べ物とかありますか？」

「そ、そうね……瑛太くんが作ったものならなんでも食べるわ。たとえそれが、名前も知らない国の郷土料理だったとしても、昆虫を使ったゲテモノ料理だったとしても」

　いや、そんなの僕が食べたくないです。

「でも、瑛太くんが晩ご飯を作ってくれるなら、お昼食べないでおけばよかったかしら？　お腹なかが空すいている方が美味おいしくなるって言うじゃない？」

「それなら少し遅めに作りますから、気にせず食べましょう」

「ありがとう。楽しみね」

　お姉さんはテーブルに両肘りょうひじをつきながら笑みを浮かべた。


「…………」



　そんなお姉さんを見て思う──やっぱりお姉さんの様子がどこかおかしい。

　昨日は無邪気なお姉さんだったのに、今日は朝からクールなお姉さん。だと思ったら、ちょこちょこ昨日の感じが垣間見かいまみえて、いったいどっちが素すなのかわからない。

　昨日は何回も気絶してしまったから、きっと情緒不安定なんだろうと思っていたけれど。

　どうしよう……酷ひどいようならもう一度、病院に連れて行った方がいいかもしれない。

「ところでお姉さん」

　そんなことを考えながら、僕はずっと気になっていることを聞いてみる。

「実はお姉さんに聞きたいことがあったんです」

「聞きたいこと？　なにかしら？」

　お姉さんは身を乗り出して僕に顔を寄せる。

「お姉さん、お名前はなんて言うんですか？」

「え……？」

　お姉さんは僕の名前を知っているけれど、僕はお姉さんの名前を知らない。

　そのため、昨日からずっと『お姉さん』と呼び続けている。

「これからお世話になるわけですし、僕も名前で呼べたらと思って」

「えっと……」

　するとお姉さんは、困った様子で視線を逸そらした。

「ごめんなさい……それは無理」

「え……ど、どうしてですか？」

　なにか複雑な事情でもあるんだろうか……？

　本名を明かせないなんて、よっぽどの事情としか思えない。

「名前で呼ばれるなんて、想像しただけで頭がハッピーセット……じゃなくて、あんまりしっくりこなくて。お姉さん仕事柄、本名で呼ばれることは少ないから」

　その言葉に、お姉さんの事情を察する。

　そうか……その手のお店では普通、源氏名げんじなで呼ばれるんだっけ。

「わかりました……そこまで嫌なら聞きません」

「い、嫌じゃないの。呼んで欲しい気持ちはすごくあるんだけど……うぬぅ」

　お姉さんはしばらく頭を抱えながら、一人忙しそうにうめき続ける。

　しばらく放っておくと、決意に満ちた表情で僕を見つめた。

「わかった……教えるけど、もう少し慣なれるまで名前で呼ぶのは待ってもらえる？」

「わかりました」

　お姉さんは胸に手を当てて大きく深呼吸。

　何度か繰り返した後、意を決して口にしたんだけど。

「さ、さおひっ──!?」

　思いっきり舌を嚙かんだ。

　肩をプルプル震わせて口を押さえる。

「だ、大丈夫……ですか？」

　お姉さんは涙目になりながらコクコクと頭を縦に振る。

　自分の名前を嚙む人、初めて見たな……。

「ご、ごめんなさい。もう大丈夫よ」

　顔を上げて半泣きで僕を見つめる姿がちょっと可愛い。

「お姉さんの名前ね、さおり──四条しじょう沙織さおりっていうの」

「さおりさん……綺麗な名前ですね」

　お姉さんのイメージにぴったりだと思う。

　苗字みょうじも響きも上品だし、どこかのお嬢様みたいだ。

「やっぱり……無理ぃ……」

「え？　お、お姉さん──!?」

　すると、どうしてか？　お姉さんは僕に触ってもいないのに気絶した。

「お姉さん!?　しっかりしてください！」

　僕の叫び声に何事かと店内がざわつく。

　まさか名前を呼んだだけで気絶するなんて！

　結局、お姉さんが目を覚ましたのは五分後──店員さんからは心配されるし、まわりのお客さんからは変な目で見られるし、落ち着いてご飯を食べるどころじゃなかった。
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　その後、お昼を食べ終えた僕たちは店長に謝ってお店を後にした。

　お姉さんの突然の気絶というハプニングもあったけど、名前を教えてもらえたしよしとしておこう。ただ、お姉さんとの接触と名前の取扱いには要注意なのを忘れちゃいけない。

　そんなこんなで、一通り予定を終えた僕らは当てもなく街を散策する。

「たまにはこうしてのんびりお散歩するのもいいわね」

「そうですね。天気もいいですし、なんだか気分がいいです」

「最近はお仕事ばかりでバタバタしていたから、ちょうどいい息抜きよ」

　お姉さんは軽く伸びをしながら口にする。

「そうだ瑛太くん、他に欲しいものとかないの？」

「いえ……もう充分です。ありがとうござ──」

　言いかけて、一つ忘れていたことに気が付いた。

　そうだ──あれを買い直さなくちゃいけないんだった。

「行きたいところがあるんですけど、いいですか？」

「ええ。どこに行きたいの？」

「家電量販店に」

　お姉さんは小さく首を傾かしげる。

　こうして僕らはその場を後にした。







　向かったのは、百貨店とは駅を挟んで反対側にあるショッピングモール。

　共に駅直結の作りになっていて、この一階に家電量販店が入っている。

　お店に着くと、僕は真まっ直すぐに目的の売場に向かった。

「やっぱりないよな……」

「瑛太くん、なにを探してるの？」

「実は、古いビデオデッキを探しているんです」

「ビデオデッキ？」

　僕は小さく頷うなずく。

「実は昔のテレビドラマを録画したビデオテープがあるんです。部屋の立たち退のきの時に持ち出したんですけど、ビデオデッキは壊れていたので置いてきたんです……」

「ＤＶＤとかブルーレイ版は出てないの？」

「古いドラマだからか、再販されてないんです」

　さすがにもう店頭で扱っているお店はあまりないか……中古屋かリサイクルショップ、ネットショップあたりで探してみようと思った時だった。

「店員さんに聞いてみましょう」

　お姉さんはそう言うと、近くの店員さんに声をかける。

　しばらく話をした後、笑顔で僕の下へ戻ってきた。

「瑛太くん！　あるって！」

「本当ですか!?」

　嬉うれしさのあまり思わず声が上ずる。

「お店に在庫はないけど倉庫にならあるみたいで、近いから取って来てくれるそうよ」

「よかった……」

「それと、新しいレコーダーに録画するためのケーブルとかもろもろも、一緒にお願いしておいたから。ビデオテープだといつか劣化するし、その方がいいでしょう？」

　そうか……そうすればデッキが壊れても困らない。

「でも、そんなに揃そろえたら高いんじゃ……」

「大丈夫よ。お姉さんが出してあげるから」

「でも……」

「いいのよ。お姉さんも、ちょっと嬉しいから」

「お姉さんが？　どうしてですか？」

　僕が尋ねると、お姉さんは本当に嬉しそうに続ける。

「だって瑛太くん、昨日から遠慮しっぱなしだったでしょう？　そんな瑛太くんが初めて自分から欲しいって言ってくれたんだもの……なんだか嬉しくって」

　なんかもう……感謝の気持ちで言葉がない。

　僕に好意を寄せてくれているといっても、こうしてお話をするようになって二日目。一年前から顔見知りだったとはいえ、ここまでよくしてもらえるなんて信じられない。

「そうだ。ついでに瑛太くんのお部屋のテレビやエアコンとか、いろいろ買っておきましょう」

　パタパタと店員さんの下へ向かうお姉さんの背中を見送りながら思う。

　お姉さんのことは、まだまだ知らないことばっかりでよくわからない。

　なんだか昨日と今日で、キャラが違うような気がしなくもない。

　それでも──僕もお姉さんのために、頑張ろうと思った。










　◇お姉さんの日記◇




　ああ、もうダメ！　いろいろなお洋服を着た瑛太くんが可愛すぎたよおおぉ！

　興奮しすぎて危うく素が出ちゃいそうだったけど、大丈夫だったよね？

　それに突然、私の名前を知りたいだなんて……嬉しいけど！　嬉しいけど！

　しかも瑛太くん、ダメって言ったのに名前を呼んじゃうんだもん……思わず魂が抜けかけちゃった。毎日名前で呼ばれたりしたら、お姉さん絶対死んじゃう……。

　そうだ！　お姉さんがキュン死しちゃった時のために、高額な生命保険に入って受取人を瑛太くんにしておかなくちゃ。瑛太くんに不自由な生活だけはさせられないもんね。

　瑛太くんはいろいろあってきっと不安なはず……お姉さんが瑛太くんを養やしなってあげて、支えてあげて、いつかは専業主夫になってくれるといいな……えへへっ♪
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「お姉さん、ちょっとお手洗いに行ってくるわ」

「わかりました。その辺で待ってます」

　僕らはそろそろ帰ろうと思い、駅前の広場に戻っていた。

　まだ五月の半ばだから日が落ちるのは早く、空はすっかり薄暗くなっていて、広場はライトアップされてきらびやかな空間となっている。

　近くのベンチには楽しそうに過ごす恋人たちの姿もあった。

「こうして誰だれかとゆっくり出かけたのも、久しぶりだったな……」

　ふと、そんなことを考える。

　高校に入学をしてからこの一年、平日は三日、土日はまるまるバイトだった。

　友達と出かけることがあってもバイトがない平日の数時間だけ。たまに土日が休みの日もあったけれど、家のことをやっていれば一日なんてあっという間に過ぎていく。

　いろいろあった一日だったけど……久しぶりに休みを満喫できた。

　きっと、お姉さんのおかげなんだと思う。

　話をするようになって二日目とは思えないくらい、お姉さんは僕によくしてくれる。

　その理由が僕を養やしなってあげたいとか、専業主夫になって欲しいからっていうのが引っかかるけれど、願望だけじゃなくて善意が込められているのは信じられる。

　こうして部屋に置いてもらって、必要なものまで買ってもらって……本当なら今頃いまごろ、将来を不安に思って押しつぶされていたはずだと思うと、お姉さんには感謝しかない。

「いい人でよかったな……」

　そんなことを考えながら辺りを見渡す。

　すると、ふと広告看板が目に留まった。

「綺麗きれいな女優さんだな……」

　新しい化粧品の広告らしく、お化粧をした若い女優さんが微笑ほほえんでいる。

　アルバイトが忙しくてあまりテレビを見ていなかった僕は、女優やアイドルには疎うとい方だけど、なんとなく見覚えがあるというか……懐かしさのようなものを感じる。

　気になってスマホで調べてみると、その女優さんの名前が出てきた。

「吉岡よしおか里美さとみ……」

　どこかで見聞きしたことがあるような気がしないでもない。

　詳しく調べてみると、最近人気急上昇中の女優さんだった。

　ドラマやＣＭのキャラクターだけじゃなく、バラエティ番組なんかにも多くのレギュラーを抱えていて、去年は好感度ランキングで一位を獲得したらしい。

　それだけ人気なら僕に興味がないだけで、テレビで見たことくらいはあるんだろう。

　さして気にもせず、そんなことを考えている時だった。

「瑛太えいた君──！」

　聞きなれた声に振り向くと、そこには一人の女性警察官の姿があった。

　心配そうな表情を浮かべて小走りで駆け寄ってくると、僕の肩を摑つかんで口にする。

「よかった……やっと見つけました」

「朱音あかねさん、どうしたんですか？」

　そう──僕はこの人を知っている。

　彼女の名前は二宮にのみや朱音といい、地元の警察署で少年課を担当している女性。

　朱音さんとの出会いは一年前──僕がアルバイトを始めて間もない頃だった。

　ある日、バイト帰りに公園で痴漢に襲われている女性を助けたことがあった。助けたと言っても大声で叫んで警察に通報しただけで、驚いた痴漢が一人で逃げたんだけど。

　その時に現場へやってきたのが朱音さんだった。

　たぶん、被害女性のことを考えて男性警察官だけじゃなくて女性警察官も来たんだろう。

　朱音さんが少年課の担当をしていて、たまたま通報したのが高校生だったということもあって、僕の事情聴取を担当してくれてからの付き合い。

　それ以来、朱音さんにはいろいろとお世話になっている。

「お父さんが行方ゆくえ不明なんですよね？」

　ああ、そうか。

　そりゃ朱音さんも耳にするか。

「ニュースで瑛太君のお父さんが行方不明になっていると知ったんです。心配で瑛太君のお部屋に行ったんですけど、大家さんから『昨日の夜に退去してもらった』と言われてしまって……いてもたってもいられなくて、朝からずっと探していたんです」

「すみません。ご心配をおかけして」

「いえ……無事でよかったです」

　そう言って胸を撫で下ろすと、とても優しそうな笑顔を向けてくれた。

　いや、少し語弊ごへいがある。優しそうというよりも、朱音さんはとても優しい。

　こうして心配してくれるだけじゃなく、柔らかで穏やかな物腰に優しい眼差まなざし。僕みたいな年下相手でも敬意をもって接してくれて、話もきちんと受けとめて聞いてくれる。

　それだけじゃない。

　うちの家庭環境を知って以来、僕を心配して定期的に様子を見に来てくれていた。

　その時は、晩ご飯のおかずを作って持ってきてくれたり、お菓子を差し入れてくれたり、時間があれば部屋に上がって悩みを聞いてくれたりしたこともある。

　少年課の警察官ってそこまでするの？　と思ってしまうほど親身になってくれるのは嬉うれしいんだけど……たまに親身になり過ぎて、ちょっとおかしなところがあったりする。

『寂さびしかったらいつでも私の部屋にきてくださいね』とか『独り暮らしは危ないから、たまに泊まってもいいですか？』とか、お泊りグッズを持ってきた時はさすがに困った。

　そんなところを除けば基本的には素敵な人で、僕は朱音さんを信頼していた。

「瑛太君、昨日の夜はどうしたんですか？　まさか野宿とか……」

「あ……いえ、えっと……」

　すごく心配そうな視線を向けてくるんだけど、どうしよう。

　本当のことを言ったらまずいような気がする。

「……瑛太くん？」

　僕がなんて答えようか迷っている時だった。

　振り返ると、そこには目を丸くするお姉さんの姿。

　なんだか面倒なことになったような気がした。

「あなた……瑛太くんになにをしているの？」

　僕の予感が的中したのか？　お姉さんの声のトーンが下がる。

　普段の穏やかな空気から一転、明らかに穏やかじゃない雰囲気。

「お姉さん、ご紹介します。この人は二宮朱音さんといいまして、前にお世話になった警察官の方です。父さんが行方不明なのを知って、心配して僕を探してくれていたみたいです」

「ふぅん……それで、どうして瑛太くんは肩を抱きしめられているのかしら？」

　いや、抱きしめられてはいないと思います。

　すると朱音さんは僕を庇かばうように、お姉さんの前に立ちふさがった。

「あなた……どなたですか？」

　まるで不審者から僕を守ろうとするかのように、身体を張って警戒の色を強める朱音さん。

　どうしよう……脳内で言い訳を考えていると。

「私は瑛太くんのお姉さんよ──」

　お姉さんが、堂々と噓うそを言い放った。

　朱音さんは明らかに訝いぶかしげな表情を浮かる。

「お姉さん？　おかしいですね……瑛太君は一人っ子です。身元調査をした時も、身内に成人女性はいなかったはずですが……。それにあなた、帽子とマスクとサングラスで顔を隠しているなんて、どう見ても不審者にしか見えません」

　いつのまに身元調査なんてしていたの!?

　いや、今はそんなことは置いといて、お姉さんを不審者と言われると否定できない。僕も他人だったらそう思うし、事実、すれ違う多くの人たちがそんな目で見ていた。

「と、遠縁で普段はあまり付き合いがなかったんです。だけど、状況が状況だったので久しぶりに連絡をとって……昨日からお世話になっているんです」

「遠縁の親戚……ですか」

　朱音さんに噓を吐つくのは心苦しいけれど、やっぱり本当のことを言うのはまずいと思い咄嗟とっさにお姉さんの噓に乗っかったんだけど……だめだ、信じてもらえていない気がする。

　朱音さんは疑いの眼差しをお姉さんに向けて歩み寄る。

「お名前をお伺うかがいできますか？　それと、本人確認書類を見せてください」

「あなたこそ本当に警察官ですか？　まず先に警察手帳を見せてください」

　すると朱音さんは警察手帳を取り出して掲げて見せる。

「これで信じていただけたでしょうか？」

「本物ですか？　コスプレじゃなくて？」

「コ、コスプレじゃないです！　こんな不謹慎なコスプレ街中ではしません！　ちゃんとイベントとかフェスとか、立場と場所は弁わきまえて──って、なにを言わせるんですか！」

　真面目まじめな朱音さんのまさかのカミングアウト。

　別にお姉さんが言わせたわけじゃないけれど、朱音さんにそんな趣味があるなんてちょっと意外。まぁ警察官だって人間だから、いろいろな趣味があるだろうけど。

「とにかく職務質問です」

「任意ですよね？　拒否します」

「拒否をするなら、公務執行妨害になりますよ」

　するとお姉さんは、サングラスとマスクを外して朱音さんに詰め寄る。

　その態度から、一歩も引く気がないのが見て取れた。

「あなた、どうしてそこまで必死なのかしら？」

「え……？」

「普通、身寄りのない男の子が身内に面倒を見てもらえることになったと聞けば、警察官としては安心して任せるものでしょう？　素性を確かめるのはわかるけれど、はなから疑ってかかるなんて……失礼だとは思わないのかしら？」

「それは、あなたが見るからに怪しい格好をしていたからです。わたしは少年課の警察官として、瑛太君が事件などに巻き込まれないように保護する義務があります」

「義務ねぇ……」

　するとお姉さんはなにかに気付いたのか？　不敵な笑みで朱音さんを見据えた。

「本当に警察官として、なのかしら？」

「え……」

　すると朱音さんは、明らかに動揺の色を浮かべた。

「あなたが向けていた目、とてもそうは見えなかったけれど」

「どどど、どういう意味でしょうか……？」
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「まさかあなた……瑛太くんのことが──」

「ち、違います！　断固として違います！」

　お姉さんが言葉にする前に、朱音さんは顔を赤くして食い気味に否定する。

　さっきのコスプレの件以上に図星を突かれたようなリアクションをする朱音さんを見て、お姉さんは勝ち誇ったような表情で口にする。

「あらあら、最近の警察官には困ったものね。仕事を口実に一般市民とプライベートな付き合いをしようとするなんて。しかも相手は未成年、こんな人が警察官なんだから世も末だわ」

「くっ……」

「まさかあなた、きわどいコスプレ衣装で瑛太くんを誘惑したりしてないわよね？」

「まだしていません！　衣装選びに迷っていて──って、だから言わせないでください！」

　なんの話をしているか、よくわからなくなってきたけど……僕のことなのに蚊帳かやの外に追い出されている気分。だけど、朱音さんがやり込められているのは間違いない。

「警察署にばらされたくなかったら、とやかく口出ししないことね」

　お姉さんはそう言うと、その場を離れようと僕を促す。

　朱音さんに申し訳ない気持ちになりながら、お姉さんの後に続こうとした時だった。

「ま、待ちなさい！」

　初めて聞く朱音さんの大きな声に驚いて視線を向ける。

　するとそこには、手錠を手にする朱音さんの姿があった。

「こんなことはしたくないですが……わたしの瑛太君を独り占め──じゃなくて、素性を明かしてもらえない以上、未成年者誘拐容疑で逮捕せざるを得ません。続きは署で聞きましょう」

　た、逮捕──!?

　驚く僕をよそに、朱音さんが手錠を片手にお姉さんに近づいた時だった。

「え──？」

　お姉さんは不意に手錠を奪い、朱音さんの手首に手錠をかける。すると近くのベンチまでグイグイ引っ張って行き、手錠の空あいている方をベンチの手すりにガチャリと繫つないだ。

「「え……？」」

　あまりにも突然のことに、意図せず僕と朱音さんの声が重なる。

　お姉さんは呆然ぼうぜんとする朱音さんのポケットを探って鍵かぎを奪い──。

「あ、あなたなにをして──!?」

　次の瞬間、全力でカギを投げ捨てた。

「あああああああああああああああ！」

　鍵は地面で何度か跳ねて宙を舞い、そのまま排水溝に吸い込まれていった。

「「「……」」」

　言葉を無くす僕たち。

「じゃぁ瑛太くん。行こっか♪」

「え？　あ……はい……」

　満面の笑みを浮かべるお姉さん。

　僕は言われるままに付いて行く。

「ちょっと待ってください！　わたしどうなるんですか!?」

　朱音さんは身動きがとれずに叫び続ける。

　ガチャガチャと手錠が擦れる音が響くけど、お姉さんは振り返りもしない。

「お姉さん……さすがにやばいんじゃ……」

「やばいのは、あの人の方よ。一般市民相手に少し変わった格好しているからって手錠を持ち出したりして。そのうち他の警察官の人が助けにくるだろうから放っておきましょう」

　お姉さんは何事もなかったかのように口にする。

　こうして僕とお姉さんは、朱音さんを放置して帰路についたのだった。

　ちょっと可哀想かわいそうだけど、面倒事を回避できたからよしとしよう。

　朱音さん、ごめんなさい……。










◇お姉さんの日記◇




　それにしても、あのコスプレ警官なんなの？

　どう見たって瑛太くんを見る目が恋する乙女のそれじゃない。

　警察官としての立場を利用して瑛太くんに近づくなんて、信じられない。

　最近はあの手この手で若い男の子に手を出す女性も増えてるって聞くし……怖いなぁ。

　真面目そうに見える人ほど、裏でなにを考えているかわからないし、そういう人に限って自分はまともだとか思っちゃうんだよね。そんな人が警察官なんだから世も末だよ。

　とりあえず最寄りの警察署には、あの人が仕事を口実に未成年にちょっかいを出しているってメールをしておいたし、これで少しは大人しくなってくれるといいけど。

　でも、あの人どこかで会ったことがあるような気がする。

　……気のせいかな？
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「よし……じゃぁ作ろう」

　朱音さんの職務質問を逃げ切った僕らは、スーパーに寄り食材を買って帰宅した。

　僕はエプロンをかけてキッチンに立ち、新調した調理器具を手に思わずにやける。

　お姉さんに買ってもらったのは、ドイツ製の有名ブランドメーカーの一品。

　いつか手に入れたいと思っていた憧あこがれのブランドなんだけど、フライパン一つで二万円もする超高級品！　これなら今まで以上に美味おいしい料理が作れる気がする。

　自分のものを買ってもらうのは遠慮してしまうけど、これはお姉さんの部屋のものってことで、値段は気にせず買ってもらった。

「瑛太えいたくん、頑張って」

　お姉さんはソファーの向こうから僕に声援を送ってくる。

「包丁で怪我けがしたりしないように気を付けてね」

「心配しなくても大丈夫ですよ」

「お姉さんにできることがあったら、なんでも言ってね」

「はい。ありがとうございます」

　気を使ってくれるお姉さんにお礼を言って食材と向き合う。

　キッチンの上には豚肉、鶏のささみ、キャベツ、春菊、ナス、その他もろもろ。

「うん。決まった」

　頭の中でレシピを確認し、さっそく取りかかる。

　今日のメニューはキャベツと豚肉の重ね蒸しと、ナスとタマネギの煮びたし。

　キャベツと豚肉をミルフィーユのように重ね、コンソメスープと一緒に鍋に投入。煮込んでいる間に隣のコンロでナスとタマネギを素揚げして、作っておいたタレに漬けておく。

　空いたコンロで豆腐と厚揚げのお味噌みそ汁しるを作った後、使った調理器具を洗っている間に鍋もいい具合いに火が通ったらしく、コンソメスープの良い匂いがキッチンに漂い始める。

　煮びたしに味がしみ込む頃には鍋も完成し、ちょうどご飯も炊たき上がっていた。

「お姉さん、できましたよ」

　料理をテーブルに運んでから、ソファーに座っているお姉さんに声を掛ける。

　するとお姉さんは、ソファーの背もたれに顔を載せたまま寝息をたてていた。

　あちこち歩き回って疲れてしまったんだろう。

「んん……」

　そんなことを考えていると、お姉さんがゆっくり目を開ける。

「ごめんなさい……お姉さん寝ちゃったみたいね」

「大丈夫ですよ。ご飯できましたけど、寝起きですぐ食べられますか？」

「え……もうできたの？」

　お姉さんはがばっと立ち上がり、ダイニングテーブルに駆け寄ると。

「ああああぁぁ！　美味しそうだよおおぉ♪」

　並べられたおかずを見て目を輝かせた。

　寝起きなのにすごいハイテンションでびっくり。昨日のお姉さんを彷彿ほうふつとさせる、いや──それ以上の喜びように部屋の空気ががらりと変わった。

「瑛太くんすごいね！　こんなに美味しそうなご飯をすぐに作っちゃうなんて！」

　お姉さんは椅子いすに座って幸せそうにおかずを見つめる。

　口元が微妙にだらしなく下がり、お預けをされた犬みたい。

「ご飯とお味噌汁をよそるので、少し待っててください」

「ごはんはお姉さんがよそる！」

　お言葉に甘えて、僕らはキッチンに並んでご飯とお味噌汁をよそる。

　……なんかいいな、こういうの。誰だれかと一緒にご飯の準備をすることなんてなかったから、よそるだけの簡単なことだとしても、手伝ってもらえるのが嬉うれしい。

　そんなことを思いながら、僕らはご飯とお味噌汁を手にテーブルについた。

「食べましょうか」

「うん！」

　僕が手を合わせると、お姉さんも僕の真似まねをしてお行儀よく手を合わせた。

「「いただきます！」」

　さて、自分で作ってなんだけど味はどうだろう？

　まずはキャベツと豚肉の重ね蒸しを口にしてみる。

　うん……春キャベツの甘みがすごくて豚肉との相性あいしょうがいい。今回はシンプルにコンソメスープで仕上げたけれど、他の味付けも試してみたいな。湯通ししてポン酢もいいかも。

　なんて自己評価をしていると、お姉さんが箸はしをつけてないことに気が付いた。

「お姉さん、食べないんですか？」

「やっぱり……食べられない……」

　しまった。苦手なものがあった？

「瑛太くんが作ってくれたご飯なんて、もったいなくて食べられないよ。すごく美味しそうで食べたいのに……食べたらなくなっちゃうなんて……うぬぅ」

「毎日作りますから、気にせず食べましょう」

「ま、毎日……？　そっか、これからは毎日瑛太くんの手作りご飯が食べられるんだ……どうしよう？　お姉さん想像しただけで幸せすぎて、もう胸もお腹なかもいっぱいいいぃ！」

「おかず冷めるんで、早く食べません？」

　悶絶もんぜつしながら天を仰あおいで咽むせび泣くお姉さんに思わず突っ込む。

「わかった……お姉さん、食べる」

　ご飯を食べるだけなのに妙に決意を固めるお姉さん。

「でもその前に、写真を撮らせて」

　そう言うと、スマホを取り出して写真を撮り始めた。

　妙に角度や明かりを気にするあたり、ＳＮＳ映えでも気にしているのか？　パシャパシャと写真を何枚かとった後、お姉さんは満足そうに箸を持ち。

「それじゃぁ改めて、いただきます！」

　元気に口にして、春菊と鶏ささみの胡麻和えを口に運ぶ。

　瞬間、お姉さんの顔がとろけた。

「お、おいしい……なにこれなにこれ!?　こんなに美味しいものがこの世に存在するの!?　生まれてから今日まで食べたものの中で一番美味しい！　瑛太くん、お料理の天才だよ！」

「あ、ありがとうございます……」

　我ながら美味しくできたと思うけど、想像の百倍くらいの感想が返ってきた。

　なんだか少し照れくさい。

　今まで自炊をすることはあっても自分が食べるためで、誰かのためにご飯を作ったことなんてなかった。だから味の好みも自分の好きなように作っているだけだった。

　だから喜んでもらえることが、なんだか自分が認められているようで嬉しい。

　頑張って作ってよかったな。

「どうしよう……毎日こんなに美味しいものが食べられるなんて幸せすぎて、お姉さんこれだけで三日はなにも食べなくても生きて行けそう。ああぁ……瑛太くんの愛情が身体の隅々まで行きわたって、細胞の一つ一つが喜んでるのがわかるよおおぉ……」

　もうちょっと違う例えはないんだろうか。

「お店が開けるくらい美味しいと思う……そうだ！　お姉さんが出資してあげるから、飲食店を始めるとかどう？　とりあえず三千万円くらいあればいい？」

「いやいや、僕まだ高校生ですよ？」

「大丈夫だよ。高校生シェフとか人気でそう！」

　盛り上がるお姉さんは、ご飯を食べながら一人で妄想にふける。

　やたら具体的に『場所はどこがいいかな？』とか『お姉さんも一緒にメニュー考えなきゃ』とか、しまいには『お姉さんもお手伝いするから制服のデザインも』なんて言っている。

　妄想にふけりながら箸を進めるお姉さん。

「んんん～♪　美味しい♪」

　そんな感じで、僕らは楽しく晩ご飯を食べたのだった。
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　食事を終え、僕が食器を洗ってリビングに戻ると、お姉さんはソファーに座ってうとうとしていた。さっきも眠そうにしていたし、今日はよっぽど疲れたんだろうな。

「お姉さん」

「んん……」

　声をかけると睡魔と闘っていたお姉さんの目がパチリと開く。

「ごめんなさい。お姉さん、お腹いっぱいでうとうとしてしまったみたいね」

「疲れているんですよ。お風呂ふろ入って早く寝ましょうか」

「そうね。瑛太くん、お先にどうぞ。お姉さん、お風呂長くなるから」

「そうですか？　じゃぁ、お先に失礼します」

「ええ。ごゆっくり」

　お姉さんはそう言いながら小さく手を振って僕を見送る。

　なんとなく悪いなと思いながら、僕はお風呂へ向かった。







「昨日も思ったけど、本当に広いお風呂だな……」

　思わずそう口に漏もらしてしまうくらい、お風呂は広かった。

　バスタブは大人が足を伸ばして入れるどころか、寝そべって入れてしまうほど広い。しかも肩の辺りにある注そそぎ口からはお湯が流れていて、さながら温泉みたいな感じ。

　浴槽よくそう以外のスペースも広く、家族四人くらいなら余裕で一緒に入れそうなほど。

　しかも驚いたのが、スチームサウナが備え付けてあって壁にマニュアルが貼はってある。

「高機能すぎるでしょ……」

　さすがは地元で一番と言われる高級マンション。

　なんて思いながら、頭を洗い終わった時だった。

「瑛太くん」

「おあぁ!?」

　ドアの向こうからお姉さんの声が響いてくる。

「ど、どうしました？」

　すりガラスの向こうにお姉さんの姿が見えた。

「ご飯を作ってもらったお礼に、背中を流してあげようと思って」

「いやいや！　大丈夫です！」

「遠慮しなくていいのよ」

　しないわけないでしょ！

「お姉さん、そもそも大丈夫なんですか？　僕に触るだけで気絶するのに、背中を流すなんてハードル高すぎません？　お風呂で気絶されても困るんですけど……」

「それなら大丈夫よ。対策はしたから」

　するとドアが開き、僕は慌てて背中を向けて身体を隠す。

　本当に入ってきちゃったよ！

「え……？」

　視線だけドアに向け、目にした光景に言葉をなくした。

　なんとそこには、お風呂掃除用のデッキブラシを手にしたお姉さんが立っていた。

　全力で嫌な予感しかしない。

「えっと……それはなんでしょう？」

「これはね、デッキブラシっていうんだよ」

　違う、そうじゃない。

　名前を聞いているんじゃなくて、それでなにをするつもりなのかを聞いているんだけど、お姉さんは訝いぶかしがる僕を気にした様子もなく語りだす。

「お姉さんが瑛太くんに触って気絶してしまうのは、たぶん直接触れるからだと思うの。これなら直接じゃないから大丈夫。お姉さんこう見えて学習能力はそれなりにあるんだから」

　お姉さんは口角が上げて『どう？　完璧かんぺきでしょう？』と言わんばかりにドヤ顔を浮かべるんだけど……学習能力が斜め上すぎて震える。

「それじゃぁ、背中を流しましょう」

「ちょ、ちょっと待ってください──」

　慌ててお姉さんをとめる。

「それで身体をこすったりしたら、背中の皮がずる剝むけになっちゃいますよ！」

「先にボディタオルを巻きつけるから大丈夫よ。取ってくれる？」

　言われるままに、お姉さんにボディタオルと石鹼を手渡す。

　するとボディタオルを泡立ててモコモコにして、デッキブラシの先に巻き付けた。

「よし。これで完璧ね」

　ダメだ……もうなにを言っても背中を流すまでは出て行きそうにない。

　気の済むようにさせた方が早そうだと思い、僕は諦めてお姉さんの方に背中を向ける。

「じゃあ、お願いします……」

「お姉さんに任せて、瑛太くんは楽にしていて」

　するとお姉さんは、鼻歌混じりでごしごしと洗い始めた。

「あ、ありがとうございます……」

　なんだろう……お風呂やトイレの床の気分。

「かゆいところはないかしら？」

「だ、大丈夫です……」

　お姉さんは慣れてきたのか？　上機嫌で背中を洗ってくれる。

　ここまでくると、もはや恥ずかしさすらない。

　複雑な気持ちだけど、お姉さんは善意でやってくれている。なんだろう……期待していた訳じゃないけれど、背中を流すってもっとこう……うん。なんでもない。

　複雑な気分のまま、されるがままにしていたんだけど。


「きゃっ──！」



　小さな悲鳴が響き、背中に妙な重さがのしかかる。

「お、お姉さん──!?」

　それと同時、背中を妙な柔らかさが襲った。

　お姉さんは足を滑らせて僕に倒れ込んでしまったらしく、豊かな胸を押し付ける格好になっていた。生まれて初めての感触に、思わず全神経が背中に集中してしまう。

　ダメだ！　こんな時に堪能している場合じゃない！

　煩悩ぼんのうを振り払い、慌てて振り返る。

　だけど、それがよくなかった──振り返った拍子に、お姉さんの頰ほおと僕の頰が触れてしまった。そりゃもう思いっきり、むにっとした感じで深夜の密着二十四時。

「背中……たくましいね……」

　感想を述べながら気を失わないで！

　しかも、倒れた拍子にスチームサウナのスイッチを入れてしまったのか、大きな音と共にお風呂場が高温のミストに包まれていく。狭い空間があっという間に視界不良。

「お姉さん！　しっかりしてください！」

　僕は全裸でお姉さんを抱きかかえ、お風呂場を後にしたのだった。

　もう二度と背中を流してもらうのはやめておこう。
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「全く休まらなかった……むしろ疲れた」

　お風呂を出た僕は、リビングでビデオデッキをテレビに繫つなぎながらぼやいていた。

　気を失ったお姉さんは無事に意識を取り戻し、お風呂に入っている。

「よし……これでいいかな？」

　ビデオデッキを繫いだ僕は、退去時に部屋から持ち出したビデオテープをセットする。

　チャンネルを変えて再生ボタンを押すと、懐かしい映像が流れ始めた。

　僕の大好きな古いテレビドラマ──こうして見返すのは、いつ以来だろう。

　今から十七年前──僕が生まれる前に放送していたホームドラマ。

　母子家庭を題材にした作品で、様々な問題に直面しながらも親子の愛と絆きずなで乗り越えていくハートフルなストーリーが話題となり、当時は社会現象にまでなったらしい。

　特に子役の少女の演技は見る人を引き付ける魅力があり、初めて見た時、僕も幼いながら強烈に憧れを抱いたのを今でも覚えている。まさに天才子役と言っていい。

　でもどうしてか？　人気があったにもかかわらずビデオ化やＤＶＤ化はしていない。

　そのため、ビデオテープを何度も見返したせいで、かなり映像が劣化してしまっていたけれど、お姉さんがレコーダーを買ってくれたから今より悪くならないのが嬉しい。

　さっそく録画を始めようとした時だった。

「お待たせ」

　お風呂を出たお姉さんが、髪も半乾きのまま戻ってきた。

　フルーツ柄のピンクのパジャマに身を包み、首からバスタオルを掛けている。身体が温あたたまったせいか、頰がほんのりピンクに染まっていて照れているみたい。

「そんなに見ないで。お姉さん、すっぴんだから恥ずかしい」

「す、すみません。でもお姉さん、すっぴんでも綺麗きれいですね」

「そ、そう……？　ありがとう」

　やっぱり綺麗な人は元々の素材もいいんだな。

「あら？　このドラマって……」

　するとお姉さんがテレビを見ながら呟つぶやく。

「お姉さん、知ってるんですか？」

「ええ。懐かしいわね……」

　どうしてか？　お姉さんは感慨深そうに呟いた。

「瑛太くんが言ってたドラマって、これだったのね」

「はい。よかったら一緒に見ませんか？」

「ええ。そうしましょう」

　お姉さんは僕の隣に腰を掛ける。

　すると、お風呂上りのいい匂においがした。

　思わず意識がテレビからお姉さんに引っ張られる。

「そうだ。買ってきたプリン食べながら見ようかしら」

　お姉さんは立ち上がり、ぱたぱたと歩いて冷蔵庫からプリンを取ってくるんだけど……動くたびにお風呂上りのいい匂いが僕を包んでやばい。しかも距離が微妙に近くて緊張する。

　ダメだダメだ──考えるな。ドラマに集中するんだ！

「うん。美味しい」

　そんな僕の葛藤はつゆ知らず、お姉さんはプリンを食べて幸せそうな笑顔を浮かべる。

「瑛太くんも食べたい？」

「えっ──!?」

　お姉さんはスプーンでプリンをすくって僕の口元に差し出した。

「はい、あーん」

　いや、ちょっと待って……これ、間接キスになるんだけど。

　気にする僕に対して、そんな素振そぶりは全く見せないお姉さん。

　ど、どうしよう……本当に食べていいんだろうか？

「……じゃぁ、一口だけ」

　差し出されるままに口にする。

　困った。気にしすぎているせいか味がわからない。

「美味しいでしょう？」

「そ、そうですね……」

「お姉さんも食べ──!?」

　スプーンを口元まで運んだ瞬間、お姉さんの顔がみるみる赤くなる。

　プリンを持つ手がプルプルと震え、お姉さんとプリンが小刻みに揺れる。

「ど、どうしよう……」

　間接キスになるとようやく気付いたらしい。

「う、うぬぅ……」

　スプーンを持ったまま器用に頭を抱える。

　しばらくすると、なにかを諦あきらめたような顔をしながらスプーンを交換していた。しょんぼりしているお姉さんを見ると、なんだか悪いことをしてしまったような気がしてならない。

　その後、ようやく落ち着いたお姉さんと並んでドラマの続きを見る。

「でも瑛太くん」

「なんですか？」

「このドラマが放送していたのって、瑛太くんが生まれる前よね。瑛太くんくらいの年でこのドラマを知っている子なんて、そんなにいないと思うけれど……」

　お姉さんの言う通り。

　じゃあ、どうしてそんな古いドラマを僕が知っているのか？

　少しだけ悩んだけれど、お姉さんになら話してもいいと思った。

「実はこのドラマに出ている主演女優……僕のお母さんなんです」

「え……？」

　お姉さんは驚いた様子で言葉を詰まらせる。

「じゃぁ、瑛太くんのお母さんて……水咲みずさき美雪みゆきさん？」

「はい」

　そう──芸名・水咲美雪は僕のお母さんで、当時は二十三歳。このドラマの主演女優にして作中では小さな子供を抱えるシングルマザーの役を演じていた。

「そう……なんだ……」

　お姉さんの様子がちょっとおかしい。

　ただ驚いているというよりも、どこか戸惑いのようなものすら感じる。

　でも、そりゃ母親が女優とか言われたら驚くだろうし戸惑いもするか。

　しかも、その女優が自分の知っているドラマに出ていたなんて言われたら、お姉さんのリアクションも当然だと思う。他の誰が聞いたって驚いて当然だ。

　久しぶりに誰かにお母さんのことを話したせいか？

　それとも、お姉さんなら僕の話を聞いてくれると思ったのか？

　気が付けば──お母さんのことを話し続けていた。

「お母さんはこのドラマが終わった後、父さんとの結婚を機に女優を引退したので、これが最後の作品なんです。でも二人はすぐに離婚してしまって、僕は父さんに引き取られました。物心つく前だったこともあって、お母さんのことはなにも覚えてないんですよね」

「そうなのね……」

「すみません。なんだか自分の話をしてしまって」

「ううん。そんなことないわ」

　お姉さんは穏やかな表情を浮かべて首を横に振る。

「瑛太くんは……お母さんに会いたい？」

　その質問に、なんて答えていいかわからなかった。

　今まで誰かにお母さんのことを話したのは数える程度。

　その都度、すごく気を使われて、誰も話題に突っ込もうとはしなかった。

　たぶん、こうして会いたいかと聞かれたのは初めてかもしれない。

「どう……ですかね。正直わからないです。お母さんとの思い出が残っていたりすれば、懐かしいなとか、会いたいなとか思うのかもしれませんけど、全く覚えてないんです。だから会いたいかどうかと言われると……」

　なんとも答えようがないというのが本音。

「でも、どこかで元気にしていればいいなって思います」

「そうね……」

　お姉さんは小さく呟いた。

「すみません。変な空気にしちゃって」

「ううん。気にしないで」

「実は両親の離婚理由も知らないんですけど、どうせ父さんがフラフラしてることに嫌気がさして、お母さんに捨てられたんだと思いますよ。戦場ジャーナリストとか、好きなことするのはいいですけど、家族に迷惑をかけるのはやめて欲しいですよ」

　少しでも空気を変えようと、冗談の一つも言った時だった。

「え……？」

　そっと包み込むように抱きしめられた。

「ずっとずっと、一人で頑張ってきたんだね……」

　その言葉に、胸を打ち抜かれたような気がした。

　理解を示してくれる言葉に、少しだけ胸が詰まる。

「一人で生活して、学校があるのに毎日アルバイトもして、一人ぼっちで寂さびしい時だってあったでしょう？　それでもこうして頑張ってきたんだものね……偉いね、瑛太くん」

　いつも思っていた──別に大変じゃないって。

　いつか誰だって家族と離れ、一人で生きて行くようになる。

　たまたま自分は人よりそれが早かっただけで、大変とか不幸とかじゃない。

　だけど──もしかしたら僕は、本当は違ったのかもしれない。

　大変だと思わないようにしていただけで、心の奥底ではそう思っていたのかもしれない。その証拠に、お姉さんがかけてくれた言葉を否定ひていできない自分がいる。

「大丈夫。瑛太くんはもう、一人ぼっちじゃないのよ」

　ダメだ──こみ上げてくる感情を整理できない。

　僕はしばらくお姉さんの温ぬくもりに包まれ続けていた。

「……お姉さん？」

　だけど、十分たってもお姉さんは僕から離れようとしない。

　どうしたんだろう？　そう思ってすぐに気付く──。

「お姉さん！　大丈夫ですか──！」

　案の定というか、やっぱりというか、気絶しているお姉さん。

　もうこのやりとり何度目!?　さすがにそろそろ慣なれて欲しい！

「んん……」

　お姉さんを必死に起こすと、まるで寝起きのように目をこする。

「ごめんなさい……つい」

「本当、気を付けてください……」

「気を付けてはいるのよ。でも今はね……気絶するとわかっていても、抱きしめてあげたくなってしまったの。心配をかけてごめんなさいね」

　もう……なんか言葉がない。

　初めての感情に、どう答えていいかわからなかった。
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　ドラマを見終わったのは夜の十二時近く。

　なんだかんだいい時間のため、そろそろ寝ようとした時だった。

「そっか……瑛太くんのベッド、届くのは少し先なのよね」

　お姉さんは困った様子で呟く。

「そうですね。それまではソファーをお借りします」

「だめよ。何日もソファーで寝たら身体が痛くなっちゃうでしょう」

「まぁでも、床で寝るよりは楽なので」

「今日はお姉さんがソファーで寝るから、瑛太くんがお姉さんのベッドで寝て」

「そういうわけにも……」

「大丈夫よ。お姉さん、いつでもどこでも寝られる人だから」

　うん。それはなんとなく思ってた。

　掃除をしている時も、料理をしている時も、気が付けばスヤスヤしているお姉さん。きっと夜のお仕事で生活が不安定なせいだろうと思っていたけれど、暇さえあれば寝ている。

　だからと言って、家主やぬしをソファーで寝させていい理由にはならないけど。

「心配してくれなくても大丈夫ですから」

「……うーん」

　二人でどうしたものかと考えていると。

「わかった。瑛太くん、一緒に寝ましょう」

　お姉さんが真顔で提案してきた。

「いや……それはさすがに……」

　思春期男子的にアウトです。

「お姉さん、僕に触ると気絶しちゃいますし無理ですよ」

「寝ている間は気絶しているようなものでしょう？　だから多少なにかあっても大丈夫。それにお姉さんのベッド、ダブルサイズだから少し離れても二人で寝る余裕あるから」

　後者はともかく、前者は大丈夫とは言えないです。

「それにほら、お姉さんも少しずつ瑛太くんに慣れていかないと、なにかあった時に困るでしょう？　練習だと思って、ね？」

「う、うーん……」

　困った。すごく困った。

　でも、お姉さんの言い分も一理ある。

　例えばお互いに身の危険があった時、介抱するたびに気絶されても困る。もし僕になにかあった時、お姉さんが僕を助けられるとは思えない。お互い意識を失いそう。

　練習か……。

「わかりました」

「本当？」

「お姉さんが嫌じゃないのなら」

「嫌じゃない。全然嫌じゃないよ」

　そんなわけで、僕はお姉さんの後に付いて部屋へ行く。

　緊張しつつ思う──そう言えば、お姉さんの部屋に入るのは初めてだ。

　掃除の時も、お姉さんの部屋は大丈夫だからと言われて掃除はしていなかった。

　さすがに不安になる……荒れ果てていたら寝る前に掃除しないといけない。

「どうぞ」

「失礼します」

　招かれて中に足を踏み入れると、思いのほか部屋は綺麗だった。

　なんだかほっとしたような、期待を裏切られたような複雑な気分。

「綺麗にしてるんですね」

「寝る時しか使っていないの。ほら……油断したら寝る場所もなくなりそうで」

　すごく賢明な判断だと思う。

「じゃぁ、寝ましょうか」

　お姉さんはベッドに横になり、布団ふとんを持ち上げて僕を招く。

　そのポーズが、なんだかとても扇情的に見えるのは気のせいだろうか。

「し、失礼します──!?」

　ベッドに入った瞬間、布団の中からお姉さんの香りがふわっと広がる。

　お風呂上りもあってか、石鹼せっけんとシャンプーの甘い香りが僕を包んで離れない。

　これはやばい──とにかくあっちもこっちもいろいろまずい！

　思わずベッドから身体を起こす。

「すみません。やっぱりソファーで寝ます」

「え？　え？　どうして？」

　お姉さんは思春期男子の事情なんてわからないのか？

　不思議そうに僕を見つめるんだけど、意識してしまって視線を合わせられない。

「その……いろいろ危険だと思うので」

　お世話になっている身として、万が一にも間違いを起こすわけにはいかない。

　だけどこの状況は、本能が理性を上回ってしまわないとも限らない。

　ほら、一応僕も男だから……。

「あ……ごめんね。お姉さん、気が利きかなくて」

　するとお姉さんは、僕の意図するところを察してくれたらしい。

　僕がベッドから起き上がろうとした時だった。

　僕より先にお姉さんがベッドから降り、クローゼットの中をがさごそし出す。

　すぐに戻ってきたお姉さんが手にしていたのは、二本のロープだった。

「ちょっと待っていて」

　お姉さんはそう言うと、器用に自分の手足を縛って横になった。

「これで大丈夫」

「……なにがでしょう？」

「お姉さん、鈍くてごめんなさい。一緒に寝るなんて、なにかされないか心配よね。お姉さんは瑛太くんが嫌がることなんてするつもりないんだけど、万が一を心配する気持ちはわかるから……こうすれば、お姉さんなにもできないから安心でしょう？」

　違う。そうじゃない。

　僕が考えていたのは全く逆──僕があれこれ我慢できなくなったら大変だからであって、お姉さんが僕になにかするんじゃないかなんて、これっぽっちも思っていない。

　なんだろう……この話が嚙み合わない感じ。

「おやすみ瑛太くん」

「はい……おやすみなさい」

　まさかの展開に妙に冷静になった僕は、なんかもういいやと思って横になる。

　ていうか、触ったり名前を呼ばれたりするだけで気を失うのに、一緒に寝るのは大丈夫とか……お姉さんのＮＧ判定基準が謎なぞすぎるんだけど、どうなっているんだろう？
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　すぐに寝息をたてはじめるお姉さんの横で、そんなことを思ったのだった。

　当然、朝まで寝られるはずもなかった。










☆お姉さんの日記☆




　瑛太くんのご飯、すごく美味しかったな～♪

　でもでも、美味しすぎたせいであの時、完璧に素すに戻っちゃってた気がする……。

　普段はクールなお姉さんを演じられるのに、瑛太くんに触ったり名前呼ばれたり、可愛かわいかったり……感動し過ぎちゃうと、どうにもこうにも我慢できなくなっちゃうみたい。

　頑張って我慢しないと、変なお姉さんて思われちゃったら残念だからね。

　でも、びっくりしたな……瑛太くんがあのドラマを好きだったなんて。

　お母さんのことも本当に驚いた……でも瑛太くん、気づいてなかったみたい。

　てっきりお姉さんのお仕事に気付いているんだと思っていたけれど、そうじゃないとしたら……瑛太くんは、お姉さんがなんのお仕事してると思ってるんだろう？

　本当のこと……いつか、お話ししなくちゃだよね。
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　お姉さんとの同居生活が始まって四日目の月曜日──。

　最初は驚くこと（主に金銭感覚と気絶）もあったけど、そんな生活にも少しずつ慣れていき、不本意ながらお姉さんの目論見もくろみ通り？　僕は専業主夫のような生活を送っていた。

　生活が安定してくると、やっぱり将来の不安を感じてしまう。

　このままずっとお姉さんのお世話になるわけにもいかないし、衣食住が確保できた今、そろそろ自立に向けて行動を始めないといけない。

　だけど、いったいなにから始めたらいいんだろうか？

　未成年では部屋を借りることはできないだろうし、高校の学費はいつか返すのを前提に面倒を見てもらうにしても、大学への進学費用までお姉さんに甘えるわけにはいかない。

　こう考えると、問題の大半にお金が絡からんでくる。

　やっぱりアルバイトをクビになったのが本当に痛かったな……授業中、先生の話も聞かずにそんなことを考えていると、午前中の授業の終わりを告げるチャイムが鳴り響いた。

「瑛太えいた。屋上で昼メシ食べようぜ」

「うん。いいよ」

　話しかけてきたのは、クラスメイトの萩原はぎわら輝翔きしょうだった。

　僕の決して多くはない友達の一人で、僕の家庭の事情を知る唯一の友達。小学校からの付き合いで仲が良く、輝翔の家とは昔から家族ぐるみの付き合いがあったりする。

　お調子者で楽観的なところが多く、僕と違ってあまり物事を深く考えない性格だけど、なんだかんだ世話焼きな一面もあって困っている時はいつも助けてくれる。

　僕には頼れる人が少ないこともあって、なにかあると輝翔には相談をするようにしていた。

「なぁ瑛太。おまえ朝から様子が変だけど、なんかあったのか？」

　屋上についてお昼を食べ始めてすぐ、輝翔からそう尋ねられた。

　この察しがいいところも、相談をしようと思える理由の一つだ。

「……ちょっといろいろあってさ」

　僕はどこから話そうか考える。

　だけど、どこからもなにも、一言で済んでしまうと気づいた。

「実は、バイト先に来ていたお姉さんと一緒に住むことになったんだ」

「ぶはっ──!?」

　僕が結論から話すと、輝翔は食べていた卵焼きを吹き出した。

　その卵焼きを近くで狙ねらっていたスズメが強奪ごうだつしていく。

「おまえ、いきなりつまらない冗談を言うなよ。卵焼き損しただろ」

「いや、冗談じゃないんだって……」

　その線なら朝起きる度に僕が疑ったさ。

　でも、毎朝お姉さんと顔を合わせる度に現実だと実感させられる。

「冗談じゃないとしたらなおさらやばい。孤独な一人暮らしが長すぎて、いよいよ現実と妄想の区別がつかなくなったのか……いい病院でも紹介しようか？」

「失礼だよ！　僕は至って正常だから！」

　だからそんな哀れな目を向けないで。

「金曜日の夜のニュースでさ、父さんが海外を取材中に過激派集団に捕まって行方ゆくえ不明になったってニュースが流れたんだけど、輝翔も見た？」

「ああ。見たよ。おまえの父さんも相変わらずだな」

「相変わらずで勝手に捕まるのは別にいいんだけど、ニュースで報道されたせいでバイト先の店長に知られちゃって、保護者不在を理由にクビになってさ。しかも家に帰ったら父さんが家賃を滞納していたせいで立たち退のくことになって……一晩にして家も仕事も失ったんだ」

「ひ、悲惨だな……」

　輝翔は食欲が失せたような表情を浮かべて弁当を置く。

　なんかごめん。

「路頭に迷いかけて公園で困り果てていたら、いつもバイト先に買い物に来ていたお姉さんに声をかけられて、よかったら部屋においでって誘われたんだよ」

「バイト先のお姉さんって、瑛太がよく言ってた綺麗きれいなお姉さんだよな？」

「うん。その人」

「マジかよ……」

　僕は輝翔にお姉さんの話を何回かしたことがある。

　僕が少しだけ憧あこがれていたことも含めて。

「でも、お姉さんとは別に知り合いってわけでもなかったんだろ？　いくら路頭に迷いかけるからって、なんでいきなり部屋においでって話になるんだ？」

「なんか……僕を専業主夫にしたいらしくて」

「……専業主夫？」

　それまで僕の突拍子もない話を理解しようとしてくれていた輝翔だけど、『専業主夫』という言葉を口にした瞬間、眉まゆをひそめて理解に苦しむと言わんばかりの表情を浮かべた。

　うん。僕も他人事ひとごとだったら同じ顔をしていたと思うよ。

「おまえ、なに言ってんの？」

　なに言ってんだろうね、本当。

「そんなわけで、金曜日からお姉さんのお部屋でお世話になってるんだ」

　僕がそう話を締めくくると、輝翔はしばらく呆然ぼうぜんとした後。

「羨うらやましいだろおおぉ！」

　突然叫ぶと同時、身を乗り出して僕に詰め寄る。

「じゃぁあれか？　一生養やしなってくれるだけじゃなく、お姉さんと一緒にご飯食べたり、お姉さんと一緒にお風呂ふろ入ったり、お姉さんと一緒のベッドで寝たりしてるのか!?」

「一緒にご飯は食べてるけど、それ以外はしてないって！」

　本当は大正解なんて口が裂けても言えない。

「それでさ、これからどうしようか悩んでるんだ」

「どうしよう？」

　輝翔は頭に疑問符を浮かべる。

「どうしようもこうしようも、そんな男子高校生にとって幸せ以外のなにものでもない生活になにを困るっていうんだよ。綺麗なお姉さんが養ってくれる……つまり、生活を面倒見てくれるってことだろ？　専業主夫にしたいってのだって、家事が得意な瑛太なら問題ないどころか適任だろうし、お言葉に甘えまくる以外の選択肢なんてないだろ」

　輝翔は心底羨ましそうに言い切る。煩悩ぼんのうに素直なのがすごい。

　僕もそのくらい素直に生きられたら楽しめるだろうに。

「でも、なにがあるかわからないし、ずっとこのままってわけにもさ」

　僕がそう答えると、輝翔は首を小さく横に振り。

「瑛太はいろいろ難しく考えすぎなんだよ」

　やれやれって感じで嘆息気味に口にする。

「家庭の事情で堅実に生きたいっていうのもわかるけど、大人になったら嫌でもそうしなきゃならないんだ。若い時くらい適当にしてたっていいと思うけどな」

　適当に……そう言われてもなぁ。

「まぁそんなわけで、お姉さんを紹介してくれよ」

「どんなわけで!?」

「親友として、瑛太がどんな人にお世話になってるのか知っておかないとな。どこの誰だれだかちゃんと知っておかないと、それこそなにかあった時に助けてやれないだろ？」

　輝翔は理解を示すようなことを口にするけれど、ただお姉さんに興味があるだけだろ。

「機会があればね。僕一人のことじゃないからさ」

「なんだよ水臭いな。まぁいいけどさ」

　そう言って意外とあっさり引き下がった。

　輝翔のことだから、もっと食い下がると思ったけど……。

「なにかあったら相談しろよ」

　僕はお弁当の残りを食べながら、これからのことを考えていた。





ω






　学校を終えた僕は、スーパーに寄り食材を買ってマンションに帰った。

　お姉さんから貰もらったスペアのカードキーでドアのロックを解除して中に入ると、コンシェルジュは休みらしく不在だった。

「お姉さんはまだ帰ってないか……」

　部屋に着き、食材を冷蔵庫にしまってリビングで一息つく。

　今日は学校に行く前に掃除と洗濯は済ませたから、やることは料理くらい。

「……洗濯物は乾いたかな」

　料理の下準備の前に、ベランダに干してある洗濯物を取り込もうと思った時だった。

　部屋にインターホンの音が鳴り響く。

「ん？　誰か来た……？」

　ソファーから立ち上がり、玄関に向かってドアを開ける。

　すると、まさかの光景が目に飛び込んできた。

「遊びに来たぞー♪」

「え……」

　目を疑う。そこにはニヤニヤした輝翔の姿があった。

「お邪魔しまーす」

「な、なんで輝翔がここに──？」

　部屋に上がろうとする輝翔の肩を摑つかんでとめる。

「どうやって入ってきたの？」

　オートロックだから部屋で開錠しないと中には入れないはずなのに。

「ここまでは瑛太の後をついてきたんだ。入口は配達の人の後に続いて入って、部屋は郵便受に瑛太の名字があったから、ここだろうと思って来たらビンゴだった」

　郵便受け……そういえば、お姉さんが僕の名字も入ったものに付け替えたって言ってたな。お姉さんの名字と僕の名字が一緒に入っている表札を楽しそうに作っていたっけ。

　そこでバレるなんて……。

「んじゃ、お邪魔していい？」

「……お姉さんが帰ってくる前には帰ってよ」

　家主やぬし不在で申し訳ないと思いながら、諦あきらめて輝翔を中へ通そうとした時だった。

「ちょ、ちょっと待ってて！」

　僕は輝翔を廊下に待たせてリビングに戻る。

　ついさっき、僕は洗濯物を取り込もうとしていた。つまり今、ベランダにはお姉さんの洗濯物も干してあるわけで、そこにはあの派手な下着も例外なく一緒に干されている。

　さすがに輝翔に見せるわけにはいかない。下着だけでも隠さないと。

　慌ててベランダに出てお姉さんの下着を取り、とっさにお尻しりのポケットにしまう。

「お待たせ！　もう入っていいよ！」

　僕が声をかけると、輝翔はドアを開けてリビングに入ってきた。

「へえー。いい部屋だな」

　輝翔はソファーに座り部屋を眺めながら口にする。

　僕は何事もなかったかのように隣に座った。

「お姉さん、何時に帰ってくるんだ？」

「わからない」

「仕事はなにしてんの？」

「……なんだろう。聞いてないや」

　たぶん夜のお仕事なんて言えない。

「わからないことばっかりだな」

「まだ一緒に住んで四日目なんだから知らないことの方が多いって」

　僕はそう言って言葉を濁す。

「そりゃそうか。早くお姉さん、帰ってこないかな～」

　輝翔はお姉さんに会うまで帰る気はないらしい。

　まいったな……別にお姉さんに会わせるのが嫌なわけじゃないんだ。

　輝翔に相談をした時から、いずれお姉さんに会うことになってもいいと思っていたし、輝翔の言葉じゃないけれど、なにかあった時に事情を知る人がいた方がいいのも事実。

　ただ、許可もなく部屋に上げたことや、お姉さんが僕の友達に会うのが嫌じゃないか心配なんだ。なんの説明もなく部屋に知らない人がいたらびっくりするだろうし……。

　今日のところは、お姉さんが帰宅する前に帰って欲しい。

「ねぇ輝翔。お姉さんに会うのはまた今度──」

　なんとか帰ってもらおうと口にした瞬間だった。

「ただいま～。瑛太くん、帰ってるの？」

　聞きなれた声が玄関から響いてきた。

　帰ってきてしまったか……僕は諦めながら玄関へ向かい、お姉さんを出迎える。

「お姉さん、お帰りなさい……」

「ただいま。あれ？　見慣れない靴があるわね」

「実は……友達が来ていて」

「お友達？」

「すみません。勝手に部屋に上げて……」

　僕は怒られる覚悟で正直に口にする。

　するとお姉さんは、怒るどころか笑顔を浮かべた。

「気にしなくていいのよ。ここはもう瑛太くんのお家うちでもあるんだから。それにお姉さんも瑛太くんのお友達がどんな人か興味あるし、紹介してくれるかしら？」

　なんだか助かったというか、救われた気がした。

　僕はお姉さんとリビングに戻り輝翔を紹介する。

「僕の友達で、萩原輝翔です」

「はじめまして。萩原……で……す？」

　どうしてか？　輝翔が不思議そうにしていた。

「こちらこそ、はじめまして。いつも瑛太くんがお世話になっています」

　お姉さんは笑顔を浮かべながら頭を下げる。

「輝翔、どうかした？」

「いや……ちょっと驚いただけだ。たぶん人生で一番レベルで……」

　なんでそんな驚くのさ。

「そうだ。せっかくお友達が来てくれたんだし、なにか食べるものでも頼みましょう。ピザでもお寿司すしでも好きなものを言って。輝翔くんも食べたいものとかあるかしら？」

　お姉さんはスマホを取り出して注文をしようとする。

　すると輝翔はお姉さんを手で制し。

「今日は瑛太の親友として、お世話になっている女性がどんな人か気になって会いにきただけです。すぐに帰りますので、おかまいなく」

「そう……？」

　お姉さんは残念そうに声のトーンを落とした。

「そうだ。お近づきのしるしに、お姉さんにお土産みやげを持ってきたんです」

「お土産？　私に？」

　すると輝翔は鞄かばんからなにやら取り出し。

「これ、瑛太の小学校の時の写真です」

「いやあああああああああああぁぁ！」

　お姉さんが悲鳴を上げながら写真を手にする。

「なにこれなにこれ!?　可愛かわいい！　天使なの!?」

　隣から写真を覗のぞくと、僕が運動会で走っている写真だった。

　最近は落ち着いていたお姉さんだったけど、まるで出会った初日のような──いや、それを遥はるかに超えるオーバーリアクション。写真を手にして食い入るように見つめている。

　なんだろう……お姉さんは興奮すると子供っぽくなるらしい。

「輝翔……なんでこんなもの持ってるんだよ」

「スマホにあったから、近くのコンビニで印刷してきたんだ。ご挨拶あいさつに来る時は、手土産の一つも持ってくるもんだろ？」

「そうじゃなくて……なんでよりにもよって僕の写真なの？」

「お姉さんならきっと喜んでくれると思ってな」

　その推測は大正解みたいだけど、さすがに恥ずかしいからやめて欲しい。

「輝翔くん！　本当にこれ、貰っていいの!?」

「もちろんです。なんなら次に来る時は、中学時代の写真も持ってきましょうか？」

「ぜひ来て！　明日にでも来て！」

　お姉さんは輝翔の手をがっしり握って懇願こんがんする。

　あ、僕以外の男に触っても気絶しないんだ。

「今日はこのくらいで失礼します。瑛太のこと、よろしくお願いします」

　輝翔はそう言って玄関に向かっていく。

「お姉さん、輝翔をロビーまで送ってきます」

「うん。輝翔くん、またいつでもおいでね！」

　手を振るお姉さんに見送られ、僕らは部屋を後にした。

　二人でエレベーターを待っていると輝翔がなにやら言いたそうにしている。

「なに……？」

「いや、まさか瑛太が憧れの人にお世話になってるとは思わなかったわ」

「憧れの人？」

「だろ？　いや～さすがに俺おれもビビったわ」

　どういう意味だろう。

「まぁ……確かにコンビニで見かけていた頃から憧れてはいたけどさ」

「俺が言ってるのは、そういう意味じゃなくてだな」

「そういう意味じゃなくて？」

　僕が答えると、輝翔は不思議そうな顔をする。

　なんだろう。微妙に話がかみ合っていない気分。

「……まぁいいや」

　すると輝翔は、なにかを察したように言葉を濁した。

　微妙に含み笑いをしているのが気になる。

「羨ましいな～。俺も綺麗なお姉さんに養われたいわ～」

「気楽に言ってくれるよ。養われるのも大変なんだから」

　そんな会話をしているうちにエレベーターはロビーに到着。

　僕はマンションの入口まで輝翔を見送る。

「今日は突然押しかけて悪かったな」

「いいよ。結果的に、お姉さんも喜んでくれたみたいだし」

「安心したよ。お姉さん、良い人そうでよかったな」

「うん……良い人なのは間違いないと思う」

「でも気をつけろよ。大人のお姉さんが未成年と一緒に住んでいるなんて、他の奴にばれたらまずいだろ。悪意のある見方をすれば、未成年の誘拐と変わらないんだから」

　未成年の誘拐──その言葉にはっとさせられる。

　僕もお姉さんも同意の上とはいえ、事情を知らない人からすればそう見えても仕方がないのかもしれない……そういえば、朱音あかねさんからもそんなことを言われたっけ。

　あの時は慌てていたから気に留めてなかったけれど、よくよく考えればそうだろう。

「なにかあれば相談に乗るから遠慮なく言えよ」

「うん。ありがとう」

　手を振って去っていく輝翔を見送る。

　僕は輝翔の言葉について考えながら部屋に戻った。







「……」

　部屋に戻って最初に目にしたのは、僕の写真を抱きしめながら悶もだえているお姉さんの姿だった。ソファーの上で声にならない声を上げながら足をバタバタさせている。

「戻りました」

「瑛太くん、おかえり」

　お姉さんは慌ててソファーに座り直し、髪を整えて平静を装う。

「お、お姉さん、取り乱しちゃってごめんなさい。小さい頃の瑛太くんがあまりにも可愛いすぎて、思わずテンションが上がってしまったみたい」

「あ、ありがとうございます……」

「でも輝翔くん、いい子みたいでよかったわね。ああしてはっきりと『親友』と言ってくれる人なんて、そうそういないものよ。そういう付き合いは大切にしていかないとね」

「そうですね……」

　輝翔がそう言ってくれるように、僕も輝翔のことは親友だと思っている。

　今日だってこうして来てくれたのは、お姉さんに対する興味だけじゃなくて僕を心配してくれていたのもあるんだろう。どっちのウエイトが大きいかは置いておいて。

　そう思うと、輝翔には感謝している。

「ところで瑛太くん、他に昔の写真とかはないの？」

　お姉さんは目を輝かせて尋ねてくるんだけど……。

「実は僕、自分の写真はほとんど持ってないんです」

「え……？」

　お姉さんは驚いた様子で言葉をなくす。

「お母さんはいませんし、父さんはあんな感じですから、幼い頃から学校行事とかいつも独りで、家族で出かけたりしたこともありません……仲の良かった輝翔の家族に混ぜてもらっていたんです。だから、僕より輝翔の家族の方が僕の写真を持ってると思います」

「そう……ごめんなさい」

　お姉さんは困った様子で目を伏せる。

「気にしないでください」

　小学校の頃は、家族が傍そばにいないことを気にしていた時もあった。

　だから輝翔の家族には救われていたし、すごく感謝している。

　でも、中学校になって自分の境遇を受け入れてからは、気にするだけじゃなく希望を持つようにもなった。いつか大人になったら、みんなみたいな普通の家庭を築くんだって。

　少なくとも、いつか生まれてくる自分の子供には同じ思いをさせたくない。

　それからだ……僕が堅実な人生を歩みたいと思うようになったのは。

「……お姉さん？」

　僕が物思いにふけっていると、お姉さんはクローゼットをがさごそしていた。

　しばらく頭を突っ込んでお尻をふりふりした後、なにかを手にして戻ってくる。

「瑛太くん見て」

「……カメラ、ですか？」

　手にしていたのは、とても高そうなカメラだった。

「前に少しだけカメラにはまってた時期があってね、その時に一式揃そろえたの。今度からお出かけする時はこれを持って行って、一緒にたくさん思い出を撮りましょう」

　カメラを手に、そう口にするお姉さんの言葉に胸の奥を摑まれたような気がした。

　まるで僕の足りないものを埋めてくれるような優しさに、目の奥が熱くなるのを我慢することができなかった。

「瑛太くん？　ど、どうしたの？」

　必死に堪こらえたけれど、わずかに目がかすんでしまったらしい。

　気付いたお姉さんがカメラをソファーに投げて僕に歩み寄る。

「すみません。なんか嬉うれしくて……」

「瑛太くん……」

「そんなふうに言ってくれる人、いなかったので」

　不意に、僕の身体が優しく包まれる。

　何度目かの、お姉さんの香りだった。

「これからは、お姉さんと普通の家族みたいなことをたくさんしようね」

　その言葉で、心の中のなにかが決壊したダムのように流れ出る。

　僕はお姉さんにばれないように、必死にそれを塞せきとめていた。

「お姉さん……？」

「なに？」

　しばらくして声をかけると、意外なことに返事が返ってきた。

「気絶……してませんね」

「ふふふっ」

　僕を抱きしめているのに、お姉さんが平気そうにしている。

　いつもなら僕を抱きしめたまま気絶しているのに。

「瑛太くんに直接触らないように、細心の注意を払っているもの」

「両手の数以上も気絶してから言われても説得力ないです」

　声のトーンからドヤ顔で言っているのがわかる。

　でも、そんなお姉さんがちょっとだけ微笑ほほえましい。

「ありがとうございます」

　僕はそう言ってお姉さんの身体をそっと離す。

　なんだかお姉さんのキャラクターがよくわからなくなる時もあるけど、どっちでもいいや。クールなお姉さんでも、無邪気なお姉さんでも、向けてくれる笑顔に偽りはない。

「じゃぁ僕、晩ご飯の支度したくに取りかかりますね」

「え？　さすがにちょっと早いんじゃない？」

「今日は本気で作ろうと思います」

　お姉さんの気持ちは本当に嬉しい。でも、僕にできることは家事くらい。

　やっぱりお姉さんの希望である専業主夫にはなれないけれど、できることを一生懸命やることで応こたえたい──そう思い、さっそく取りかかろうとキッチンに向かった時だった。

「あれ？　瑛太くん、お尻のポケットに入っているのって……」

「ポケット……？」

　お姉さんがおもむろに手を伸ばし、僕のポケットからそれを取る。

「「あ……」」

　それは、輝翔に見られまいと慌てて隠した派手な下着だった。

「瑛太くん……これ……」

「ち、違うんです！　これは隠そうと──」

　ダメだ。なにを言っても言い訳だ。

「やっぱりこういう下着が好きなのね……」

　お姉さんは顔を赤くしながらも、確信に満ちたような顔を浮かべる。

　なんだろう……ものすごく間違った理解をされている気しかしない。

「わかったわ──瑛太くんがご飯を作ってくれている間、下着屋さんに行ってそのシリーズを全部買ってくる。それはあげるから、瑛太くんの好きに使っていいからね！」

「え、いや、待ってください──」

「行ってきます！」

　とめようと伸ばした手は行き場をなくし、お姉さんはバッグを手に部屋を出ていく。

　そんなこんなで、お姉さんから派手な下着を貰ってしまった。

　ど、どうしようこれ……。










◇お姉さんの日記◇




　今日は瑛太くんのお友達の、輝翔くんが遊びに来てくれた。

　しかも、瑛太くんの小学校の頃の写真をお土産にくれたの！


　ああぁ～……可愛いよぉ～……天使すぎるううぅ！　この写真を見ているだけで二十四時間どころか七十二時間働ける自信がある！　エナジードリンクより効果あるよ！



　今度来るときは中学校時代の写真を持ってきてくれるって言ってたし……楽しみだなぁ。

　でも……瑛太くん、大丈夫かな？　急に泣いちゃうなんて驚いたな。

　ずっと一人だったんだもんね……辛つらかっただろうし、羨ましかっただろうね。よし……今度から瑛太くんが寂さびしい思いをしないように、学校行事はかかさずお姉さんが行こう！

　それと、瑛太くんにあげたあの下着……瑛太くんもお年頃としごろだもんね。

　お姉さんらしく、その辺も理解してあげなくちゃね！
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　数日後のお昼休み、僕は教室で数冊のフリーペーパーを眺めていた。

「うーん……」

「どうした瑛太えいた？　渋い顔して」

　輝翔きしょうがパックのコーヒーを飲みながら、前の席に座ってフリーペーパーを覗のぞき込む。

「アルバイトを探してるんだ」

「ああ、コンビニの代わりに？」

「うん。いつまでお姉さんのお世話になれるかもわからないし、いざという時に先立つ物はお金だからさ。新しい生活にも慣れてきたし、そろそろ探そうと思って」

　そう思ったのは、輝翔の忠告もあったから。

　僕がお姉さんと一緒に住んでいるのは、事情を知らない人から見たらおかしな状況かもしれない。いや、事情を知っていたとしても決していい関係には見えないだろう。

　当人たちが良いと思っていても、周りがどう思うかは別なんだ。

　お姉さんとの生活は、正直言って楽しい。

　最初は困ったことも多かったけれど、誰だれかと一緒に過ごすことがこんなに楽しいとは思わなかった。できることなら、少しでも長くこの生活が続いて欲しいとも思う。

　でも──いつこの生活が終わるかはわからない。

　お姉さんに迷惑がかかるようなら、僕は出て行かなくてはいけない。

　いつか訪れるかもしれないその時のために、アルバイトを始めようと思っていた。

「堅実な瑛太らしいな。俺おれだったら骨の髄までお世話になりまくるけど。専業主夫なんて現代社会における男の理想の就職先だろ？　お姉さんなら人生数回はやり直せるくらい稼ぐだろうし、一生と言わずに来世でも養やしなって欲しいくらいだわ」

　輝翔は心底羨うらやましそうに口にする。

　たしかにお姉さんの財力は底知れないけれど、あれ……？

　僕、輝翔にお姉さんがお金持ちって話をしたかな？

「でもさ、前のバイト先をクビになった理由は保護者不在だったんだろ？　親父さんは行方ゆくえ不明のままなんだから、新しく探したって採用してもらえないんじゃないか？」

「それはそうなんだけど、その辺は数打ちゃ当たる作戦でいこうと思う。手当たり次第受ければ一つ二つくらいは、その辺を気にせず雇やとってくれるところもあると思ってさ」

「なるほどな」

　それでも大半は同じ理由で断られるだろうけど、あまり事情に突っ込んでこないアルバイト先を見つけられればいいなと思っているから職種には拘こだわっていない。

「俺も探すの手伝ってやるよ」

　輝翔はそう言いながらフリーペーパーの一冊を手に取る。

「ありがとう。助かるよ」

　そんな感じで、僕と輝翔は昼休みを使ってアルバイト先の候補を絞って行った。





ω






　それから数日、僕と輝翔はいくつかのアルバイト先に目星をつけた。

　コンビニの別のチェーン店、スーパー、ラーメン屋、配達業者の荷物の仕分けなど。

　高校生が学校後にできるアルバイトとなると募集も限られていたけれど、とりあえずその辺りで候補を絞り、僕は手当たり次第に電話をかけていく。

　すると、地元の小さなスーパーが募集しているらしく、翌週に面接日をセッティングしてくれた。

　そして週が明けた水曜日、僕は学校帰りにスーパーに立ち寄っていた。

「よし……」

　人生で二度目のアルバイト面接。

　緊張しながら中に足を踏み入れ、サービスカウンターのおばちゃんに声をかける。

「あの……アルバイトの面接をお願いしている一ノ瀬いちのせと申します」

「ああ、はいはい。少々お待ちくださいね」

　おばちゃんは軽い感じで返事をした後、カウンターに置いてある受話器を取る。

　電話越しに会話をしてから受話器を置き、僕に向き直って笑顔を浮かべた。

「こちらにどうぞ。ご家族の方は先にいらしているそうです」

「……ご家族の方？」

　なにを言っているんだろうか？

　緊張もあって、深く考えもせずに事務所に通されたんだけど。

「失礼します──!?」

　ドアを開けた瞬間、まさかの光景に目を疑った。

「瑛太くん、こっちよ」

「お、お姉さん……？」

　どうしてか？　面接官と思われるおじさんの前の席に、お姉さんが座っていた。

　白いブラウスにロングスカート姿。長い髪は綺麗きれいにまとめてアップにしている。お化粧も落ち着いた色合いで、いつも以上に上品な雰囲気のお姉さんだった。

「どうしてお姉さんが……ここに？」

　なにが起きているのか理解できない。

「一ノ瀬さんですね、こちらにどうぞ」

　呆然ぼうぜんと立ち尽くしていると、面接官のおじさんが優しい笑顔でソファーに座るように促してくれる。未いまだなにが起きているかわからないまま、僕はお姉さんの隣に腰を掛けた。

「お茶を淹れてくるので、少し待っていてください」

「あ、ありがとうございます……」

　おじさんが離席しているうちに、僕はお姉さんに尋ねる。

「えっと……どうしてお姉さんがいるんですか？」

「瑛太くんが心配でね。お姉さんも同席しようと思って」

「いやでも、どうして僕がここの面接を受けるって知ってるんですか？」

「瑛太くんのお部屋にフリーペーパーが置いてあったのを見かけたの。そこに丸を付けて日時が書いてあったから、たぶんそういうことだろうと思って」

　電話をした時に書き込んでおいたメモを見たのか。

　だからって、まさか面接についてくるなんて……。

「アルバイトなんてしなくても、お姉さんがいつまでも養ってあげるけれど……それでも瑛太くんがお仕事をしたいって言うなら、お姉さんも全力で応援してあげるからね！」

　お姉さんは胸元むなもとで小さくガッツポーズをする。

　……なんだかとても頭が痛いような気がする。

「お待たせしました。ではさっそく始めましょうか」

　おじさんは戻ってくると、僕にお茶を差し出してソファーに座った。

「本人以外が同席してすみません……」

「いえいえ。ご家族の方が心配されるお気持ちもわかりますし、気にされないでください」

　家族じゃないって言ったら問題なんだろうな……。

　お姉さんが身内だと勘違いしてくれているうちに、なんとしても面接をそつなくこなして採用を勝ち取らなければならない。なんだか緊張しすぎて冷や汗かいてきた。

「電話でも少し伺うかがいましたが、一ノ瀬さんは高校生でしたよね」

「はい。地元の夜兎原やとはら高校に通っています」

「では、平日は学校が終わってからを希望ですか？」

「はい。夕方から九時頃ごろまで働けたらなと思っています」

　面接官は話しながらメモを取っていく。

「これまで他でアルバイトのご経験は？」

「コンビニのバイトを一年ほど──」

　言いかけた時だった。

「平日は三日間、夕方の五時から夜の十時まで、土日はフルタイムでアルバイトを頑張っていました。レジ打ちだけではなく、品出しや発注業務も担当していて、特に瑛太くんが掃除した後のトイレは綺麗でとてもとても快適で使いやすく、女性のお客様からも好評で──」

「「……」」

　どう言うわけか、僕の担当業務をお姉さんが全部喋しゃべってくれた。

　ていうか、なんでそんなに詳しいの？

「そ、そうですか」

　おじさんの笑顔が微妙に引きつっている。

「他になにか得意なことなどはありますか？」

「そうですね……家事は一通り──」

「どころかプロのお手伝いさん並みに万能です。掃除洗濯はもちろん、料理はプロのシェフも裸足はだしで逃げ出すほどの腕前で、今すぐお店を構えられるレベルといっていいでしょう。レジだけでなく惣菜、鮮魚など、どこの部署でも即戦力として活躍できることをお約束します」

「ちょ、ちょっとお姉さん！」

　いや待って、本当に待って。

「僕が聞かれてるんですから、お姉さんが答えちゃだめですって」

　するとはっとしたのか、お姉さんはしゅんとして肩をすぼめる。

「ごめんなさい……でもお姉さん、瑛太くんが合格できるように少しでも協力したくて……」

　その気持ちは嬉うれしいけれど、これじゃ誰の面接かわからない。

「ま、まぁ得意なことがあるのは素晴らしいことでしょう」

　おじさんはやっぱり苦笑いを浮かべて口にした。

「ところで──」

　その時だった。

「お二人は姉弟ですか？　少し歳としが離れているように見えますが」

　さすがにお姉さんを不審に思ったんだろう。

　最もされたくない質問が僕たちに突きつけられる。

「えっと……」

　なんとかしてごまかさないと──と思う間もなく。

「姉弟ではありませんが、私は瑛太くんのお姉さんです」

　お姉さんが真顔でそう答え、僕は思わず頭を抱える。

　その返答、事情を知らない人が聞いたら意味不明すぎる。

　事実、おじさんは思いっきり不思議そうな顔で首を傾かしげた。

「ご家族ではないのですが？」

「家族ではありませんが、私が瑛太くんを養っています」

　もうだめだ……終わった気がする。

「一応、就業いただくに当たって親権者様の同意をいただかないといけないんですが」

「だから、私が親の代わりに──」

　そこまで言いかけて、僕はお姉さんを制止した。

「事情がありまして、すぐに親の同意は難しいんです」

「そうですか……でしたら残念ですが、うちでは採用できないですね」

「後から……用意ができ次第、同意書を提出するわけにはいきませんか？」

　僕が尋ねると、おじさんは困った様子で首を横に振った。

「そうですか……」

　仕方がない。ここは諦あきらめよう。

　そう思った時だった──。

「どうにかなりませんか？」

　お姉さんが身を乗り出してお願いをする。

「こればっかりは規則ですので」

　それでもお姉さんは引き下がらない。

「そちらのご事情は理解していますし、無理を承知でお願いしています。親の援助がない若い男の子が、それでも自立しようと頑張っているんです。そんな子を応援するためと思って、目をつむっていただくことはできませんか……？」

　切実に頼み込むお姉さんを見て、おじさんは困惑した様子だった。

「お願いします……」

　お姉さんは深々と頭を下げる。

「お気持ちは察します……」

　すると、おじさんは申し訳なさそうに口にする。

「私たちとしても労働力は必要です。年々働き手も減っていて、パート従業員の年齢も上がっています。若い学生を積極的に雇いたい気持ちはあるんですけどね……」

　最後の一言で、おじさんの本音が見えた気がした。

「お力になれずに申し訳ありません」

　お姉さんも事情を察したんだろう。

　それ以上、無理を言うようなことはしなかった。

「お姉さん、もういいですから」

　僕はお姉さんに声をかけて立ち上がる。

「お時間を取らせてしまい、申し訳ありませんでした」

「いえ、またご縁があれば来てください。その時は歓迎します」

　僕は頭を下げて、お姉さんを連れてその場を後にした。











☆お姉さんの日記☆






　面接官の人の気持ちもわかるけど……未成年がお仕事するって、いろいろ大変なんだな。

　瑛太くんは頑張りたいって気持ちがあるのに働けないなんて……。

　親権者がいないからできないこと、調べてみたら思った以上にたくさんあった。これからの瑛太くんの未来を考えたら、ちょっとだけ可哀想かわいそうになってきちゃった。

　お姉さんがいれば、瑛太くんの未来はなにも心配なんていらないけれど、頑張ろうとしてる瑛太くんのことは応援したい。だから、お姉さんになにができるか調べてみたの。

　そうしたらなんと、一つだけ方法があったの！　やったね！

　これならきっと、瑛太くんも喜んでくれるはず♪

　瑛太くん、楽しみにしててね……えへへっ。
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「あのおじさん、頭が固すぎるわ」

　スーパーを出てすぐ、お姉さんは納得がいかないらしくプリプリしていた。

　まるで水揚げされたハリセンボンみたいにほっぺを膨ふくらませているんだけど、素の顔が綺麗きれいなのであんまり怒っているように見えない。むしろちょっと可愛かわいいくらい。

「仕方ないですよ。むこうにも事情がありますし」

　それでもお姉さんは不満そうに『うぬぅ……』と唸うなる。

「お姉さんだって察したから、あれ以上はなにも言わなかったんですよね？」

「それはそうだけど……そんなこと、黙っていればわからないじゃない？」

　いい大人がそれを言っちゃダメな気がする。

「ごめんね、瑛太えいたくん……お姉さんの力が足りないばかりに……」

「そ、そんなことないですよ！　謝らないでください」

　お姉さんはなにも悪くないし、あのおじさんだって悪くない。

　しゅんとしてしまったお姉さんを必死に元気づける。

「僕、嬉うれしかったんです」

「嬉しかった？」

　お姉さんは不思議そうに僕を見つめる。

「誰だれかが自分のためにあんなふうに言ってくれたの、初めてだったので……」

「瑛太くん……」

　なんだか口にしておいて少しだけむず痒い。

　でも、この気持ちはちゃんとお姉さんに伝えたいと思った。

「お姉さんも協力するから、帰ったら別のアルバイトを探しましょう」

「ありがとうございます。でも、やっぱり親がいないと難しいんですね。アルバイトだけじゃなくて、大学に進学するのだって保護者はいるでしょうし、部屋を借りるのだって保証人が必要でしょうし……成人するまでこの状況が続くと思うと困りますよね」

　父さんがいつ帰ってくるかわからない状況では、その辺も考えておかないといけない。

「大丈夫よ。なんとかなるし、なるようにしかならないから」

　お姉さんは軽い感じで口にする。

　輝翔きしょうじゃないけれど、僕は堅苦しく考えすぎなんだろうか。

　二人を見ているとそんなふうに思わなくもない。

「なんとか……なりますかね」

「なるなる。お姉さんに任せておいて」

　任せた結果が進学も就職もせずに専業主夫だったりしたら困るけど……。

　そんなことを思っていた時だった。

　向こうからこちらに向かってくる人の流れの中に、見慣れた姿を見つけた。

「え……朱音あかねさん!?」

　思わず足がとまる。視線の先には、制服姿の朱音さんの姿があった。

　まずい。このままだとすぐに朱音さんと鉢合わせしてしまう。どうしてお姉さんと一緒の時ばっかり出くわすんだろうか……いや、そんなこと考えている場合じゃない。

「お姉さん、ちょっと」

「え──？」

　お姉さんの背中を押して路地裏に逃げ込む。

　身を隠す直前、朱音さんと目が合ったような気がした。

「瑛太くん、こんな人気ひとけのないところにお姉さんを連れ込んでどうするつもり？」

「朱音さんが向かってきていたから逃げようと思ったんですけど……」

　この路地裏は行き止まりになっていて通り抜けができなくなっている。

　どうしよう……二人で一緒にいるところを見られたら、また面倒なことになりかねない。

　こうして考えている間にも朱音さんはこちらに向かっているはず。

　見つかるのも時間の問題──僕がどうしたらいいか悩んでいると。

「瑛太くん、壁際にしゃがんでくれる？」

　お姉さんが唐突に口にした。

「しゃがむって……それより早く逃げないと」

「大丈夫だから、言う通りにして」

「……こ、こうですか？」

　言われるままに壁に背を付けてしゃがんだ瞬間だった。

　突然、僕の視界が暗闇くらやみに包まれる。

「じっとしててちょうだい」

「？　？　？」

　なんだ？　なにが起きたんだ？

「あら──？」

　僕が混乱していると、聞きなれた声が響いてきた。

「瑛太君の姿が見えたと思ったんですが……」

　聞き間違えるはずもなく、それは朱音さんの声だった。

「あなた、駅前広場で瑛太君と一緒にいた人ですよね？」

「そういうあなたは、いつぞやのコスプレ警官じゃない」

「その呼び名はやめてください！」

　しょっぱなから煽あおっていくお姉さん。

「瑛太君をどこに隠したんですか？」

「どこに隠したもなにも、初めから私一人だけど」

「噓うそを吐つかないでください。確かにこの目で見ました」

　お互いに牽制けんせいしあうような口調で言葉を交わす。

　そんなやり取りを聞いているうちに、徐々に目が慣れてきた僕。わずかに透ける陽ひの光と、お姉さんの声が頭上から聞こえることで、ようやく自分が置かれている状況を理解した。

　こ、ここは──お姉さんのロングスカートの中!?

　さらに目が慣れてくると、僕の眼前には紺色の布らしきものが目に留まる。

　近すぎてピントが合わないんだけど、これはもしや……例の派手な下着の色違いでは？

「正直に言ってください。瑛太君はどこですか？」

　するとお姉さんが一歩下がり、僕の顔がお姉さんのお尻しりと壁に挟まれる。

　まさに前門の尻と後門の壁──顔は柔らかいのに、後頭部が押し付けられて痛すぎる。

　しかもお姉さんは必死に隠そうとしてくれているらしく、両手を後ろに回して僕の頭を押さえつけるんだけど、そのせいでお尻から顔を離そうにも離せない。

　顔が幸せすぎて、もっと隠して欲しいなんて思ってないから。

「だからいないって言ってるでしょう？　仮に瑛太くんがいたとしても、私と瑛太くんの関係はあなたには関係のないことよ。詮索せんさくしないでくれるかしら？」

「あなたが本当に瑛太君の身内の方なら、詮索せずにお任せします。それが瑛太君にとって一番ですから。ですが、あれから改めて瑛太君の家族について調べ直したところ、やはり身内に女性はいませんでした。あなた、いったい何者なんですか？　瑛太くんとの関係は？」

「誰がなんと言おうと私は瑛太くんのお姉さんよ。あなたみたいに真っ当な生き方をしている人に、複雑な家庭の事情なんてわからないでしょうね……！」

　ちょっと待ってお姉さん。複雑な家庭環境とか、無駄に設定を盛るのはやめてもらっていいですか？　あとから責任が取れる気がしないんだけど。

「別に……真っ当な生き方なんてしてきていませんよ」

　すると朱音さんは、少し声を落としてつぶやいた。

「瑛太君ほどではないにしろ、わたしも子供の頃はいろいろありました。だから、同じような子供たちの力になれたらと思って少年課の警察官になったんです。あなたの言うように職務を口実にして、下心だけで瑛太君を気にかけているわけじゃありません」

　どんな顔で言っているかはわからない。

　だけど、その言葉はどこか切実に響く。

「他人のあなた相手に、なにを言ってるんでしょうね……忘れてください」

「忘れてあげてもいいけれど……こんな格好をしている人が言っても説得力ないわよね」

「そ、それをどこで……！」

　朱音さんは驚きに声を無くす。

　いったいなんの話だろう？　そう思っていると。

「あなた本当にコスプレイヤーだったのね。ネットで調べたらこの手の画像がたくさん出て来たわ。しかもこれ……まさか、こんな格好で瑛太くんを誘惑しようとしているんじゃ……」

「さすがにもう少し大人し目の衣装にする予定です！」

　お姉さんがスマホでコスプレ画像を表示しているんだろうか？

　どうしよう。ちょっと見てみたい気もする。

「と、とにかく……話は近くの交番で聞かせてもらいますので同行をお願いします」

　朱音さんがそう口にした次の瞬間、なにかを叩たたくような音が響く。

「同行はしないって言ってるでしょう？　気安く触らないでくれるかしら？」

「あなた……本当に公務執行妨害で逮捕されたいんですか？」

　朱音さんが連行しようと伸ばした手を、お姉さんが叩いて拒否した音らしい。

　一触即発の空気が流れる。

「あなたにも事情があるんでしょうけれど、これ以上、私と瑛太くんに関かかわろうとするのなら言い逃れできないほどの証拠を集めてくることね。そんなものがあればの話だけれど」

　お姉さんがきっぱりと告げると、朱音さんは諦あきらめたのか。

「……あなたの独り占めになんて、絶対にさせませんから」

　そう口にして、その場を後にしたようだった。

「瑛太くん、もう大丈夫よ」

　しばらくして、お姉さんの声が優しく響く。

「びっくりさせてごめんなさい。いい方法が他に思い浮かばなくて」

「いえ、助かりました。隠れる場所なんてなかったので」

　なんて言いながら顔を出して見上げると、お姉さんは顔を真まっ赤かにしていた。

「咄嗟とっさにしちゃったけど……スカートの中に男の子が隠れてるって、少し変な気分ね……」

「そ、そうですね。なんだかありがとうございました……」

「……？」

　朱音さんにばれないようにしてくれただけでもありがたいのに、女性のスカートの中という男子にとっては未知の世界を知られたんだから、お礼の一つも言いたくなるよね！

　なんて思う自分を自己嫌悪で殴ってしまいたい。

「しばらくここにいて、あの女が遠くに行ってから帰りましょう」

　お姉さんの言葉に、名残惜なごりおしくもスカートから這はい出でた時だった。

「そう言えばあなた、どこかで見覚えが──え？」
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「「え？」」

　そこには、何故なぜか戻ってきた朱音さんの姿。

　微妙にスカートをたくし上げるお姉さんと、お姉さんの又の下から顔を覗のぞかせる僕。

　そんな僕らを見て、虚無に近い表情を浮かべる朱音さん。

　うん。いろいろ終わった気がする。

「な、なにしてるんですか？　あなたたち──！」

　朱音さんは驚きとも戸惑いともとれる微妙な表情で僕らを見据える。

　とにかくいろいろやばすぎるけど、なんとかしてこの場を切り抜けないと──瞬時に思考をフル回転させ、朱音さんを撃退する策を考えつくと同時に口にしていた。

「あ！　あんなところに指名手配犯がー！」

「し、指名手配犯!?」

　持ち前の正義感を触発された朱音さんが振り返って走り出す。

「お姉さん、今です！」

　僕はお姉さんの手を摑つかんで走り出す。

「指名手配犯はどちらへ逃げたんですか!?」

「右です！　右に走って行きました！」

　僕の声に促されるままに路地を抜けて右に曲がって走っていく。

　朱音さんを騙だました罪悪感に胸が少し痛むけれど、状況的にそうも言っていられない。

　僕はお姉さんを連れて反対方向へ走って逃げる。朱音さんが騙されたと気付いて追いかけてくる前に、少しでも遠くに逃げておかないといけない。

　しかも、こんな時に限って雨が降り出すんだからタイミングが悪すぎる。

　それでも構わず逃げ続けていると、不意にお姉さんの足がゆっくりととまった。

「もう……無理ぃ」

「お姉さん!?　し、しまった──！」

　気を失うお姉さんを抱き留めて気付く。

　今の今まで、僕はお姉さんの手を素手で握りしめていた。

　お姉さんは逃げるのに必死で我慢していたんだろうけど、いよいよ耐え切れなくなって気を失ってしまったらしい。僕の腕から抜け落ちるように地面に膝ひざをつく。

「指名手配犯なんていなかったじゃないですか！」

　遠くから騙されたと気づいた朱音さんの声が聞こえてくる。

　どうする──いや、どうするなんて言っている暇はない。

「失礼します！」

　気絶しているお姉さんに一応断りを入れて、お姉さんをおんぶして走り出す。

　そうこうしている間にも雨脚は強まり、あっという間にびしょ濡ぬれになってしまった僕。このままお姉さんの部屋まで走って逃げるわけにもいかない。体力も限界だ。

　どこか隠れられる場所を──そう思っていた時だった。

「瑛太くん……」

　お姉さんがわずかに意識を取り戻す。

「お姉さん、大丈夫ですか!?」

「あそこに……逃げよう」

　弱々しい声で指差した先は、路地裏にそびえる派手なネオンの建物だった。

　夕暮れ時に煌びやかに光る電飾が遊園地みたい──って、ラブホテルじゃないか!?

「早く……」

　そんなこと言われても──どうする!?

　雨の中逃げ続けるわけにも、朱音さんに捕まるわけにもいかない。

　他になにか手段があるわけでもなく、このままでは捕まるのも時間の問題。

「なるようにしかならない気がする！」

　さっきのお姉さんの台詞せりふを叫びながら、僕らはホテルへと駆け込んだのだった。

　さすがにちょっと意味が違う気がする。
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　ラブホテルへやってきた僕は、お姉さんをおんぶしたまま部屋に上がり込んだ。

　なんかもう慌てすぎていて、どうやって受付をやり過ごしたかも覚えていない。

　ひとまずお姉さんをベッドに寝かせ、風邪を引いたら大変だから支障のない範囲をタオルでふく。お姉さんは僕ほど濡れてはいなかったか。

「こんなものかな……」

　ひと段落すると、どっと疲れが押し寄せてきた。

　女性とはいえ、大人一人をおぶって走り回っていたせいだろう。腕が痺しびれて感覚がおかしいし、足も疲れてプルプルしている。バイトばかりで運動不足だったツケだろう。

　なにか飲んで休もうと、備え付けの冷蔵庫を開けてみると。

「こ、これは……!?」

　飲み物ももちろん入っているんだけど、ちょっと言葉にしがたいものまで入っていた。

　嫌でも意識してしまう気持ちを抑え、僕は飲み物を手にしてソファーに座る。

「どうしようか……」

　お姉さんはしばらく起きそうにない。

　ていうか、たぶん今は気絶じゃなくて普通に寝ている。

　その証拠に、お姉さんはなんだか幸せそうな寝顔で『ダメだよ瑛太くん……お姉さん恥ずかしい……』とか『優しくしてくれるなら……いいよ……』なんて寝言を言っている。

　いったいどんな夢を見ているのかは考えない方がよさそうだ。

「僕はだいぶ雨で濡れちゃったし、シャワーでも浴びよう」

　このまま濡れた服を着ていたら風邪を引いてしまうかもしれない。

　備え付けの部屋着もあるし、お風呂ふろに入りながらお姉さんが起きるのを待って、お姉さんも起きたらお風呂に入ってもらおう。

　お風呂へ向かうと、洗面所には乾燥機まで備え付けられていた。

　濡れた服を乾燥機に投げ込んでスイッチを入れてから浴室に足を踏み入れる。

「広いな……」

　お姉さんのお部屋のお風呂も大きかったけれど、それより更に広い。

　軽くワンルームくらいの広さがあり、その半分が洗い場なので浴槽よくそうもすごく大きい。部屋側の壁は全すべて鏡張りになっていて、見たくもないのに自分の裸が映し出されている。

　せっかくだからお風呂につかりたい気持ちもあるけれどシャワーで済ませよう。

　雨で冷えた身体を温あたためると、ようやく落ち着いたような気がした。

「さっぱりしたな」

　身体を拭いて着替えてから部屋に戻ると、お姉さんはまだ眠ったままだった。

「……せっかくだからのんびりして欲しいし、そっとしておこう」

　お姉さんが起きるのを待つ間、僕は朱音さんのことを考える。

　朱音さんは確実に僕らのことを疑っている。

　どこまで職権を濫用らんようしているかわからないけれど、改めて僕の身辺調査をしたと言っていたくらいだ。お姉さんについても間違いなく調べているはず。

　だとすれば、僕とお姉さんの関係がばれるのも時間の問題なのかもしれない。

　輝翔の言葉が頭をよぎる──『それって、未成年の誘拐みたいなもんだろ？』

　今になってその言葉の重みを理解する。

　正直、そこまで深刻に考えてなかったのが本音だ。

　お姉さんに迷惑をかけまいと、アルバイトを始めて自立しようと思った。でも本当にお姉さんに迷惑を掛けたくないのなら、僕がするべきことは他にもあったはずだ。

　どうするべきか……そんなことを考えていたら、あっという間に時間は過ぎ。

「んん……」

　三十分が過ぎた頃、お姉さんが寝返りを打って小さくうめく。

　するとゆっくりと目を開け、眠そうにしながら辺りを見渡した。

「目は覚めましたか？」

　僕はベッドに腰を掛け、お姉さんの顔を覗き込む。

「瑛太くん……？　ああ、そっか。ホテルに逃げ込んで、お姉さん寝ちゃったのね」

　お姉さんはゆっくりと身体を起こす。

「瑛太くん、その格好は？」

「雨で濡れたのでシャワーを浴びました。お姉さんも浴びてきてください」

　僕がそうすすめると、お姉さんはみるみる顔を赤くする。

「ホテルでシャワーを浴びてこいって。そんな……」

「あ、いや──風邪をひいても大変なのでってことです！」

　お姉さんが照れている意図を察して補足する。

「そ、そっか。そうだよね。なんだぁ……」

　どうして最後、少し残念そうに言ったんだろう。

「じゃぁ、お姉さん入ってくるね」

「ご、ごゆっくり」

　お風呂に向かうお姉さんを見送り、僕はベッドに身を投げる。

　お姉さんが出るまでテレビでも見て待っていよう。

　そう思い、おもむろにリモコンを取りテレビをつけた瞬間だった。


「────!?」



　唐突に流れる女性のピンク色の声と、言葉で表現しがたい男女の映像。

　あまりの大音量と衝撃的な映像にびっくりして、反射的にテレビを切る。

　お姉さんに聞かれてしまったかもしれない……なんて思いながらお風呂場の方へ視線を向けると、そんな心配を遥はるかに上回る衝撃的な光景が目に飛び込んだ。

「ま、丸見えじゃないか──！」

　なんと、ベッドからシャワーを浴びるお姉さんの姿が見えていた。

　いやでも、お風呂は鏡張りで中から部屋の様子は見えなかったはず。どうして部屋からは丸見えなんだろう……？　素朴な疑問の答えはすぐに頭に浮かぶ。

　そうか！　これマジックミラーなんだ！

　なんて親切設計なんだろう。顧客満足度が高すぎる。

「いやいや、そうじゃなくて！」

　見たいような見たくないような、僕の中で理性と煩悩ぼんのうがせめぎ合う。

　僕だって男だ。お姉さんのことを決してそういう目で見てこなかったわけじゃない。必死に考えないようにしてきただけで、こうして直視してしまうと煩悩を抑えられない。

　とっさに布団ふとんを頭からかぶり、頭の中を切り替えようとする。

「これからのことを考えないと……」

　改めて、これからどうするべきだろう？

　いや……どうするかなんて考える必要はない。

　答えなんて一つしかないのはわかっているのに、僕はそれを考えないようにしていた。

　その理由も、本当はわかっている……ちゃんと話をしないといけない。

　覚悟を決めた時だった。お風呂のドアが開く音がした。

「瑛太くん……寝ちゃった？」

　僕は反射的に布団にもぐり、寝たふりを決め込んでしまった。

　すると、お姉さんが布団の中に入ってきて、お風呂上りの香りがふわりと漂う。あまりにいい香りすぎて、一度は抑え込んだ煩悩が理性の壁を突き破ろうとガンガン叩いてくる。

「瑛太くん……その、ね」

　僕の葛藤なんて知らないお姉さんは艶っぽい声で続ける。

「お姉さん、たぶん気絶しちゃうと思うけれど……初めてだから優しくしてね」

　なにをですか!?

　なにが初めてなんですか!?

「でも瑛太くん、お姉さんをホテルに連れ込むなんて男らしいところもあるんだね」

「いや、連れ込んでません。どちからと言えば、お姉さんが僕を連れ込んだんです」

　思わず寝返りを打ちながら突っ込む。

「え……お姉さんが？」

「そうです。一瞬だけ目を覚まして、お姉さんがここに入ろうって言ったんですよ」

「噓……お姉さん、てっきり夢だと思って……夢でくらい瑛太くんと……いいかなって。むしろウエルカムっていうか、いっそ好きにしてというか、好きにさせてみたいな……！」

　いったいなにがウエルカムでなにをしたいのか？

　みるみる顔を赤くして息遣いも荒くなっていく。

「でも、瑛太くんも誘いを受けてくれたってことは、そういうことだよね……!?」

　やばい──お姉さんがいろいろ覚悟を決めた顔をしている気がする！

　どうしよう!?　思わず身構えた直後だった。

「想像しただけで無理ぃ……」

　お姉さんはなにかを葛藤するように頭を抱えた後、いつものように気を失った。

「……いったいなにを妄想していたんだろう」

　どう考えたってアレな感じのことなんだろうけど、まさか妄想でも気絶するなんて。

　少しだけ残念だなんて、思ってないってことにしておいて。
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　お姉さんが目を覚ましたのは三十分後──。

　なんだかとても幸せそうな顔をして眠っていたけれど、どんな夢を見ていたかは想像しないでおきたい。寝言で『すごく良かったよ……』とか言っていたのはたぶん気のせいだ。

　そして起きた後に『夢か……』って残念そうに言っていたのも気のせいだ。

　そんなこんなで、ようやく落ち着いた僕らはベッドの上で向かい合って座っていた。

　桃色展開を期待している場合じゃなくて、僕らは話し合わないといけないことがある。

「お姉さん、朱音さんのことで相談なんですが」

「そうね。あの人はなんとかしなくちゃいけないわ」

　お？　お姉さんの口調が元に戻っている。

　やっと普段のお姉さんに戻ってくれたらしい。

「朱音さんは僕たちが身内じゃないと疑っています。警察の人ですし、いつばれてもおかしくないと思います。事実、僕の知らないところで身辺調査していたみたいですし」

「……ばれる前に、なにか対策を取らないといけないかしら？」

「はい。それで、僕も少し考えてみたんですけど──」

　果たしてお姉さんは、納得してくれるだろうか？

「僕、お姉さんの部屋を出ようと思います」

「え……？」

　お姉さんは驚くと言うよりも、疑うような視線を僕に向ける。

「ごめんなさい。お姉さん、聞き間違えてしまったみたい。もう一度いいかしら？」

「お姉さんの部屋を出ようと思っています」

「……ん？」

　今度は疑うといよりも、困ったような表情を浮かべる。

「お姉さん、シャワーの水でも耳に入ったのかしら？　よく聞こえなかったみたい」

「お姉さんの、お部屋を、出て行こうと、思っています」

　僕はお姉さんに近づいて、ちゃんと聞こえるように大きな声でゆっくりと口にした。

　次の瞬間、お姉さんの瞳ひとみから涙がぶわっと溢あふれる。

「な、なんで……？　どうして？　お姉さんのこと嫌いになっちゃったの!?」

　まるで置き去りにされた子供みたいに、僕にすがりついて大泣きするお姉さん。

　せっかく落ち着いたと思ったのに、口調も変わって無邪気モードに逆戻りしてしまった。こうなってしまうような気はしていたから、ゆっくり話そうとしたんだけどな。

「ちゃんとお話しするので、落ち着いて聞いてください」

　お姉さんは泣きながらこくこくと首を縦に振る。

　なんかもう、言葉にならないくらい悲しいらしい。

　そこまで悲しまれると決心が緩ゆるむけれど……それでも僕は話さなければいけない。

「もしも僕らが一緒に住んでいることが朱音さんにばれたら、お姉さんに迷惑がかかります。僕らが今の状況を良しと思っていても、そう思わない人もいます。それを許さない人たちもいるでしょう。未成年である僕を家に置いていることがばれたら、どうなるか……」

　想像は決して難しくない。

　いろいろと失ってしまうものがあるはずだ──お姉さんだけが。

「本当は、わかっていたんです。早くこの状況は解消するべきだって。お姉さんにお世話になってからいろいろ調べて、僕の場合は事情が事情だから行政に相談することもできるみたいです。それでも、今までそうしなかったのは──」

　もうこの気持ちは、疑いようがない。

「──お姉さんとの生活が楽しかったから」

　僕がそう言葉にすると、お姉さんの目から涙がとまった。

「ずっと独りで生きてきました。それを寂さびしいと思ったことはなかったけれど、それは思わないようにしていただけで、本当は寂しかったんだと思います。お姉さんとの生活は、それに気付いてしまうほど……毎日が刺激的で楽しかった」

　どうしてだろう。

　話していて、わずかに胸がきしむ。

「朝起きると『おはよう』って言ってくれる人がいて、帰ってくると『おかえり』って言ってくれる人がいる。そんな生活がずっと続いてくれたらなって思うと、早くなんとかしなくちゃってわかってはいたけれど、考えないようにしていたんだと思います」

　本当は輝翔に忠告してもらう前から、うすうす気づいていた。

　僕がお姉さんに養やしなわれるリスクとか、それで負うことになるお姉さんの責任とか。だけど、それらを足し引きしても、どうかばれないで欲しいと思ってしまっていたんだ。

　口にしてはっきりと思う。

　こんな短い期間でも、僕はお姉さんに救われていたんだって。

　でも、それも終わり──。

「瑛太くん……」

　言葉が穏やかに部屋に響く。

「ありがとう。瑛太くんがそう言ってくれて、お姉さん嬉しい」

「僕の方こそ、ありがとうございます。だから──」

「──わかった」

　言いかけて、お姉さんが力強く口にする。

「だったら二人で、どこかに逃げよう」

　まさかの言葉を口にした。

　逃げる……？

「お姉さんは瑛太くんと一緒にいてなにか問題が起きたとしても、迷惑だなんて思わない。たとえ犯罪に手を染めることになったっていいって思ってた。でも、そうなったらなったで、きっと瑛太くんは気に病やむんだろうね。だったら二人でどこか……誰も知らない土地に行って、新しく生活を始めよ。お姉さんは瑛太くんと一緒にいられるなら、全部捨てたっていいもの」

　冗談みたいな台詞せりふを、とても冗談には見えない顔で口にする。

「どこか田舎いなかの山奥の古民家でも買ってさ、畑をやったり、牛さんやニワトリさんのお世話をしたり、のんびり暮らしてもいいと思わない？　春はお花見して、夏は庭で花火するの。秋は山で紅葉もみじ狩りして、冬は暖炉でぬくぬくしてさ……そういうのも素敵じゃない？」

　都会の生活とはまるで違う時間の流れの中、あらゆるものに縛られず、のんびりと二人で過ごす毎日。お姉さんの口にする風景が脳内ではっきりと浮かんでくる。

　確かにそんな生活にも憧あこがれる。

　だけど──。

「そんなわけにもいかないですよ」

　こんなことで、全部を捨てるわけにもいかない。

　お姉さんに捨てさせるわけにはもっといかない。

「だから、僕はお姉さんの部屋を出ようと思います」

「……やだ」

　それでもお姉さんは引き下がらない。

「瑛太くんが心配する気持ちもわかるよ。アルバイトを探していたのだって、きっとそういうことを考えてのことなんだよね。だけどやっぱり、お姉さんは瑛太くんと離れるのは嫌」

　気が付くと、お姉さんの目から涙は消えていた。

「お姉さんに任せて」

「任せる……？」

　僕を見つめる瞳に、どこか強い意志を感じさせる。

「瑛太くんが心配してること、お姉さんが全部なんとかするから」

「なんとかするって……」

「今すぐどうにかできるわけじゃないけど、絶対にお姉さんがなんとかしてみせるから、その間、あのコスプレ警官にばれないように瑛太くんはどこかに身を隠していて。ホテルとか、輝翔くんのお家とかお願いできないかな？　だから全部片付いたら、また一緒に暮らそう？」

　そんなことが本当にできるのか？　そう思ったけれど。

「……わかりました」

　お姉さんを見ていたら、信じてみたくなってしまったんだ。

「じゃぁ、輝翔に電話してみます」

「うん。お姉さんも電話したいところがあるから」

　お互いの声が邪魔にならないよう、僕は脱衣所に行き電話を掛ける。

　すると輝翔はすぐに電話に出てくれた。




『おー瑛太、どした？』

「一つ、お願いがあるんだ」

『なんだ？』

「明日から、しばらく輝翔の家にお世話になれないかな？」

『ああ、いいよ』

「悪いね。突然……」

『気にするな。遠慮するような仲じゃないだろ？』

「……ありがとう」

『家族には話しておくから。じゃぁ、またな』




　要件が済むと、輝翔はあっさり電話を切った。

　なにも聞かずにＯＫしてくれる輝翔には感謝しかない。

　部屋に戻ると、お姉さんもちょうど電話が終わったところだった。

「お姉さん、これから出かける用事ができたから先に帰っていてくれるかしら？」

「わかりました。遅くなりそうですか？」

「明日は朝から仕事だから、なるべく早く帰るようにするわ」

　こうして、僕とお姉さんは時間差でホテルを後にしたのだった。










☆お姉さんの日記☆




　瑛太くんと、ラブホテルに行っちゃった！

　お姉さんが行こうって言ったなんて全然覚えてないんだけど、瑛太くんにだったらなにをされても……なんてね！　なんてね！　恥ずかしいよぉ……（悶絶もんぜつ）。

　って、そんな浮かれているわけにもいかないんだった。

　瑛太くんが、あんなに心配してくれていたなんて、知らなかったな……。

　養ってあげるなんて言っておいて、心配ばっかりかけて気付いてあげられないなんて、お姉さん失格だよね。舞い上がって、いろいろ見えてなかったのかもしれない。

　だけど、大丈夫。お姉さんがなんとかする。

　アルバイトのことも、一緒に暮らしていく上での問題も、全てを解決する方法はある。少し時間はかかるけれど、瑛太くんが安心して過ごせるように早く行動に移さなくちゃ。

　しばらく離れ離れで寂しいけれど、孤独死しないように頑張ろう！







[image: ]




　次の日、僕はいつもより早く起きて、荷物の整理をしていた。

　今日から輝翔きしょうの家にお世話になるに当たって、必要な物を用意しないといけない。それが終わったら朝ごはんも作らないといけないし、少しバタバタしてしまっていた。

「こんなものかな……」

　大きめのバッグに学校の道具や着替えなんかを詰め込んで玄関に置いておく。

　キッチンに戻り、さっそく朝食の準備を始めながら考える。

　どのくらいの間、僕はこの部屋を離れることになるんだろうか？

　この部屋でお姉さんのお世話になり始めて、気が付けばもう三週間。なんだかんだいろいろあったけれど、やっと慣れてきたところだったのに……。

　カウンターキッチンから料理をしながらリビングを眺める。

　この景色ともしばらくお別れかと思うと、少しだけ寂さびしい気持ちになった。

「でも、お姉さんはどうするつもりだろう……？」

　なにか考えがあるようなことを言っていたけれど……。

　そんなことを考えながら、料理を終えたのは七時過ぎ。

　いつもなら僕が朝ごはんを作っていると匂においにつられて目を覚ますお姉さんが、今日に限っては作り終わっても起きてこない。しばらく待ってもリビングにやってこなかった。

「どうしたんだろう……」

　さすがに仕事に遅れてしまうのではと心配になり、お姉さんの部屋に向かう。

　そう言えば、お姉さんは夜の仕事をしている割にはちょくちょく僕と一緒に家を出て仕事に向かうことがあったけど、その手の仕事って朝からやってるっけ？

　少しだけ不思議に思いながら、お姉さんの部屋のドアをノックする。

「お姉さん、朝ですよ」

　少し待っても返事はない。

　困ったな……開けてみようか。

　僕は以前、洗面所でお姉さんの着替えを覗のぞいてしまった時のことを思い出し、ゆっくりと中を窺うかがうようにドアを開ける。もしも着替えていた場合、すぐに閉められるように。

「……お姉さん？」

　するとお姉さんは壁の方を向いて眠っていた。

　僕は部屋の中に入り、お姉さんに声をかける。

「お姉さん、起きてください。仕事に遅れちゃいますよ」

　布団ふとんの上から軽く揺すると、お姉さんの身体が無抵抗にだらりと揺れて仰向あおむけになる。

　その姿を見て、僕は思わず声を上げた。

「お姉さん──!?」

　お姉さんは額ひたいにびっしょりと汗をかいていた。

　とっさにお姉さんのおでこに手を当てる。

「……すごい熱があるじゃないか」

　どのくらい熱があるかわからないけれど、触った瞬間にわかるほどには体温が高い。

　昨日、朱音さんから逃げた際に雨にうたれたからだと思う。お姉さんはあまり濡ぬれてなかったけれど、しばらくそのまま眠っていたせいで風邪をひいてしまった？

「んん……」

　お姉さんはゆっくりと目を開ける。

「あ……瑛太えいたくん、おはよ」

　その声も笑顔も、とても弱々しかった。

「お姉さん、寝坊しちゃった……そろそろ起きないとね」

「ダメです。寝ていてください」

　僕は起き上がろうとするお姉さんをそっと押さえる。

「すごい熱です……今日は休んでいてください」

「でも、お仕事に行かないと……みんなに迷惑がかかっちゃう」

　そう口にするけれど、とても仕事に行ける様子じゃない。

　お姉さんの口調がクールなお姉さんじゃないあたり、よっぽど辛つらいんだろう。

「お仕事に行って他の人にうつしでもしたら、それこそ迷惑になります。今日は僕も学校を休んで看病するので、お願いだから休んでください」

「そんな……私のせいで瑛太くんまでお休みさせられないよ。それに今日から輝翔くんのところにお世話になるんでしょう？　輝翔くんにまで迷惑かけちゃうもの」

　僕はポケットからスマホを取り出し、輝翔に電話を掛ける。

　数回の呼び出し音の後、軽い感じの声が聞こえた。




『おー瑛太。朝からどうした？』

「輝翔ごめん。昨日お願いした件なんだけど、数日待ってもらいたいんだ」

『いつからでもいいぜ。なにかあったのか？』

「お姉さんが風邪をひいたみたいでさ、看病しようと思う」

『わかった。瑛太も今日は学校休むんだろ？』

「うん。そのつもり」

『了解。なんかあれば言ってくれ』

「ありがとう」




　そう言って僕は電話を切る。

「そんなわけで、お姉さんもお休みしてください」

　するとお姉さんは仕事に行くのを諦あきらめたのか、小さく頷うなずいた。

「なにか食べたい物とかありますか？」

「瑛太くんの作ったご飯が食べたい……昨日は帰りが遅くて食べそこねちゃったから」

「わかりました。おかゆ作ってくるので少し待っててください」

「うん……ありがとう」

　僕はキッチンに戻り、改めて冷蔵庫の中を確認する。

　おかゆって食べやすくて消化にいいけれど、味が淡泊たんぱくすぎて飽きてしまう。なにか入れられるものはないかなと見てみると、先日買った鮭の切り身が残っていた。

「これを入れるか」

　さっそく鍋にご飯と水を入れて火にかける。

　とろ火でゆっくりと火にかけながら、鮭の切り身に塩をふってグリルに投入。

　焼き上がった後、鮭の身をほぐしておかゆに入れて、軽く混ぜてから蓋ふたをして蒸す。こうすると、下手に味付けをしなくても鮭の塩分で美味おいしいおかゆが出来上がる。

　僕は作り終えたおかゆとお茶を持ってお姉さんの部屋に戻る。

「お待たせしました」

「本当にありがとうね」

　おかゆをテーブルに置き、お姉さんの背中を支えて起こす。

「熱いですから、ゆっくり食べましょう」

「うん」

　おかゆをスプーンですくい、息を吹きかけて冷ましてからお姉さんの口に運んだ。

「……おいしぃ」

　よかった。多少食欲はあるみたいだ。

　おかゆをお姉さんに食べさせながら時計に目を向けると、時間は八時半を回ったところ。

「お姉さん、体温計とか風邪薬とかあります？」

「なにもない……」

　お姉さんは申し訳なさそうに呟つぶやく。

　うん。なんとなくそんな気はした。

「少し休んで、動けるようなら病院に行きましょう」

「病院は……行きたくない」

　困ったな……嫌がっているのを無理やり連れて行くわけにもいかない。

　かと言って薬も飲まずに寝ているだけじゃ、治るものも治らないと思う。

「僕、近くのドラッグストアに行ってきます」

　確か駅ビルに入っているドラッグストアが九時からやっていたと思う。

　今から向かえば開店と同時に必要な物を買い、一時間くらいで帰ってこられるだろう。

　僕はタンスからお姉さんの着替えとタオルを出して枕元まくらもとに置く。

「なるべく早く戻ってきますけど、落ち着いたら汗を拭いて着替えてください」

「うん。気を付けて行ってきてね」

　こうして僕はドラッグストアへと向かった。
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　ドラッグストアに着いた僕は、オープンと同時に入店した。

　必要な物は……風邪薬と、冷却シートと水枕みずまくら。あとは水分補給用の飲み物と栄養ドリンク……そうだ体温計。それと、スーパーに寄って果物も買っていこう。

　お会計を終えてすぐ、駅ビル内のスーパーに駆け込む。

　果物も固形のままだと食べにくいかもしれないから、すりおろして食べてもらった方がいいだろう。お姉さんの好みがわからないから、とりあえずリンゴとナシを購入した。

「よし。早く帰ろう……」

　買い忘れがないかもう一度確認してから、僕は走って帰宅した。







　お姉さんの部屋に着いたのは九時半前だった。

「戻りました」

　玄関のドアを開け、お姉さんに聞こえるように大きな声で口にする。

　部屋に入ると、お姉さんは横になってこちらを向いていた。

「おかえり瑛太くん……」

「お姉さん。具合はどうですか？」

　枕元に置いておいたパジャマとタオルはそのままで、おかゆは半分残してあった。たぶん起きているのが辛くて、食べる元気も着替える気力もなくなってしまったんだろう。

「せっかく作ってくれたおかゆ……残しちゃった……ごめんね」

「気にしないでください。薬を買ってきたので頑張って飲みましょう」

　お姉さんを起こそうと身体に触れると、パジャマは汗でびっしょりだった。

「パジャマが汗で濡れたままだと身体が冷えてしまいます。起き上がるのも辛いと思いますが、薬を飲み終わったら頑張って着替えましょう。僕も手伝いますから」

「ん……」

　こんな時に恥ずかしいとか言ってられない。

　僕はなるべくお姉さんの身体を見ないようにパジャマを脱ぐのを手伝い、露あらわになった真っ白な背中をタオルで拭く。新しいパジャマに着替えさせようとした時だった。

「瑛太くん……お姉さん、下着も変えたい」

「わかりました。僕は水枕を作ってくるので、着替えて待っていてください」

　部屋を出て台所へ向かい、買ってきた水枕に水と氷を入れる。

　しばらくしてから準備した物を手に部屋に戻ると、お姉さんは着替えを終えてベッドに横になっていた。

　お姉さんの頭の下に水枕を置いて、おでこには冷却シートをペタリ。

　買ってきたばかりの体温計で熱を測ると、液晶には三十八度二分と表示されていた。

「ありがとね瑛太くん。着替えたら楽になってきたかも……えへへっ」

　無理に笑顔を作っているのがバレバレだ。

　よくなっているはずがない。

「少し寝ましょう」

「うん……そうするね」

　お姉さんはそう口にすると、一分もしないで深い眠りについた。

　そんなお姉さんを見つめながら思う──。

「僕のせいだ……」

　そう思わずにはいられない。

　昨日、ホテルでお姉さんを放っておいて、僕だけ先にシャワーを浴びてしまった。あまり濡れていなかったとはいえ、起こしてでもお風呂ふろに入ってもらうべきだった。

　それ以前に、僕と関かかわらなければあんなことにはならなかった。

　それなのに僕に心配をさせまいと、無理に笑顔を作って『大丈夫』とか、『楽になったよ』とか噓うそまでつかせて……本当は一人で起き上がれないくらい辛いのに。

「ごめんなさい……」

　口にしてから、何度も何度も心の中で繰り返す。

　その度に、申し訳なさと心配と後悔と、いろんな感情がごちゃ混ぜになる。

　そんな気持ちに苛さいなまれながら、お姉さんの看病を続けた。

　どうか少しでも早く良くなりますように──そう願わずにはいられなかった。
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「ん……」

　ふと、頭を撫なでられるような感触を覚えた。

　自分が眠ってしまっていたことに気づき、慌てて起きて顔を上げる。

　辺りはもう日が落ちて暗く、窓から差し込む僅わずかな月明かりが僕を照らしていた。

　ふと暗闇くらやみの中に浮かぶ人影に気付いて顔を向けると、お姉さんが身体を起こして僕の頭にそっと手を伸ばしていた。

「ごめんね。起こしちゃったね」

　その声は穏やかに部屋に響く。

「いえ……」

「眠ってる瑛太くんが可愛かわいくて、ついつい頭を撫でたくなっちゃったの」

　浮かべる笑顔には、朝と比べて元気が戻っているように見えた。

「具合はどうですか？」

「うん。一日寝て汗をかいたおかげかな？　ずいぶん楽よ」

「よかった……」

　本当によかった……そう安堵あんどした瞬間だった。

　自分の頰ほおを、わずかに温あたたかいなにかがつたう。

「瑛太くん……？」

「……あれ？」

　なんだこれ？

　なんで僕は涙なんて流してる？

「瑛太くんおいで」

　するとお姉さんは僕をそっと抱き寄せた。

「心配かけてごめんね。瑛太くんを悲しませるなんて、お姉さんだめだね」

　違う──そうじゃない。

「違うんです……」

　声に出した瞬間、こみ上げてくるなにかを抑えきれなかった。

「だめなのは僕の方なんです」

「どうして……？」

「昨日、雨にうたれたお姉さんを起こさなかったから、お姉さんが風邪をひいてしまったんです……そもそも僕のお世話なんてしなければ、こんなことにはならなかった。僕は助けてもらってばかりなのに、僕のせいでお姉さんに辛い思いをさせてしまって……」

　ああ、だめだ。

　言葉にすると、張り詰めていた気持ちがぼろぼろと剝はがれ落ちていく。

「風邪をひいてしまっただけじゃない。朱音さんに疑われて追いかけられたり、僕のためにたくさんお金を使ったり、僕がお世話になったせいで迷惑ばかりかけてしまった」

　それなのに、それでもお姉さんは僕と一緒にいたいと言ってくれる。

　やっぱり僕は、独りでいるべきだったんじゃないか？

　一度でもそんなふうに考えてしまったら歯止めがきかなかった。

「そんなことないんだよ」

　感情を堪こらえきれずにいると、お姉さんが僕の耳元でそっと呟く。

「風邪なんてちょっとすれば治るんだから、こんなことで瑛太くんが責任感じることないの。むしろお姉さん、風邪をひいたおかげで瑛太くんと離れ離れになるのが先になってラッキーくらいに思ってるんだから。なんならずっと風邪でもいいくらい」

「いや、それはやめてください……」

　冗談だとわかっていても本気でそう思う。

「コスプレ警官のことなんてお姉さんは気にしてないし、お金のことだって……それを言ったらさ、お姉さんの代わりに家事を頑張ってくれてるんだから、お互い様なんだよ」

「そうでしょうか……？」

「そうよ。それにね、一緒に暮らしているんだから迷惑なんてかけていいの」

「迷惑をかけていい？」

　お姉さんは僕を抱きしめたまま頷く。

「誰だれにも迷惑をかけちゃいけないって気持ちは素晴らしいと思う。でもね、本当に信頼できる人には、いくらだって迷惑をかけていいの。その代わり相手が困ってる時は手を差し伸べてあげる。迷惑をかけあって助け合って──そうやって人は、一緒に生きていくんだよ」

　その言葉に、少しだけ救われた気がした。

　やっぱり思う──僕もお姉さんとの生活を諦めたくない。

「ありがとうございます……」

　その時だった。

　お姉さんのお腹なかが小さく音を鳴らす。

　密着しているせいか振動まで伝わってきた。

「お姉さん、ちょっとお腹空すいているらしいよ」

「そうらしいですね」

　どうして微妙に他人事ひとごとっぽく言ったんだろう。

　照れ隠しかな？　ぜんぜん隠せてないけれど──なんて思いながら、ふと気づく。

「お姉さん。僕に触ってるのに気絶しないですね」

「……そうだね」

　お互いに不思議に思って思わず顔を見合わせる。

　克服できた？　そう思った矢先だった。

「あ、なんか意識したら無理ぃ……」

「お、お姉さん！」

　そのままベッドに倒れ込む。

「……このままご飯ができるまで寝かせておこう」

　僕はキッチンに向かい、冷蔵庫から食材を取り出しながら考える。

　やっぱりお姉さんに助けられているばかりじゃだめだ。

　お姉さんは一緒にいられるようになんとかするって言ってくれたけど、お姉さんに任せるだけじゃなく、僕も頑張らないといけない。

　僕になにができるのか──？

　そんなことを考えながら、晩ご飯を作り始めた。










☆お姉さんの日記☆




　風邪なんてひいたの、何年ぶりだろう……。

　雨の日に瑛太くんに会いに行った時も、台風の日に会いに行って雨で全身びしょ濡れになった時も、大雪の日に雪に埋もれながら外から見守っていた時も風邪なんてひかなかったのに。

　でも、そのおかげで瑛太くんと今日も一緒にいられた。

　お姉さんの看病をしてくれて、あれこれ頑張ってくれて……瑛太くんは頼りになるんだなぁ……。なんだか新しい一面を見ることができて、ますます好きになっちゃった。

　でも、いつまでも風邪で寝込んでるわけにもいかないよね。

　瑛太くんとの幸せな未来を過ごすために、やらなきゃいけないこともある。

　会えない間に、お姉さんもいろいろもろもろ頑張らなくちゃね！
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　お姉さんが元気になったのは週が明けた月曜日。

　その間、僕は木曜日と金曜日と二日ほど学校を休み、土日も看病を続けていた。

　お姉さんは申し訳なさそうにしていたけれど、学校には風邪をひいて休むと言った手前、すぐに登校するのも怪しまれてしまう。だから休む日数的にはちょうどよかったと思う。

　そして月曜日の今朝けさ、僕は玄関でお姉さんに見送られていた。

　今日から僕は、輝翔きしょうの家にお世話になる。

「瑛太えいたくん。なにかあったらすぐに連絡するのよ」

「はい。ありがとうございます」

「それとこれ、持っていって」

　そう言って差し出したのは、やっぱり帯付きの諭吉ゆきちだった。

　……久しぶりに見たなこれ。

　本当ならびっくりするところなんだろうけど、もう何度も見たせいか今さら驚きもしないし突っ込む気にもならない。僕の金銭感覚も麻痺してきたんだろうか……？

「お金は大丈夫です。使う予定もないですし」

「そう？　必要になったら連絡するのよ」

「はい。行ってきます」

　元気になったお姉さんに見送られながらマンションを後にする。

　こうして、しばしの別れを迎えたのだった。
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「ずいぶん大荷物になっちまったな」

　僕がバッグを抱えて教室に着くと、輝翔が笑顔で声をかけてきた。

「ほらよ」

　すると輝翔がコピーした数枚の紙を僕の机に置く。

「先週休んだ授業のノート、コピーしておいたから」

「悪いね。急なお願いをした上にコピーまでとってもらって」

　なんだか申し訳ない。

「いいって。それより、お姉さんの具合はどうだ？」

「おかげさまでずいぶん良くなったみたい。輝翔にもよろしくって言ってたよ」

「そいつはよかった。それで、理由は教えてもらえるんだろ？」

「うん。ちょっと場所を変えようか」

　事情が事情だけに教室で話すわけにもいかない。

　僕は机に荷物を置いて輝翔と一緒に教室を出る。

　始業まで時間があったこともあり、僕らは屋上へと向かった。

　さすがに朝は誰だれもいない──暖かな陽ひの照らす屋上には生ぬるい風が吹いていて、初夏の訪れを感じさせる。フェンスに近づいて下を覗のぞくと、登校中の生徒たちが目に留まった。

　そんな光景を見下ろしながら事情を話し始める。

「実は、お姉さんと一緒に出掛けているところを、朱音あかねさんに見られてしまったんだ」

「朱音さんて、警察官のお姉さんのことだよな？」

　僕は小さく頷うなずく。

「そりゃまずいな……」

　輝翔は何度か朱音さんに会ったことがあるから、どんな人かを知っている。

　初めて会ったのは、僕が輝翔と一緒に学校を出ようとした時だった。

　出待ちしていた朱音さんを見た輝翔に、めちゃくちゃ嫉妬しっとされた。

　女性は二十五歳から──実は輝翔は年上好きを公言しているんだけど、そんな輝翔にしてみれば、僕が綺麗きれいなお姉さんと仲良くしていたら嫉妬する気持ちもわからなくもない。

　その証拠に朱音さんが帰った後、カフェで一時間ほど質問攻めにあったくらいだ。

「でもそうか。朱音さんにしてみれば、お姉さんはまさに恋敵こいがたきだもんな」

「恋敵って……お姉さんはよくしてくれるけど、そういうのじゃないよ」

　お姉さんの僕に対する好意は、どちらかと言えば動物を愛めでるような感じだと思う。

　それに対して朱音さんの好意は、あくまで警察官としての保護対象。

　……自分で言っておいてなんだけど、ちょっと複雑。

　そりゃ僕だって健全な男子高校生だ。普通に恋愛だってしてみたいさ。

　だけど、僕に良くしてくれる人がみんな年上ということもあり、なんだか現実感がないんだよな。お姉さんが僕を専業主夫にしたいっていうのも、そう思う理由かもしれない。

　少なくとも恋愛対象としては見られていない気がする。

「最近、出掛ける度に朱音さんに出くわすんだ。たぶん、僕らのことを怪しんでいるんだと思う。だからほとぼりが冷めるまで、しばらく輝翔の家でお世話になれたらと思ってさ」

「なるほどな……まあ、うちの両親ならちゃんとしてるし、朱音さんも安心するかもな」

　輝翔は納得してくれたらしい。

「両親にはもう相談してある。瑛太が来るのは大歓迎だってさ」

「ありがとう。本当に助かるよ」

「母さんも父さんもテンション上がっちまったみたいで、昨日の夜から徹夜で部屋の片付けとか掃除とか、物置から使わなくなったタンスやテーブルまで引っ張り出してたくらいさ」

「それはそれで申し訳ないなぁ……」

　まぁ、輝翔が面倒見いいのは両親の影響もあるんだろう。

　昔から一人だった僕をすごく気にかけてくれて、気にかけまくってくれて、まるでかまわれすぎてノイローゼになってしまったペットみたいな気分になったこともある。

　いや、感謝はすごくしてるけどね。

「それで……これからどうするんだ？」

「お姉さんがどうにかするって言ってくれたんだけど、僕としてはお姉さんに頼るだけじゃなくて、僕は僕でできることをしようと思ってる。最悪、どちらかが上手うまくいけばなって」

「確かに……朱音さんは正義感の塊みたいなところがあるからな、それなりの理由じゃないと納得しないだろ。お姉さんに任せるだけじゃなくて、こっちはこっちで動くべきだな」

　輝翔も僕と同意見らしい。

「具体的に、瑛太はどうするつもりなんだ？」

「ほとぼりが冷めた頃に、朱音さんと話そうと思ってる。お姉さんは僕の親戚ってことにしてるんだけど『親戚でも女性と同居は気まずいので、父さんが帰ってくるまで輝翔の家でお世話になることにしました』って言えば納得してくれると思うんだ。父さんも輝翔の家族とは面識があるし、昔からの付き合いだからさ」

「なるほど。瑛太がうちに出入りしてるのを知れば、信じてくれる可能性もあるか」

　僕は小さく頷く。

「わかった。じゃぁ俺おれの両親にも事情を話して口裏を合わせてもらおう」

「協力してくれるかな？」

「大丈夫。俺の両親だからな。ノリノリで協力してくれると思うぜ」

　少しだけ心配になりながら、それでも輝翔に感謝しかない。

「でも、ちょっと複雑だな。朱音さんに噓うそを吐つくのは気が引ける」

「うん……それは僕も思ってるよ」

　僕は朱音さんのことは信頼しているし、お世話になって感謝もしている。

　輝翔も朱音さんが僕を気にかけてくれていることを知っている。

　本当なら噓なんて吐きたくないのが本音だけど、お姉さんとの生活を考えると、他に方法がないのも事実。僕とお姉さんの関係が、公おおやけに認められない限り本当のことは話せない。

　そんなの無理だよな……お互いにそう思っているのか、僕と輝翔は黙り込む。

　そうこうしていると始業を告げるチャイムが鳴り、僕らは教室に戻った。
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　こうしてお姉さんとの同居をごまかすべく、輝翔の家での生活が始まった。

　久しぶりに会った輝翔の両親はとても歓迎をしてくれて、夜はみんなで大盛り上がり。

　お父さんとお母さんはわざわざ有給をとって準備をしてくれていたらしく、僕の部屋を用意しただけじゃなくて、パーティーの準備までしてくれていた。

　思い返せば輝翔の家に遊びに来た時は、いつもこんな感じだったと思い出す。

　本当に、輝翔の家族には感謝している。

　ただ一つだけ輝翔に文句を言わせて欲しい。

　なんと輝翔の奴、本当に『全部』話してくれやがっていた。

　てっきり僕の父さんが行方ゆくえ不明になったから、しばらく置いて欲しいと頼んでくれると思っていたのに、お姉さんとの同居生活や朱音さんのことまで話していた。

　いやいや、さすがに大人に話したらマズイでしょ！

　焦あせる僕をよそに、輝翔のお母さんは『お赤飯を炊たくべきだったかしら？』と意味深な笑いを浮かべ、お父さんは『そうか、瑛太君も大人になったか……』と感慨深そうに口にする。

　二人がなにを想像しているかは考えないでおくとして、悪ノリした輝翔が『童貞卒業の先をこされちまったぜ！』とか言った時は、本気でぶっ飛ばそうかと思った。

　そんな感じで熱烈な歓迎パーティーが終わったのは夜中の十一時を回っていた。







　その後、お風呂ふろを借りて部屋に戻った僕。

　布団ふとんに入ってのんびりしていると、スマホの通知音が連続で鳴り響いた。

「ん……？」

　確認すると、お姉さんからのメッセージ。

　物陰からこちらをチラ見しているような女性のスタンプと、覗いた後にさっと隠れるようなスタンプが送られてきている。ちなみにスタンプだけで文字は一つもない。




瑛太　　『こんばんは。どうかしましたか？』

お姉さん『瑛太くん、元気にしているかと思って』

瑛太　　『元気ですよ。お姉さん、風邪の具合はどうですか？』

お姉さん『もう大丈夫よ。心配してくれてありがとう』

瑛太　　『それならよかったです。安心しました』

お姉さん『輝翔くんのお家はどう？』

瑛太　　『ご両親もすごく歓迎してくれて、ご飯がとても豪華でびっくりしました』

お姉さん『ご飯……（じゅるり）』

瑛太　　『もしかしてお姉さん、ご飯を食べてないんですか？』




　するとぴたりと返信がとまった。

　しばらく待ってもこないため、うとうとし始めた時だった。

　通知音がさっきよりも多く鳴り響いて現実に引き戻される。

　スマホを覗くと、そこにはご飯の写真と、ゆるそうなお姉さんのイラストで『いただきます～♪』と言っているスタンプが連続で送られてきていた。

　気になってスタンプを調べてみると『ゆるいお姉さんシリーズ』というスタンプらしい。

　なんだか少しだけ、クールじゃない時のお姉さんに似ていなくもない。

　ていうかアプリの登録名は沙織さおりじゃなくて『お姉さん』なんだ……。

　そんな些細ささいな発見はともかく。




瑛太　　『すごいですね！　ちゃんとお料理したんですか？』

お姉さん『お惣菜を買ってきて、ご飯を炊いただけなんだけどね……』

瑛太　　『いえいえ、それでも今までのことを考えればすごいですよ！』

お姉さん『そうかしら？　まぁ……お姉さんだってご飯くらい炊けるんだから』

瑛太　　『安心しました。食事はどうするんだろうって心配していたので』

お姉さん『お姉さんの心配はいらないから、安心してちょうだいね』




　正直びっくり。本当にすごいと思う。

　料理が一切いっさいできなくて外食やコンビニ弁当生活だったお姉さんが、おかずはお惣菜だとしても自分でご飯を炊くなんて少し前じゃ考えられない。

　その後、またお姉さんからのメッセージがとまったから、ご飯を食べているんだろうと思い返信をせずに布団に潜り込んだんだけど……なんだか目が覚めてしまって寝付けない。

　するとしばらくして、またメッセージが連続で送られてきた。

　そこには、お風呂上りの『ゆるいお姉さん』のスタンプと、お風呂上りにタオルを頭に巻きながら、大好きなプリンを片手に自撮りしているお姉さんの写真だった。

「お姉さん、ちゃんと一人でお風呂に入れたんだな……よかった」

　安心すると同時、感慨深いものがこみ上げてくる。

　というのも、いつでもどこでも寝られてしまうお姉さんは、ご飯を食べるとお腹なかがいっぱいになるせいか、毎晩のようにソファーで寝落ちしてお風呂に入ろうとしなかった。

　そんなお姉さんを必死に起こしてお風呂に入れるのが僕の日課だったんだけど。

　まさかお姉さんが、僕に言われる前に自分でお風呂に入るなんて……僕はすでに眠っていて夢でも見ているんだろうか？　うん。ほっぺが痛い。




瑛太　　『ちゃんとお風呂に入ったんですね。ちょっと感動しました』

お姉さん『そう？　こう見えてお姉さん、やればできる人なのよ』

瑛太　　『これならしばらく僕がいなくても大丈夫そうですね』

お姉さん『も、もちろん。安心して輝翔くんのお家を楽しんで』

瑛太　　『ありがとうございます』

お姉さん『でも、寂さびしくなったらいつでも連絡してきていいんだからね』




　たぶん、お姉さんは僕を安心させようとしてくれているんだろう。

　こうしてちゃんと生活できていると伝えることで、僕が心配することはないと。

　一緒に暮らしていた僕だからこそ、お姉さんの生活力が絶望的なのは知っているし、お姉さんにとってご飯の準備やお風呂に入るのがどれだけ苦手かを知っている。

　その頑張りが、なんだか安心すると同時、すごく嬉うれしかった。




お姉さん『瑛太くんはそろそろ寝る時間かしら？』

瑛太　　『そう思っていたんですが、なんだか目が冴さえちゃって』

お姉さん『そう？　じゃぁ、眠くなるまでお姉さんが付き合ってあげようかしら』

瑛太　　『ありがとうございます。お姉さんも眠くなったら言ってください』

お姉さん『今日は夕方までお昼寝をしたから、朝までだって平気よ』




　余裕のある言い方をしているのに、思いっきり嬉しそうなスタンプを連打で送ってくるのが微笑ほほえましい。そんな感じで、僕とお姉さんの楽しいやり取りは朝方まで続いた。

　その日は寝不足で授業どころじゃなかったけど、よしとしておこう。
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　それから数日後の金曜日──。

　僕は輝翔の家でお世話になりながら、毎日お姉さんとメッセージのやり取りをしていた。

　離れ離れになって寂しい気持ちもあるけれど、こうして連絡をくれるから多少は気もまぎれる。それどころか、こうしてメッセージのやり取りをするのもなんだか新鮮。

　僕を心配してくれる気持ちも嬉しいし、お姉さんの違う一面も知れたりする。

　少し連絡の頻度が多いような気がしなくもないけれど、世の中のカップルたちってこんな感じなんだろうか？　なんて、お姉さんは彼女じゃないけれど、そう思ったりした。

　さすがに一日のやりとりが百通を超えたり、朝起きたらメッセージが三十通も来ていた時はびっくりしたけれど……気にかけてくれる人がいるのは幸せなことだと思う。

　そんな些細な幸せを輝翔に話したら、なんか複雑そうな顔で。

『おまえがいいならいいんじゃね……？』

　って言われたんだけど、いったいどういう意味だろう？

　そんな感じで僕はお姉さんの相手をしつつ、これからについて考える。

　一番確実なのは、僕が輝翔と一緒にいるところに朱音さんが現れてくれることだと思う。そのタイミングでそれとなく事情を話せば、きっと朱音さんも納得してくれるはず。

　ところが、どういうわけか？

　朱音さんは今週一度も姿を現さなかった。

　普段は週に一度は心配して連絡をくれるのに、アルバイトの面接帰りに会ったきり気が付けば一週間以上も音沙汰おとさたがない。こんなことは出会って以来、初めてのことだった。

　この状況をどう考えるべきだろう？

　朱音さんは僕とお姉さんの親戚設定を信じてくれたのか？

　いや、あの朱音さんが簡単に納得するとも引くとも思えない。

「なんだか調子が狂うな……」

　そんなことを考えながら一人で帰宅している途中、僕はコンビニに立ち寄った。

　朱音さんの問題はそれとして、僕はアルバイトも探し続けなくちゃいけない。僕の住む地域は毎週金曜日にフリーペーパーが発行されるため、それを貰もらいに来ていた。

　目当ての物を手に入れて、ついでに雑誌コーナーで少し立ち読みをしている時だった。

　ふと窓の外に目を向けると、道路の反対側の電柱に人影を見つけた。

「あれは……」

　隠れるように身を潜め、こちらを窺うかがっている。

　帽子にマスクにサングラスという、どこかで見覚えのある格好。てっきりお姉さんが後をつけてきたのかと思ったんだけど……背格好からお姉さんじゃない。

「ていうか……」

　どう見ても朱音さんだった……私服姿から察するに、今日は非番の日なんだろう。

　警察官が明らかに不審者みたいな格好で隠れているなんて……お姉さんじゃないけれど、他の警察官に職質されるんじゃないかと心配になる。

　僕は溜ため息いきを吐きながら、知らないふりをしてコンビニを出た。

　だけど、不思議と朱音さんは声をかけてこない。

「おかしいな……」

　最近ずっと現れなかったのは、こうして隠れて後をつけていたから？

　だとしたら、僕とお姉さんの関係を怪しんで、尻尾を捕まえようという考えなのかもしれない。でもこうして後をつけているということは、まだ僕らのことはバレていないのでは？

　バレているのなら、わざわざ後をつけたりはしないだろう。

「少し泳がせてみようか……」

　声をかけて輝翔の家にお世話になっていると伝えたいところだけど、今僕が言い訳じみたことを伝えるより、まずは輝翔の家に帰るところを見せた方が信じてもらえる気がする。

　そう考えた僕は、まっすぐに輝翔の家に帰った。

　家に着くと、僕は借りている部屋の窓から外の様子を窺うかがう。

　すると朱音さんは表札を確認してすぐ立ち去って行った。

「とりあえず、これでよし……」

　僕は安堵あんどしてベッドに腰を掛ける。

　朱音さんがいつから僕をつけていたかはわからない。

　だけど、こうして僕が輝翔の家に入って行くのを見れば状況は察するだろう。

　あとはタイミングを見て、僕の口から噓の事情を説明すれば信じてもらえる気がする。

　気を付けるべきことは、あえて朱音さんと距離を置かないことだろう。

　距離をおこうとすれば、きっとやましいことがあるから避けていると思うはず。朱音さんに限らず、誰だって都合の悪い相手とは距離をおこうとするものだ。

　朱音さんが接触してくるのなら距離を置かず、潔白だということをアピールすればいい。

「まあ、ぜんぜん潔白じゃないんだけど……」

　自分で自分に突っ込みをしつつ、なかなかいい手だと思う。

　むしろこちらから連絡をして、心配してくれたお礼を伝えるくらいがちょうどいいかもしれない。輝翔にも同行してもらい、両親も歓迎してくれていると言ってもらえば完璧かんぺきだ。

「よし。この作戦でいこう」

　だけど、やっぱり朱音さんに対して少しの罪悪感を覚えずにはいられなかった。
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　それから更に一週間──朱音さんが僕を訪ねてくることはなかった。

　輝翔に作戦を相談したところ、ノリノリで協力してくれるどころか『それなら信憑性を高めるために、ご近所さんにも瑛太がいるのを話しておこうぜ！』と触れこんでくれた。

　もし朱音さんがご近所さんに聞き込みでもすれば、より疑わしさはなくなるだろう。

　そうして対策をしてからの一週間、次第に僕の後をつけることもなくなった。

　そんな訳で下準備を終えた僕は、作戦を実行に移すべく輝翔と一緒に警察署に来ていた。

　受付で朱音さんを呼んでもらうと、すぐに朱音さんがやってくる。

「瑛太君。いらっしゃい」

　いつもと変わらない、とても穏やかな笑顔で僕らの前に姿を現した。

「すみません。連絡もせずに来てしまって」

「気にしないでください。なにかあったんですか？」

「実は……この前ご紹介した親戚のお姉さんとのことなんですが、やっぱり身内とはいえ女性と一緒に暮らすのは気が引けてしまって……今は輝翔の家にお世話になってるんです」

「そうなんですか？」

　朱音さんは知っているはずなのに、まるで初耳のようなリアクションをした。

　朱音さんがそうくるのなら、僕としても話を進めやすい。

「はい。輝翔の家とは小さい頃から付き合いがあるので、ご両親も快く受け入れてくれて」

「よかったです……やっぱり持つべきものは友達ですね」

　朱音さんは自分のことのように喜んでくれる。

　するとどうしてか？　隣にいる輝翔の様子がおかしい。

「父さんが帰ってくるまで居ていいと言ってくれてるんです。ね、輝翔」

「あ？　ああ……そうなんです。うちの両親なんて、息子が増えたって喜んでるくらいで」

　話を振ると、なにかを堪こらえるように必死に唇を嚙かんでいる。

「朱音さんにはご心配をかけたので、僕の口からちゃんとご説明をしておきたいと思って」

「わざわざありがとうございます。私も心配していたので安心しました。お父さんのことはどうなるかわかりませんが、困ったことがあればいつでも相談してください」

「はい。なにかあれば、朱音さんには相談するようにします」

「遠慮しないでくださいね。それが私の仕事ですから」

「ありがとうございます。じゃぁ、今日はこれで失礼します」

「はい。気を付けて帰ってください」

　笑顔で見送ってくれる朱音さんに頭を下げ、僕らは警察署を後にした。

　とりあえず、これで一安心だな……安堵しながら警察署から離れた時だった。

「あっはははははは！」

　不意に輝翔が腹を抱えて笑い出した。

「ど、どうしたの？」

「どうしたもなにも、二人を見てたら我慢できなくてさ！」

「どういうこと？」

「だってさ、瑛太は朱音さんが探りを入れてるのに気付いてて、朱音さんは瑛太が俺の家に出入りしてるのを知ってるわけだろ？　それなのにお互いに知らないふりをして話してるんだぜ？　事情を全部知ってる俺からしたら、猿芝居もいいところだろ！」

　僕が話を振った時に様子がおかしかったのは笑いを堪えていたからか。

　まぁ、輝翔の立場からしたら面白おもしろく見えても仕方がないけどさ。

「僕にとっては笑い事じゃないよ。けっこう緊張してたんだから」

「すまんすまん。でもまぁ、とりあえず上出来だろ。もうしばらく家にいれば朱音さんの疑いも晴れるだろうし、その後はお姉さんの家に戻って上手くやればいいさ」

「そうだね」

「でも、朱音さんに噓を吐くのはこれが最初で最後にしような」

「うん。もちろん、そのつもりだよ……」

　僕らはそんな会話をしながら、輝翔の家へと帰ったのだった。







　だけど──後にしてみれば、この時の僕はあまりにもお気楽すぎた。

　朱音さんの、いや──警察官の執念というか、正義感を甘く見ていたんだ。










☆お姉さんの日記☆




　死んじゃう……もうマジ無理ぃ……。

　瑛太くん成分が枯渇しちゃう！　瑛太くんが輝翔くんのお家にいってもう十日……長い、長いよぉ……こんなに会えないのなんて初めて。瑛太くん成分が足りない……うぬぅ。

　いくらメッセージでやりとりをしても、会えないんじゃ満たされない……。

　ついつい心配するふりして何百通も送っちゃったけど、瑛太くんに引かれてないかな？　普通に返信してくれたし大丈夫だよね？　我慢しなきゃって思うけど無理！

　それとコスプレ警官の件、大丈夫かな？

　瑛太くんも疑われないように頑張るってメッセージで言ってくれてた。

　輝翔くんも協力してくれるらしいし、大丈夫だと思うけれどちょっと心配だな。

　お姉さんの方も順調に進んでいるし、あとは結果を待つだけ……でも、待ってる時間て長く感じるんだよね。一人だと家ですることもなくてお菓子食べ過ぎちゃうし……。

　あああぁ！　早く瑛太くんに会いたいよおおぉ！
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　僕が輝翔きしょうの家でお世話になってから三週間近くがたった。

　あれ以来、朱音あかねさんが僕の後をつけることはなく、街中でばったり会った時もお姉さんのことを聞かれることもなく、いつもの日常を取り戻した。

　つまりこれは、僕たちの作戦が上手うまく行った証拠と考えていいと思う。

　そう思った僕は土曜日の朝──。

　久しぶりにお姉さんの住むマンションに足を運んでいた。

「……なんだか懐かしいな」

　そう口にしながらエントランスに入ると、いつものコンシェルジュさんがいた。

　会釈えしゃくをされ、僕も軽く会釈を返してエレベーターに乗り込む。

　久しぶりの再会に、階が進むにつれて少しの緊張と嬉うれしさが僕を包む。

　最上階のお姉さんの部屋の前につき、カードキーでロックを解除してドアを開けた瞬間。

「ただいま戻りまし──」

「瑛太えいたくううううぅん！」

「げふぅ──!?」

　お姉さんに思いっきり抱きつかれた。

　いや、抱き着かれたなんて優しいものじゃなくてほぼタックルに近い。肺から空気が押し出され、むせかえりながら押し倒されそうになるのを必死に堪こらえる。

「ちょ、ちょっとお姉さん──！」

　誰だれかに見られまいと、僕は抱きつかれたまま中に入ってドアを閉める。

　びっくりした……たぶん待ちきれなくて玄関でスタンバってたんだろう。

　僕は抱きついているお姉さんに改めて声をかける。

「ただいま戻りました」


「…………」



「……お姉さん？」

　だけど、お姉さんは返事をしてくれない。

「……しまった！」

　慌ててお姉さんの身体を引き離すと、お姉さんは完全に意識を失っていた。

　身体の力が抜け、だらりと僕に寄り掛かりながら口から魂が抜けかけている。起こそうと肩をゆするんだけど、壊れた人形みたいに頭をガクガクさせるだけで起きそうもない。

　久しぶり過ぎて忘れていたけれど、お姉さんは僕に直接触れると気絶するんだった！

　しかたなく、お姉さんを抱き抱えたまま部屋に上がろうとして足がとまった。

「こ、これは……」

　そこはまるで、泥棒が入った直後のように荒れていた。

　玄関から廊下の先──奥に覗のぞくリビングまで、見える範囲の全すべて荒らされていた。

　衣服やゴミ袋が散乱し、足の踏み場もないくらい。ゴミ袋からは僕がアルバイトをしていたコンビニのお弁当の容器も溢あふれ出していて、人が住める環境とは言いがたい。

　そう、まるで強盗に荒らされた直後のような光景だった。

　なんだろう……すごくデジャブを感じる。

「そうだった。お姉さんは、片付けができないんだった……」

　食事もお風呂ふろも頑張ったけど、お部屋の片付けだけはどうにもならなかったか。

　思わず深い溜ため息いきが出ると同時に、この状況が少し懐かしくもある。

「ううん……」

　僕が懐かしさに浸ひたっていると、腕の中でお姉さんが目を覚ます。

　お姉さんを降ろしてソファーに座らせると、寝ぼけた様子で辺りをキョロキョロと見渡しながらきょとんとした表情を浮かべた。

「起きましたか？」

　お姉さんの前にしゃがみこんで声をかけると、その瞳ひとみにみるみる生気が宿っていく。

「え、瑛太くん……」

　お姉さんの表情が驚きからゆっくりと崩れていく。

　僕の服の袖そでをきゅっと摑つかみ、ぽろぽろと涙を流し始めた。

「おかえり……瑛太くん」

「ただいま戻りました……」

「うええええん……」

　鼻をすんすんさせながら穏やかに涙を流す。


「寂さびしかったよぉぉぉ……」



　僕はそんなお姉さんの肩をそっと撫なで、落ち着かせながら話しかける。

「朱音さんの件、とりあえず輝翔の家にお世話になっていることを伝えました。もう僕らを疑ってはいないと思います。油断はできませんが、気を付けていけば大丈夫だと思います」

　僕の言葉に安堵あんどしたのか、お姉さんは僕を見上げて尋ねてくる。

「じゃぁ、今日からまた……瑛太くんはこのお部屋で暮らしてくれるの？」

「はい。また改めて、よろしくお願いします」

「よかったよぉ……」

　そう呟つぶやいて、またすんすんと泣き始めた。

　てっきりハイテンションでこられると思っていたから、なんだか少し意外。

　いつものお姉さんらしくない反応を見て、本当に寂しかったんだろうなと思った。

　さすがに照れくさくて『僕も寂しかったです』とは言えなかったけど。

「お姉さんの方はどうですか？　なにかいい対策とかありました？」

　僕が尋ねると、お姉さんは涙を拭いて不敵な笑みを浮かべた。

「ふふふ……もちろんよ。もう少しでいい報告ができると思うから待っていて」

　具体的になにをどうしたかは教えてくれなかったけど、ここまでお姉さんがドヤ顔で言うならきっと大丈夫なんだろう。少し不安な気もするけれど……。

　ひとまず朱音さんの脅威は去ったし、その時をのんびり待ってみよう。

「よし。今日は瑛太くん歓迎パーティーをするわ」

　するとお姉さんは唐突に口にした。

「歓迎パーティー？」

「よくよく考えると、最初に瑛太くんがこのお部屋にきた時はバタバタしていてなにもしてあげられなかったし、改めて一緒に暮らせるようになったんだから歓迎のお祝いをしないと」

　お姉さんの口調がいつものクールな感じに戻ってホッとする。

　パーティーを『する』と言い切る辺り、お姉さんの中では決定事項なんだろう。

　その気持ちが素直に嬉しい。

「ありがとうございます」

「そうと決まれば早速お買い物に行きましょう」

　お姉さんは意気揚々ようようと立ち上がる。

「でもお姉さん、その前に──」

「その前に？」

「お部屋の掃除をさせてもらっていいですか？」

　言いながら、改めて部屋の中を見渡す。

　ゴミが散乱しているのもさることながら、脱いだ服や下着なんかもあちこちに散らかっていて、いろんな意味で目も当てられないというか目のやり場に困るというか。

　うん……懐かしさは感じるけれど、さすがに人の住む環境じゃない。

「せっかくパーティーをするなら綺麗きれいなお部屋でしたいです。ついでに溜まっている洗濯もするので、少し時間をください。二時間くらいで終わると思います」

「お、お姉さんも一緒にお掃除するから一時間で終わらせましょう！」

　ゴミ袋を引っ張り出してゴミを集めだすお姉さん。

　苦手ながら一生懸命お手伝いをしてくれるお姉さんの気持ちが嬉しい。

　そんなお姉さんを見守りながら、僕は掃除と洗濯に取りかかったのだった。

　ちなみに派手な下着の種類が増えていたんだけど……いつのまに買ったんだろう？
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「気持ちいいわね」

「そうですね。風も穏やかですし」

　部屋の片付けを終えた僕たちは、駅ビルへお買い物に出かけようと部屋を出た。

　天気がいいということもあり、少し遠回りだけど川沿いの遊歩道を歩いて行くことに。

　整備された土手はランニングコースになっていて、ジョギングをしている人たちがちらほら見える。土手の下は芝生しばふが敷き詰められていて、子供を連れて遊んでいる家族もいた。

　夏にはまだ少し早い六月中旬──お散歩には絶好の日よりだった。

「少しのんびりして行きましょうか」

「のんびり？」

　お姉さんは靴を脱いで芝生の上に寝転ぶ。

「瑛太くんもおいで」

　手招きをされ、僕も同じようにお姉さんの隣に寝転んだ。

　見上げる空は雲一つなく、透き通るような青色がどこまでも広がっている。目を閉じて大きく深呼吸をすると、芝生の匂においに包まれる。

「なんかいいですね……こういうの」

「でしょう？　お仕事が煮詰まった時に、たまにこうして一人できていたの。でも、これからは一人じゃなくて二人で来られるのね……そう思うとちょっと嬉しいわ」

　お姉さんがはにかみながら口にした『二人で』──という言葉に、ふと思う。

　僕は今まではなにをするにも独りだった。

　それを当たり前だと思っていたから、こうして誰かと一緒に同じ景色を見たり、同じ空気を吸ったり、二人のことで悩んだり……その全てが初めてだった。

　こうして良いことも悪いことも、誰かと共有できることを嬉しく思う。

　そう思えたのは、きっとお姉さんのあの一言があったからだと思うんだ。

「お姉さん」

「なにかしら？」

「ありがとうございます」

「……？」

　だからちゃんと、この気持ちを言葉にしようと思った。

「一緒に僕の好きなドラマを見た時に、『瑛太くんはもう、一人ぼっちじゃないのよ』って言ってくれたじゃないですか。あの一言が、本当に嬉しかったんです……」

「瑛太くん……」

　僕の全てを受け入れてくれるような言葉。

　あの一言がなかったら、僕はきっと今頃いまごろ、独りで生きて行くための手段を探していて、お姉さんの優しさに甘えることもなかったと思う。

　朱音さんのことをなんとかしてまで、また一緒にいたいとは思わなかったと思う。

　それくらい僕にとって独りでいることは当たり前だったのに、自分でも本当に不思議に思う……今では、少しでも長くお姉さんと一緒にいたいと思っているんだから。

「これからもいろいろあると思います。だけど改めて、よろしくお願いします」

「もちろんよ。お姉さんの方こそよろしくね」

　僕がお礼を口にすると、お姉さんは笑顔で頷うなずいた。

「そうだ瑛太くん」

　お姉さんは思い出したかのように呟いて身体を起こす。

　するとバッグに手を入れ、中からカメラを取り出した。

「瑛太くんと一緒に写真を撮ろうと思って持ってきたの」

　輝翔が部屋に来た時のことを思い出す──一緒にたくさん思い出を撮りましょう。

　思い出を形に残してこなかった僕のために、お姉さんが掛けてくれた言葉。

「瑛太くん、笑って」

「は、はい！」

　写真を撮られ慣れていない僕は、照れ臭いのを堪こらえて笑顔を浮かべる。

「……？」

　だけどしばらく待ってもお姉さんはシャッターを切らない。笑顔を浮かべるのが疲れるくらい待っていると、お姉さんは困った様子でカメラを下ろした。

「どうかしましたか？」

「おかしいわね……撮れないわ」

　カメラを操作しながら悪戦苦闘している。

「しばらく使ってなかったから、壊れてしまったのかしら……」

　カメラを受け取って電源を入れてみる。

「「ん？」」

　するとなんの問題もなく起動し、シャッターも普通に切れた。

「……電源が入ってなかったみたいです」


「…………」



　お姉さんの顔が真まっ赤かに染まる。

「なんでこう、電化製品って使い方がわかりづらいのかしらね」

　お姉さんはごまかすように視線を泳がせながら不満を漏もらす。

　いや、電源ボタン押すだけなんですけど……。

「お姉さん、説明書は読みましたか？」

「……どうして説明書ってわざわざ難しく書くのかしらね。あれは日本語であって、日本語じゃないと思うの。ここ押して、ここ押して、はい使えます！　くらいシンプルでいいのに」

　どうやらお姉さんは電化製品が苦手らしい。

　そういえば電子レンジも掃除機も、高価な物を揃そろえているわりに使用した形跡が全くなかったんだけど、使わなかったんじゃなくて使えなかったのかもしれない。

　このカメラも今までどうやって使っていたんだろう？

「じゃぁ、気を取り直して早速──」

　するとお姉さんは、僕の顔に自分の顔を近づけてカメラを掲げる。

　突然のことにドキッとしながら、僕は笑顔を浮かべてレンズを見つめる。

「はい、チーズ♪」

　どうしよう……お姉さんの顔が近すぎて顔が赤くなってるかもしれない。

　お姉さんは自撮りした写真を画面に表示して、僕も一緒に覗き込む。


「「…………」」



　すると、僕もお姉さんもばっちり目を閉じていた。

　二人そろって目を閉じながら満面の笑みとかちょっと笑える。

「も、もう一度撮りましょう！」

　お姉さんは悔しそうに撮り直すんだけど、なかなかお気に入りのショットが取れないらしくリテイクを繰り返すこと十数回──さすがに顔の筋肉が疲れた頃。
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「うん！　これはよく撮れたわ」

　そう言って差し出した画面には、とても楽しそうな二人が写っていた。

「せっかくだから、現像して部屋に飾りましょう」

　嬉しそうに言いながら、お姉さんはカメラをバッグにしまう。

「そろそろ行きましょうか」

「はい」

　僕らは靴を履はき直し、並んで遊歩道を歩きだす。

「ねぇ、瑛太くん」

　すると、お姉さんがなにやらモジモジしながら声をかけてきた。

　なんだか視線がやたら下に向いているような気がしてならない。

「なんですか？」

「お姉さん、瑛太くんが帰ってきたらお願いしたいことがあったの」

「お願いですか？　なんでしょう？」

　するとお姉さんは、まさかの言葉を口にした。

「瑛太くんと手を繫つなぎたい」

「え……」

　て、手を繫ぐ……？

「前に瑛太くん、なんでもするって言ってくれたことがあったでしょう？」

「はい……言いましたね」

　あれは確か、お姉さんと一緒に住むにあたって必要な物を買い揃えようと話していた時。

　お姉さんがお金を出してくれる代わりに、家事をするだけじゃなくて、僕にできることならなんでもするって言ったんだっけ。

　もちろん、今もその気持ちに変わりはない。

「あれからずっと、瑛太くんにお願いをするならなにがいいかなって考えていたの。それでね……瑛太くんが帰ってきたら、手を繫いでこの遊歩道を歩きたいなって思って」

　そんな些細ささいなことでいいの？

「嫌かしら……？」

「嫌じゃないです。でもお姉さん、僕に触ると気絶するんじゃ……」

　するとお姉さんは、いつものドヤ顔を浮かべてバッグに手を入れる。

　すると薄手の手袋を取り出して僕の前に掲げて見せた。

「どう？　これで大丈夫でしょう？」

　そう言って手袋をはめると、僕の手をそっと握りしめた。


「「…………」」



　お互いに様子を窺うかがうように繫がれた手を見つめる。

　しばらくしても、お姉さんが気絶することはなかった。

「ほ、ほら！　大丈夫でしょう！」

　大丈夫だとはわかってはいたけれど、改まって手を繫ごうと言われると身構えてしまう。

　だってほら……ラブホテルの時は妄想で気絶したくらいだし。お姉さんと一緒にいるのもだいぶ長くなってきたけれど、未いまだに気絶する基準が謎なぞ判定だからさ。

「行きましょう♪」

　頭から音符マークが出そうなほどルンルンで僕の手を引くお姉さん。

　手袋越しに伝わってくるわずかな温ぬくもりに、少しだけドキドキしながら思う──どうかこれからも、少しでも長く、こんな穏やかな日々が続きますように。

　そう願いながら、僕らはお買い物へ向かったのだった。










　☆お姉さんの日記☆




　瑛太くんが帰ってきたああぁ！

　嬉しいよおおぉ！　寂しかったよおおぉ！

　でも、また一緒に暮らせるんだから我慢した甲斐かいがあったよね。

　瑛太くんもコスプレ警官の件で頑張ってくれたみたいだし、これはお礼も兼ねて盛大にパーティーをしてあげないと！　準備は万端だし、きっと喜んでくれるはず。

　それとそれと……やっと瑛太くんとのツーショット写真をゲットしたんだよ！

　今まではコンビニで働いている時に隠し撮りするしかなかったけど、これからは堂々と写真を撮っていいなんて幸せすぎる！　十冊ある瑛太くんアルバムを更新しようっと♪

　写真と言えば、輝翔くんはいつ中学校時代の写真を持ってきてくれるんだろう？
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　その日の夜──。

　お姉さん主催による僕のお帰りパーティーが開催されていた。

「せーの……瑛太えいたくん！　おかえりなさい！」

　お姉さんの掛け声と共に、お姉さんが一人でクラッカーをいくつも鳴らす。

　あまりにたくさん鳴らしすぎて、僕の頭にヒラヒラが山盛りに蓄積されている。

「あ、ありがとうございます……」

　てっきり美味おいしいご飯を買って、こじんまりやるんだろうと思っていた僕。

　いやいや……完全に僕の考えが甘かった。

　お姉さんがそんなことで満足するはずがない。

　ケーキを買って部屋に帰るとすぐに、なにやら業者らしき人たちがやってきた。

　不思議に思いながら作業を眺めていると、部屋がどんどん華やかに飾り付けられていく。

　しばらくして『瑛太くん！　おかえりなさい！』という横断幕が壁に飾られた時、僕はようやくなにが起きているのかを理解した。

　なんとお姉さんは、飾り付けをパーティー会場の設営会社に発注していた。

　本当は昨日のうちにやっておいて、帰ってきた僕を驚かす作戦だったらしいんだけど、部屋の片付けが間に合わなかったんだって。というか、自分じゃどう掃除をしていいかわからず、掃除業者を手配しようにも間に合わなくて今日来てもらうことになったんだとか。

　さすがお姉さん……お金の掛け方が普通じゃない。

　そんなこんなで僕は、派手に飾り付けられた部屋で借りてきた猫状態。

「じゃぁ早速ケーキを食べましょう」

　お姉さんは大きなナイフを僕と一緒に持ち、鼻歌混じりでケーキを切り分け始める。

　一緒に切るのはともかく、どうしてウエディングミュージックが流れているんだろう？

　ここは突っ込んだら専業主夫街道まっしぐらな気がするからスルーしておく。

　テーブルの上にはケーキだけじゃなく七面鳥の丸焼きや北京ペキンダック、ピザにフルーツの盛り合わせなど、統一感のない食材が大量に並んでいて見ているだけで胸やけしそう。

「はい瑛太くん。たくさん食べてちょうだい」

「あ、ありがとうございます……」

　本当にたくさんというか、ホールケーキの二分の一カットを渡された。

　いきなり重いなぁ……と思いつつ、お姉さんの優しさを無下むげにしたくない。

　必死にモリモリ食べ進めていると、お姉さんが隣で僕を見つめている。

「お姉さんは食べないんですか？」

「え、ええ……お姉さんはちょっといいかな」

　どうしたんだろう？

　お姉さん、ケーキ好きなのに。

「美味しいですよ。たくさんありますし食べましょうよ」


「じゃ、じゃぁ……」



　僕のほっぺに手を伸ばし、付いていた生クリームを指で取ってぺろりと舐なめる。するとなにかを満足したのか？　声にならない声を上げてバタバタと悶もだえまくる。

「ふう……お姉さん、これだけで満足よ」

　恥ずかしがるならやらないでくれません？

「本当、どうしたんですか？　具合でも悪いんですか？」

　僕が心配して尋ねると、お姉さんはなにやらモジモジしながら口にする。

「実はね……瑛太くんがいない間、一人で暇だったからテレビを見ながらお菓子を食べていたら、つい食べ過ぎてしまって……気が付いたら二キロも太っていたのよおおぉ……」

　涙を浮かべながら床に突っ伏すお姉さん。

　丸まってプルプルと震える姿が生まれたての小鹿を彷彿ほうふつとさせるけど、生命の神秘さは微塵みじんも感じられない。むしろこの世の終わりみたいな悲しみ方をしている。

「二キロって……お姉さんは瘦やせてますから、少し太ったくらいが健康的でいいと思います。この前おんぶした時も軽かったですし。たぶん四十──ふぐぉ!?」

　そこまで言いかけて、口に北京ダックをぶち込まれた。

「女性の体重を憶測でも口にするなんて……そんな残酷なことしちゃいけないのよ！」

　ごめんなさい。

　もう言わないので、次から次へと僕の口に食べ物を放り込むのをやめてください。

　食べる速さ以上のスピードでもりもり突っ込んでくるもんだから、僕の口の中が食欲旺盛なハムスター状態。もはや嚙かむことすら不可能なほどにパンパンになっている。

　そんな感じで、盛大な歓迎パーティーを開催している最中だった──。

　不意にインターホンが鳴り響く。

「誰かしら」

　時計に目を向けると夜の八時過ぎ。

　こんな時間に誰だろう？　お姉さんが室内モニターのボタンを押すと、画面にはマンションのコンシェルジュさんが映っていた。

『四条しじょう様、夜分に失礼いたします』

「どうかしました？」

『急ぎでお伺いしたい点がございまして。ドアを開けていただけないでしょうか？』

　モニターから流れた声は、マイク越しのせいかわずかにかすれている。

　気のせいか？　その声が少しだけ緊張しているように聞こえた。

「少々お待ちください」

　お姉さんはそう答えて玄関に向かう。

　その直後だった──びっくりするほど大きな音が響いてきた。

　何事かと思い、僕も慌てて玄関に向かってお姉さんに声をかける。

「お姉さんどうしました？」

「ううん。なんでもない。さぁ、パーティーの続きをしましょう」

　お姉さんが笑顔で答えた後、ロックが開く電子音が響く。

　するとドアが開き、涙目になりながら鼻を押さえている朱音あかねさんが入ってきた。

「なんでいきなりドアを閉めるんですか！　顔を強打したじゃないで──へぶっ！」

　お姉さんが勢いをつけて身体全体でドアを押し閉めると、朱音さんは顔面を強打して外へ押し出された……めちゃくちゃ痛そうなんだけど。

　さっきの轟音ごうおんはこの音か……ていうか、どうして朱音さんがここに!?

　混乱する僕をよそに、朱音さんと男性警察官が再度ドアを押し開けて入ってきた。

　さすがのお姉さんも、男性警察官二人が相手じゃドアを押し返せない。

「ふふふ……ようやく突きとめましたよ」

　朱音さんは勝ち誇ったように口にするんだけど、鼻が真っ赤になっていて可哀想かわいそう。

　すると朱音さんは鼻を押さえたまま部屋に上がろうする。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　とめようとする僕を押しのけてリビングへと向かう。

　飾り付けられた部屋を見渡した後、不敵な笑みを浮かべながらお姉さんに近寄り。

「四条沙織さおりさん──あなたを未成年者誘拐容疑で逮捕します」

　鬼の首でも取ったように、上機嫌でお姉さんの手首に手錠をかけた。

「違うんです──朱音さん、話を聞いてください！」

　ようやく事の重大さに気付いた僕は、慌てて朱音さんに詰め寄る。

　だけど、男性警察官が僕の前に立ちはだかった。

「瑛太君。もう全部ばれているんです」

　全部……？

「瑛太君が少し前からこの部屋に住んでいることも、わたしの目をごまかそうと輝翔きしょう君の家にいたことも、二人が身内じゃないことも──証拠も証言も全て揃そろっています」

　朱音さんはドヤ顔で語り続ける。

「この前、瑛太君と四条さんが一緒にいるところに出くわしましたよね？　なにをしていたのか調べるために聞き込みをしていたら、スーパーにアルバイトの面接で足を運んでいたことがわかりました。面接を担当した方に『家族ではない』と言ったそうですね」

　そうだ……確かに僕らの関係を聞かれた際、お姉さんはそう口にした。

「家族ではない二人がどうして一緒にいるのか？　接点は二つ見つかりました──一つは瑛太君が働いていたアルバイト先に、四条さんがお客様として来ていたこと。これは店長さんが覚えていて、お店の防犯カメラでも確認をしたから間違いありません」

　それはわかってる。

　問題はもう一つ──。

「二つ目、瑛太くんが高校生になってすぐ、アルバイトの帰りに公園で痴漢に襲われかけていた女性を助けたことがありましたよね？　実はその被害者が、四条沙織さんだったんです」

「え……？」

　僕はお姉さんに視線を送る。

　するとお姉さんは気まずそうに視線を逸そらした。


「噓うそでしょ……？　本当に？」



　あの時──警察に通報をした後、僕は朱音さんたちが来るまで被害女性と一緒にいたんだけど、夜暗かったこともあって女性の顔をはっきりと見ていない。

　だからあの時の女性がお姉さんだったなんて気づくはずもない。

「どこかで見覚えがあると思っていたんです──わたしが四条さんの事情聴取を担当したんですが、なにも話してもらえなくて……被害を受けてショックなんだろうと思い、しばらく一人にしてあげたんですが……その隙すきに、四条さんは署から逃げ出したんです」

　逃げ出した？

「被害者なのに、どうして事情聴取から逃げ出したりしたのか不思議に思っていたんですが……今ならその理由もわかります」

　朱音さんは自分でも驚いたと言わんばかりに首を振る。

　次の瞬間、語られた言葉に僕は思考が停まってしまった。

「まさか四条沙織さんが、芸能人の吉岡よしおか里美さとみだったなんて──」

　芸能人……？　お姉さんが？

「おそらく芸能人だから、話が大きくなるのを避けたかったんでしょう」

　にわかに信じがたい──だけど、思い当たる節は確かにあった。

　ずっと感じていた違和感が晴れていくような感覚。




　お姉さんの着替えを覗いてしまった時、妙にカメラ慣れしていたポーズ──。

　仕事はなにをしているのかと聞いた時、自分を売る仕事と言ったお姉さんの言葉──。

　昼間に出かける際、徹底して変装をしていたこと──。




　その全てが、朱音さんの言葉を肯定していた。

　それに、吉岡里美という名前には心当たりがある。

　どこかで目にしたような記憶……つい最近、いや、もっと前から？

　必死に記憶を探る。

「そうだ……」

　思い出すと同時に、思わず声が漏れた。

　そう、最初にお姉さんと出かけた時、朱音さんとばったり駅前の広場で出くわして手錠を掛けられる前──見かけた化粧品の広告看板に映っていた女優さんが、吉岡里美だった。

「ごめんね。黙っていて……」

　お姉さんの謝罪の言葉がリビングに響く。

　その一言が、朱音さんの言葉の全てを肯定していた。

　すると朱音さんに向き直り、表情を一変させて厳しい視線を向ける。

「まさかコスプレ警官のあなたがそこまで調べられるなんて、思ってもみなかったわ。でも、ばれてしまったからにはしかたがないわね……」

　お姉さんは小さく溜ため息いきを吐つくと、手錠をかけられたまま器用にクローゼットを開ける。

　中から大きめの段ボールを持ってくると、中身を豆まきみたいにばら撒まいた。

「「え……？」」

　ばら撒かれたのは、帯にまかれた大量の諭吉ゆきちだった。

　その数、ざっと見ても十束は下らない。

「好きなだけ持って行きなさい。その代わり、私たちのことは忘れなさい。これだけあれば、好きなコスプレ衣装が何着でも作れるんじゃない？」

「はい！　何着どころか一生分でもお釣りがきます──じゃなくて、警察官をお金で懐柔しようなんて、なにを考えているんですか！」

　こんな時ですら、お金の力で解決しようとするお姉さんらしさに変に感心してしまう。

　でも朱音さん、そういう台詞せりふはお金から視線を離してから言ってくださいね。

「……全く、いやしい女ね。あといくら欲しいの？　ほらっ！　ほらっ！」

「ああああああ！　これで夏コミ費用が賄まかなえるうううぅ！」

　お姉さんが更にお金をばらまくと、朱音さんは床に這はいつくばってお金をかき集める。

　真面目まじめで正義感に溢れる朱音さんが、お金の魔力に負ける姿を見るのはちょっと悲しい。男性警察官も僕と同じ気持ちなのか？　微妙な表情で見つめていた。

　でも仕方ない。警察官だって人間だもの。

「はっ……なにをしてるんですかわたしは！」

　ようやく冷静さを取り戻した朱音さん。

　両手いっぱいのお金を手放して口にする。

「とにかく、四条さんは未成年誘拐容疑で逮捕です」

　朱音さんがそう口にすると、男性警察官二人がお姉さんの腕を摑む。

「では、連れていってください」

「待ってください。お姉さんは僕を助けてくれただけなんです！」

　僕はなんとかして朱音さんをとめようとすがりつく。

　朱音さんはそんな僕の両肩に手を置き、諭さとすように口にした。

「あのね瑛太君。助けようとしただけとか、やましい気持ちがなかったとか、仮に瑛太君が同意をしていたとしても、大人が未成年を部屋に泊めたりするのは犯罪なんです」

「そんな……」

「瑛太君のこれからについては心配しなくて大丈夫です。明日、改めて児童相談所の職員の方と一緒に伺うかがいます。それまでは、この部屋で大人しく待っていてください」

　男性警察官に連れていかれるお姉さんの背中を見つめる。

　ショックのあまり身動き取れずにいると、お姉さんは振り返り。

「大丈夫よ。すぐに帰ってくるから、心配しないで待っていて」

　いつものクールで穏やかな笑みを浮かべ、連れられて行ったのだった。
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「…………」



　誰もいなくなった部屋に、僕一人だけが残される。


「なにかの冗談でしょ……？」



　思わずそう口にせずにはいられない。

　ついさっきまで楽しくパーティーをしていた部屋が、まるで別の空間のように感じる。

　横断幕もテーブルに並べられた食べ物も、その全てがそのままなのに、お姉さんだけがいない。一瞬にしてあるべき光景が失われてしまった──そんな喪失感に襲われる。

「どうしてこんなことになったんだ……？」

　なにが起きたかは理解しているのに、突然のことすぎて感情が追いつかない。

　未いまだ状況を整理できずにいると、不意にスマホが着信を告げる。

　ポケットから取り出して画面に目を向けると、輝翔からだった。

『おー瑛太、こんな時間に悪いな。今日から久しぶりにお姉さんちだろ？　朱音さんのこともあるし、いろいろ大丈夫かと思ってな』

　輝翔の言葉が耳をすり抜けていく。

　今聞いたばかりの言葉を、聞いた傍そばから忘れていく。

「輝翔……お姉さんが……」

『どうした？』

「お姉さんが、朱音さんに逮捕されたんだ……」

『え……？』

　輝翔は電話越しに声を上ずらせる。

　気が付けば、僕は捲まくし立てるように説明をしていた。

「朱音さんが部屋に来て……全部ばれていたんだ。未成年誘拐で逮捕って……」

『え……？　ちょ、ちょっと待て、落ち着いて説明をしてくれ』

　輝翔は混乱した様子だった。

　説明する僕自身が誰より混乱しているんだから、それも仕方がない。

　一度大きく深呼吸をして、僕は改めて輝翔に説明を始める。

「お姉さんの部屋に、朱音さんが男性警察官を連れてやってきたんだ……たぶん僕を泳がせるために騙だまされた振りをしていたんだと思う。僕がお姉さんの部屋に戻るのを待って、現場を押さえるために。そこにやってきて、未成年誘拐の現行犯で逮捕された」

『マジかよ……』

「僕が一年くらい前に痴漢に襲われている女性を助けたのを覚えてる？　あの被害者の女性がお姉さんで、女優の吉岡里美だったんだって。まさかお姉さんが女優だったなんて……」

『え……？』

　輝翔は驚いたというよりも、意外そうな声を上げた。

『瑛太おまえ……やっぱり気付いてなかったんだな』

「やっぱり？　……どういう意味？」

　言葉の意味を捉とらえかねる。

『瑛太が痴漢から助けた女性がお姉さんだったのは驚きだったが……俺おれはお姉さんが吉岡里美だってのは気付いてたよ。だから憧あこがれの人と一緒に暮らせてよかったなって言ったんだ』

　輝翔がなにを言っているのかわからない。

　だから憧れの人と一緒に暮らせてよかったな？

『おまえの好きなホームドラマ、もう一度ちゃんと見てみろよ』

　言われた瞬間、自分の中でなにかが繫がっていく。

　駅前の広場で化粧品の広告看板を見て、吉岡里美について調べた時、どこかで見聞きしたことがあるようなあいまいな記憶。どうしてか感じていた、懐かしさに似たような感情。

　その答えが、僕の中で導き出される。

『瑛太、大丈夫──？』

　僕は電話を切り、慌ててビデオデッキでドラマを再生する。

　早送りで本編をすっとばし、エンディングのスタッフロールを目にして言葉が漏もれた。

「やっぱり……」

　そこには、お姉さんの芸名である『吉岡里美』の名前があった。

　作中の配役は、僕のお母さんである水咲みずさき美雪みゆきが演じたシングルマザーの子供の役。

　つまり、僕が幼いながらに強く憧れていたあの子役が──お姉さん？

「まさかこんなことって……」

　呆然ぼうぜんと画面を眺めていると、さらに追い打ちをかけるように一つの疑問が頭に浮かぶ。

　どこかで見覚えがあるような気がしていた、お姉さんがいつも着けているネックレス──画面に映し出されたお母さんの首元には、それと同じ物が下げられていた。

「いったいどういうことなんだ……？」

　一度に押し寄せる膨大な情報に頭の整理が追い付かない。

　ただ一つわかっていることは、守ろうとした生活を守れなかったこと。




　こうして、専業主夫になるどころか部屋の主がいなくなったのだった。

　……噓でしょ？
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「本当、あのコスプレ警官なんなの!?」

　翌日、日曜日の朝──。

「あんな狭いところに一晩放り込んで、訴えてやろうかしら」

　お姉さんはプリプリしながら僕の作った朝食を食べていた。

　昨夜、二キロ太ってしまったと嘆いていたのが噓うそみたいにモリモリと箸はしを進める。

「ご飯も食べられなかったし、シャワーも浴びられなかったし……最悪だったわ」

「まぁまぁ、こうして無事に帰ってこられたわけですし」

　僕はそう言って、お姉さんをたしなめるんだけど……。

　どうして逮捕されたはずのお姉さんが帰ってきているかって？

　うん。それは僕の方が聞きたい。

　というのも、お姉さんが逮捕された後、心配で寝付けなかった僕は明け方に寝落ちしてしまったんだけど、朝になって突然帰ってきたお姉さんの『ただいま！』の声で目を覚ました。

　朱音あかねさんに送ってきてもらったみたいなんだけど、去り際ぎわに『これで勝ったなんて思わないでください……！』なんて捨て台詞せりふを吐いていたあたり、なにかあったんだろう。

　朱音さんが釈放をしないといけないほど、想定外のなにかが。

　事情を聞こうと思ったんだけど、部屋に着くなりお腹なかを鳴らしたお姉さん。詳しい話は後にして、とりあえずシャワーを浴びてもらっている間に朝ご飯を作って今に至る。

「ごちそうさまでした～♪」

　お姉さんは満足そうな笑顔を浮かべながらお腹を擦さする。

「やっぱり瑛太えいたくんの作ったご飯は最高ね。デパートのお惣菜も悪くはなかったけど、さすがに三週間も食べていると飽きちゃうのよね……油断して食べ過ぎないようにしないと」

　なんて言いながら、デザートのプリンまで食べているんだから、お姉さんらしい。

　そんないつも通りのやり取りをしながら、僕はお姉さんに尋ねる。

　聞きたいことは山ほどあるんだけど、とりあえず一番の疑問を。

「どうやって釈放しゃくほうされたんですか？」

「ん？　気になる？」

　そりゃもちろん。

「事務所でお世話になってる弁護士さんに連絡をしたのよ」

　お姉さんが女優として所属している事務所の弁護士さん？

　なるほど。芸能人の弁護をしているとなれば優秀なんだろう。


　でも……いくら弁護士が優秀だとしても、朱音さん曰いわく、僕らがしたことは法律的にいけないことらしい。それなりの理由がなければ釈放なんてしてもらえないんじゃ……？



「ごめんなさいね。心配かけて」

「いえ……お姉さんが無事ならそれでいいです」

「でも、もうなにも心配しなくて大丈夫だから」

「なにも？」

　僕が疑問の声を上げると、お姉さんはバッグから一枚の紙を取り出す。

　それをテーブルに置き、僕に向けて差し出した。

「目を通してみて」

　言われるままに書類を見て、思わず絶句する。

「え……？　これって──」

　記されていた文字を見て、見間違いじゃないかと何度も見直す。難しい文言で書かれているけれど、要約すると『お姉さんが僕の保護者になったこと』が書かれていた──。

「あの……これって、どういう……」

「瑛太くんのお父さんに会ってきたの」

「え──!?」

　さすがに耳を疑った。

「瑛太くんがアルバイトの面接を受けた時、親がいないからって断られたでしょう？　コンビニをクビになったのも同じ理由だったしね……だからお姉さん、どうしたら瑛太くんの力になれるかなって考えてね──私が瑛太くんの保護者になればいいんだって思ったの」

　お姉さんは落ち着いた声音で続ける。

「瑛太くんはこれからも、お父さんがいないことでいろいろ不自由なことがあると思うの。でも、私が保護者になればその手の問題は全部解決できるし、コスプレ警官の件だって気にすることなく一緒にいられるようになる。そう思ったらいてもたってもいられなくて、お父さんに会いに行って、瑛太くんの保護者になる旨の書類に一筆もらってきたのよ」

　お姉さんは『さすがにちょっと遠かったけどね』なんて言っておどけてみせる。

　いやいや……ちょっと遠いどころか、捕虜になっていたはずなのに。

「あとは弁護士さんにお願いして、ちょうど昨日、手続きが終わったってわけ」

　さすがに理解が追い付かない。

　僕が輝翔きしょうの家にお世話になっている三週間の間に、父さんに会いに行った？　父さんの代わりに僕の保護者になる旨の書類にサインをもらって──お姉さんが僕の保護者になった。

　いや、こうして整理してみれば理解はできるけれど……僕なんかのためにそこまで？

「本当なんですね……」

　どうやって会いに行ったかなんてどうでもいい。

　僕の胸に溢あふれてくるのは、ただただ感謝だった。

「ありがとうございます……」

　僕なりにお姉さんと一緒にいるためにできることをしようと思った。でも結局上手くいかなくて……だけどお姉さんは、もっと現実的な方法で僕らのために頑張ってくれていた。

　なにより、その気持ちが嬉しすぎる。

「お礼なんていいんだよ。お姉さんがしたくてしてるんだから」

　浮かべる笑顔には、ただただ優しさに満ちていた。

「そんなわけだから瑛太君。改めて、これからもよろしくね」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　僕が頭をさげると、お姉さんは不意に立ち上がる。

「説明も終わったところで瑛太くん──昨日の歓迎会は邪魔が入ったせいで途中で終わっちゃったから、改めて歓迎会をしようと思うの。食べ物とか買いに行かなくちゃだから、今から一緒に行きましょう！」

「はい」

　僕もお姉さんの隣に立ち上がる。

「でも、出来合いのものじゃなくて、料理は僕に作らせてください」

「え……でも、瑛太くんの歓迎会なのに作らせるなんて悪いわ……」

「いいんです。そのくらいさせてください。僕がそうしたいんです」

　そう告げると、お姉さんは嬉しそうに無邪気な笑顔を浮かべる。

「じゃぁお姉さん、食べたいものとかリクエストしてもいい？」

「もちろんです。一緒にスーパーに買い出しに行きましょう」

「うん！」

　こうして僕らは、お姉さんの部屋を後にする。

　一年前に僕が助けた女性がお姉さんだったことや、お母さんと共演していた元子役だったこと。いろいろ聞きたいことはあるけれど──そんなことは後でいい。

　今はお姉さんとの新たの同居生活のスタートを、お祝いしたい気分だった。










あとがき




　家カノの完結から三ヶ月。

　こうして新シリーズを立ち上げることができ、ひとまずほっとしながら『原稿終わったし温泉に行こう！』と気分ルンルンで旅行先を探していたら『あ、あとがき書いてないや……』と気付き、旅行前に慌てて書いている著者であります（忘れてたわけじゃないよ！）。




　そんなこんなで、ご無沙汰ぶさたしております。柚本ゆずもと悠斗はるとです。

　この作品はまさにタイトル通り、きれいなお姉さんが男の子を養やしなう物語です。

　どうしてこんな物語を書こうと思ったのか？　その理由について答えるならば一言『作者の願望！』に尽きます。きれいなお姉さんが『一生、働かなくていいんだよ……？』なんて言いながら養ってくれる……現実ではありえないですが、妄想するだけで最高じゃない？

　その一念で書き上げた次第です。

　いや本当に、ただきれいなお姉さんに養われたいだけの人生でした……。

　願望全開とはいえ、ただひたすらに甘いだけの話としてだけではなく、瑛太えいたとお姉さんの歩み寄りのドラマとして、地に足のついた物語を紡つむいでいけたらいいなと思っています。




　続いて謝辞です。

　この作品の企画を通していただき、私を信じて進めていただいた担当編集のＵ氏。

　マジでありがとうございました！　原稿の手直しに何度もお付き合いいただいて感謝しかありません……でも返信は朝でもいいので寝てくださいね。

　作家も編集も身体が資本、お互いに生きて次巻を出せるよう頑張りましょう。




　そしてイラストをご担当いただきました西沢にしざわ５㍉先生。

　素敵なイラストで瑛太やお姉さんに姿を与えていただいて、きっと二人も喜んでいると思います。二人に代わり、この場を借りてお礼を申し上げます。ありがとうございました！

　上がってくるイラストはいつも一発ＯＫという素晴らしいクオリティ。担当氏からイラストが送られてくる度にテンション上がって小躍りしていたらご近所さんに怒られました。




　最後に、いつもお世話になっている編集部の皆様。先輩作家の皆様。

　なにより手に取ってくださった読者の皆様、ありがとうございます。

　次巻でもお会いできたら嬉しいです。







著者

柚本悠斗（ゆずもと はると）

　専業作家になって一年。もっと自由な時間が増えると思いきや、いい感じで忙しい毎日を送っている作家五年生。

　家にいる時間が増えたのでベランダで家庭菜園を始めました。春菊が成長したら、てんぷらにして食べるんだ……と呟きながら、今日も原稿に向かっていたら台風ですべてなぎ倒されて涙目。




イラスト

西沢５㍉（にしざわ ごみり）

　大阪府出身東京都在住イラストレーター

　最近女性にお金を持たせたイラストを描くのがマイブームです








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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